
[image: ]


[image: ]




[image: ]




	
		[image: ]

	


	
		[image: ]

	


	
		[image: ]

	


[image: ]


本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。


法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。




　CONTENTS







序　奏「ヒカリの閃せん煌こう。」


introduction: I Saw The Light


第四羽「水のない日の、透色。」


phase-04: Pool Sider Planet Girl


独　奏「秘密の花園少女。」


solo: Unknown Star's Bolero / momo secret.56


第伍羽「仮面のキキ。」


phase-05: Masquerade KiKi


独　奏「秘密の花園少女。」


solo: Unknown Star's Bolero / momo secret.44


第六羽「午前四時の空想科学。」


phase-06: TINY TERROR'S FICTION CODE


終　奏「（裏）午前四時の空想科学。」


outroduction: Black Sheeps Sing Dawn Rock


らくがき。Afterword of Graffiti in "Masquerade KiKi"






[image: ]


　

序奏「ヒカリの閃せん煌こう。」



introduction: I Saw The Light







　　　　♪





「──っ、タァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッッッッ!!」


　叫び。


　そして、爆ばく音おん。








　ズッ……、





　グオォォォォォォッォォォォォォォォォオォオォォォォォォォォォォッォ…………!!








　すべてを吹ふき飛ばすような爆風ののち、もうもうと砂さ塵じんが上がった。


　その中心には、光。一筋の、ヒカリ。羽は根ねのように広がり、またたくと、あたりをまばゆい光で包みこんだ。


　眩まぶしくて、淡い、やわらかに、やさしく、あったかな──ヒカリは、少女の姿をしていた。真まっ白い姿をした、まるで、ヒカリの羽根を持った天空の使者のよう。


　しかし、少女の薄うすい唇は、語る。


「──あたしは〝死シニ神ガミ〟、貴方あなたの『欲望』を狩かる者……」


　少女の手には、鈍にび色いろに光る巨大なカマ。やけに目立つ赫あかい靴で地面を蹴けると、ふわりと宙に浮かんだ。滑るように、その〝対象者〟に近づいていく。


「お願ねがい……こないで……っ！」


　動どう揺ようと恐怖、様さま々ざまな感情で引きつった表情を浮かべ懇こん願がんするのは、このあたりの学校の制服を着た女子生徒だ。その手には、ちいさな小石程度の何かがにぎられている。それを胸もとに抱くようにして、這はいつくばりながらも真っ白い死神の少女から逃げる。


　真っ白い少女は、表情を変えない。長い真っ白い髪の毛をヒカリに揺ゆらしながら、じょじょに逃げる女子生徒との距きよ離りをつめていく。ふわりふわり。


「もう、終わりにしよう」


　真っ白い少女は言った。オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスで。


「やだっやだっ！　せっかく、叶かなえられるのに……っ！」


　女子生徒は声を荒げる。胸に抱いた〝石〟に向かって、「お願ねがいお願いよ……！」と何度も何度も繰くり返す。


「でも……、それは貴方あなたの願いを叶かなえてなんかくれない。ただ、夢を見せるだけ。幻まぼろしを見せるだけ」


「そんなはずないわっ！　だってだって……！」


　女子生徒の声は、かすれた悲鳴に変わる。


「本当は、判わかってるんでしょ。触れられない夢を見ていただけ」


　真まっ白い少女の黒目がちな瞳ひとみは哀かなしい色で、女子生徒を映していた。


「わたしは……わたしは……」


　少女の言葉にすべてを悟ったのか、女子生徒は力なくその場にうずくまってしまった。手から、指ゆび尖さきから〝石〟がこぼれ落ちる。


「幻が消えても貴方の『夢』は残るから。今度はちゃんとそれを〝たいせつ〟に抱きしめて……」


　ヒカリが一いつ閃せん。真っ白い少女は、鈍にび色いろのカマを振るった。


　命を奪うばうためじゃない。傷つけるためでもない。心を迷わせた女子生徒の、記き憶おくと〝たいせつな幻〟を奪うため。


　少女は、舞まい踊った。くるくると、ふわふわと。


　ヒカリを呼ぶように。


　ヒカリを送るように。


　まぶしい光がすべてを包みこんだ。


　奪った。








　やがて、光が消えていく。


　真っ白い死シニ神ガミが立っていた。


　気を失っている女子生徒をそっと建物の傍そばにもたれかけさせる。


　哀しそうな表情。花きや車しやな指で、女子生徒の頰ほおをやさしく撫なでた。


「モモーっ、ほら、コレ。回収してきたよっ」


　かわいらしい男の子の声が、近づいてくる。


「ごくろうさん」


　真っ白い少女が言って振り返ると、そこに、夜空に浮かぶ満月のような黄おう金ごん色いろの瞳をした、真っ黒の猫がいた。ぶかぶかの赫あかい首くび輪わにつけられた大おお袈げ裟さな鈴が、黒猫が歩くのに合わせて、りりりん、と唄うたうように鳴る。


「これで何個目だっけ？」


　少女は、黒猫が全身真まっ黒なのにその尖せん端たんだけが小指の先ほど白くなったしっぽに絡からめ持ってきた──手のひらに収まるちいさな〝石〟を受け取る。女子生徒が持っていたモノだ。


「今週だけで、十個目……かな？　さすがにこう毎日毎晩だと……」


　弱音とも取れる発言に自分で気づいた黒猫は、いつものつよがりでそれを呑のみこんだ。


「まっ、これくらいならワケないよね、っと」


　言って黒猫は、器用に二本脚あしとしっぽで立ち上がる。


「あったりまえでしょ[image: ][image: ]っ♪」


　真っ白い少女は、さっきまでとは打って変わって、軽いノリでにんまりと不敵な笑えみを浮かべる。


「あー、でも、ねむいわー、はわぁー……」


　それから、緊きん張ちよう感かんのないおおあくび。


　時刻は午前三時を廻まわっていた。よく吠ほえる近所の犬もすっかり寝息を立てている時間だ。


「ダニエルぅ、さっさと帰って寝よぉ。あたし、もう、ダメだ……っ」


　そう言う真っ白い少女は、すでに、真っ白くはなかった。透すき通るように白かった髪も黒く変わっている。表情もいくぶん幼く見えた。


「うん、帰ろう」


　黒猫も素直にうなずいた。でも、


「……こんな毎日何度も出動するハメになったのは、誰だれのせいだったっけ……？」


　ちょっと、グチも言いたくなった。


　ものっそい小声だったけど。


　けど！


「なんつった？」


「え？」


　少女が、涼しげな表情を浮かべて仁に王おう立だちしていた。笑え顔がおだけど、目があんまり笑ってない。


　ちゃんと、グチが聞こえていたみたいだ。


「えーっと、ああ、そうそう。シャワーもあびなきゃだよねー。あせかいちゃったしねー」


「まあ、ダニーったらっ。あ、そうだっ。シャワーの前に、自分の血でシャワーでも浴びてみる[image: ]」


　やたらかわいく言った。


　少女は誰よりも、ラヴリィでキュートだった。





　そして、





　──死シニ神ガミだった。
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　　　　♪





　ゴールデンウィークというものをすぎると、あとは、


「梅つ雨ゆ入りを待つだけ」


　となる。


　──らしい。たしかに、気がついたら春は何ど処こかへ行ってしまっていた。夏の前っぽい気け配はいを汗のにじむ首筋にひしひしと感じる。それに、雨が降ったりやんだりして落ち着かないことも、梅雨入りを予感させた。


　そう、どうも落ち着かない。天気も、そのほかも。


「もう、半はん袖そでだけでも大丈夫かな？」


　と思うと、雨が降って気温が下がる。


「じゃあ、長袖でいいか」


　と思うと、からりと晴れる。晴れ渡る空。五さ月つき晴ばれ、天あつ晴ぱれ。


　間あいだを取って、半袖の上にカーディガンを羽は織おったりしてみることにした。これでいいんじゃん？


　しかし、そんな五月ももう終わりだ。あとは、梅雨入りを待つだけ……。


「──で。その『つゆ』って、おいしい？」


　ハートのワンポイントが付いたアンダーリムの眼鏡めがねの少女が訊きいた。オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスだ。


「お茶ちや漬づけに合う？　スープパスタのほうがいい？」


　このあたりではめずらしい真まっ白の〝制服〟のミニミニなプリーツが、ひらりと少女の歩くリズムで、弾はずむ。


「いや……その『汁つゆ』じゃなくて、『梅雨』だね。てゆーか。マジボケ？　それとも？　そして、選せん択たく肢しがどうして、お茶ちや漬づけかパスタなの……？」


　かわいらしい男の子のような声がすぐ傍かたわらで鳴る。少女の残念な質問に残念そうに答えた。


　少女は、自分の身体からだがすっぽりと隠かくれてしまうくらい巨大なリュックを軽々としょって、いつもの通学路をいつものように歩いていた。


　うしろから見ると、巨大リュックから足が生はえて、自立歩行しているように見える少女の登校姿も、いつものこと。少女と同じように『新しんトウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えん』に通う生徒たちにも、もうすっかり、お馴な染じみの光景だった。


　朝、超学園都市『王子町』は、セーラーやブレザーなどなどさまざまなタイプの制服でいっぱいになる。そのほぼ全員が、花園学園に通っていた。王子町全体に花園学園の関連施設があり、花園学園の敷しき地ち＝王子町といっていい。


　もちろん、此こ処こでは──咲サヶカ本モトモモ、という名前の、真まっ白い〝制服〟を着たこの少女も花はな園ぞの学がく園えんの生徒のひとりだ。今は。とある理由から『潜せん入にゆう捜そう査さ』のために、約一ヶ月前に花園学園高等部一年桜さくら組ぐみに転入してきた。


「もう、一ヶ月になるんだねー」


　さっきのかわいらしい男の子の声が、また鳴った。すぐ傍かたわら、リュックの中からだった。


　すると、リュックの中から、周囲を歩くほかの一般生徒たちに見つからないように、もぞもぞと何かしら真っ黒な毛まみれの個体が這はい出てきた。


　夜空に浮かんだまんまるの満月のような、黄おう金ごん色いろの瞳ひとみがふたつ。


　真っ黒の、猫だ。


「猫じゃないし。猫、っぽいだけ」


　黒猫──ダニエルは、生意気な口く調ちようでひとりごちる。ぶかぶかの赫あかい首くび輪わに付けられた大おお袈げ裟さな鈴が、りりりん、と歌を唄うたうようにひかえめに鳴った。


「ふあぁぁぁぁ、ねむぅ。……つーかさぁ」


　眠そうなおおきなあくびのあと、モモが言う。


「あたしさー、なんか、こっちの世界の時間に慣なれないんだよねぇ……はふぅ……」


「そうはいうけどさ、前にいたところとあんま変わんなくない？　それに、花園学園ここにきて、もう一ヶ月だよ？」


　リュックの中で、尖せん端たんだけが小指の先ほど白いしっぽをふにゃふにゃさせて、ダニエルは首をかしげた。


「なんつーの？　いや、うまくいえないんだけどさ。……あそこに、似すぎってゆうか……まあ、なんとなく？」


「なんとなくじゃ判わかんないよ。あそこって何ど処こ？　って、話だし。あいまいすぎだよぉ」


「そうなんだけどさー。うーん……、まっ、いいや」


　自分で言って自分で納なつ得とくしたらしく、モモは、


「ダニエル、チョコ取ってぇ」


　と、リュックの中にあるはずの板チョコをリクエストした。


「はいはい。さっき、朝ご飯食べたばっかりなんだけどなぁ……」


　そういいつつも、ダニエルは、リュックの中にもぐりこむ。モモが学生のフリをするのに必要不可欠なモノから絶対不必要なモノまでそろいにそろってごちゃごちゃしたリュックの中から、迷うことなくチョコを取ってきた。さすがに一日のほとんどをリュックの中ですごしているだけはある。住めば都みやこか。


「というわけで。ハイ、チョコ。ビターと、ミルクのやつと、クラッシュアーモンドが入ったやつと、どれがいい？」


　ダニエルが訊きく。


　口うるさくアレコレ言っても、モモに聞く耳がないので、あんまり意味はない。それが判わかっているから、なんだかんだでモモに従っておくダニエルだった。一応、『仕つかえ魔ま』というポジションでもあるし、なにしろ、反抗（抵抗）したときにモモの怒りをかうのがもっとも恐ろしい。考えたくもない。


「にがいの好きくないのぉ。……うーん、どっちにしようかな……」


　選せん択たく肢しはふたつ。ミルクかアーモンドか。


　モモは、〝任務〟のときには、なかなか見せない真剣な表情で悩んでいる。


　お菓子大好き。お菓子は、べつ腹です。くれぐれもお間違いないように。


「うぐぅぅぅぅ…………、うん！　決めた！　決めましたっ！　──ミルクとアーモンド、両方でっっ[image: ]」


　なんのために悩んだのか。結局、決めきれなかったらしい。モモは、黒目がちな瞳ひとみをキラキラさせて、ダニエルがリュックの中からこっそりさし出したチョコを受け取った。


　ぴりぴり包みを破って、さっそく、かぶりつく。


「うッ、うまーっ。とろけちゃぅ[image: ][image: ][image: ]」


　モモは、とびきりしあわせそうな笑え顔がおで、チョコを持った両手で、ほっぺを押さえる。


　チョコだから溶けるのは当然でしょう。というツッコミはなしにして、ダニエルは、目を細めて、ほにゃぁっ、となっているモモを見つめていた。


　普ふ段だんは、ちょっとブッ飛んでてアレだけど。





　やっぱり、モモは、カワイイ！





　お菓子を食べているときは……！





　そんなことを再さい確かく認にんしたダニエルだった。





　そんな、朝だった。


　ただ、平和な時間が過ぎていく。


〝任務〟の中にある。ということも、なんだか一いつ瞬しゆん、忘れそうになる。





　天気予報は、晴れ。


　しばらくは、晴れがつづくらしい。


　モモの巨大なリュックに、うしろから声がかけられた。


「咲サヶカ本モトさーん」


「おっはようー」


　ふたりの女子生徒がうれしそうに、はしゃぎながらこっちに駆かけ寄ってくる。


　ダニエルはすぐに身を隠かくす。ここらへんも、もうすっかりこなれたかんじだ。


「咲サヶカ本モトさん、コレいるー？」


　とか言って、にまにまとする女子生徒たち。その手には、モモのために用意したらしいお菓子があった。


　ザ・餌えづけ。


「い、いただきますっ！」


　ザ・くいしんぼう。





　　　　♪





　校門の近くになると、例のごとく、生徒会と風紀委員による「あいさつ合戦」が今日きようも行われていた。校門を正面にして、向かって左に生徒会の列。ピッチリ七三分けの生徒会長兼カレー部部長のヤツ……の姿もある。


　向かって右側は、風紀委員の列。花はな園ぞの学がく園えんの姫こと、キキ・デイジーロックと、王子こと、レスター・ポルファスの姿もある。


「おはようございますっ。咲ヶ本モモさんっ」


　きゅんきゅんするようなおっとり口く調ちよう。風紀委員側を歩いていたモモを、キキが見つけて、声をかけてきた。べつに親しくしているワケでもないが、キキは知った顔（おたがい学園で有名人）のモモに近づいくる。


「おはようございますぅ」


　つられて、というよりいつもの猫っかぶりになってモモも、キキに歩み寄った。


　どうやらキキの中で、モモとは『知り合い』という風ふうになっているらしい。いつどうそうなったかは判わからないが、


「おまえなんか知らんわっ！」


　とか、むやみやたらに尖とがってみても、せっかくかわいい隠かくれ巨乳の美少女と知り合うきっかけをムダにするだけだ。モモもそれにのっかっておくことにした。学校の中でたまにすれ違ったりするときに、あいさつを交かわしたりする程度の関係だけれど、


「これから、親密になっていけばいいのさ。ぐふふふふーっ[image: ]」


　モモの心の中のスケベ中年オヤジ口調に反して、ダニエルは慎しん重ちようだった。


「なんか気になるんだよねー。何かが引っかかるってゆうか……」


　しかし、モモはダニエルを華か麗れいに無視して、キキをじーっと見つめる。


　タイミングよくというか、狙ねらったというか、いつもキキの傍かたわらにいるレスターが離れていた。服装に乱れのある二年生の男子生徒を注意するため、少し離はなれたところまで行っているからだ。


　鬼のいぬ間まのなんとやら。


「朝っぱらから、美少女成分を補給っ！　なんて、充実してるの!?」


　もはや、心の声フーリツシユエコーが漏もれかかっていた。


「え？　おっしゃいましたか？」


　としかし、キキは、にこにこしたまま。一点の曇くもりもない色素の薄うすい瞳ひとみでモモを見つめ返す。


「ううん、なんでもないですよ？」


　モモも一点の曇りもない黒目がちな瞳でキキを見つめ返し返す。


　そのまま、十秒……。


　すると、


「キキさん、どうかしたの？」


　この声、この口く調ちよう、レスターじゃない。風紀委員の三年生で、レスターとおなじクラスの女子生徒、仁に志し田だがふたりの傍そばにやってきた。


　ずっと見つめ合っていたのが、ガンつけ合っているようにでも見えたんだろうか？


「あ、仁志田さん。だいじょうぶですー。あまりにも、咲サヶカ本モトモモさんがかわいくて、思わず見み惚とれてしまっていたんですぅ」


　モモがきゅんきゅんしてしまうような笑え顔がおで、そしてうれしくて叫びたくなるようなことをほえほえとキキが言った。





[image: ]


「そんなっ！　キキさんのほうが、かわいいです。いや、むしろ、くぁわぁいいデス！」


　感動をヘンな科白せりふで表すモモ。もはや猫をかぶっているのか、地なのか判わからなくなってきている。


「いえいえっ、咲サヶカ本モトモモさんのほうがものすっっごくかわいいですっ。わたしなんか……っ！」


「いえいえいえいえっ。キキさん、すっごいかわいいんです。ものすっっっっっっっっっっっごい！　もう、たべちゃいたいくらい！」


　ポロリと、本音のような、でも本音だとしたらいかがなもんかと思われる科白が飛び出す。


「ハイッ。そこまで」


　パシンと仁に志し田だが手のひらを打って、ふたりの中身のない会話を制止した。


「キキさん、あなたは風紀委員なのだから、自分の役割に責任を持って。お喋しやべりはあとからでもできるでしょう」


　仁志田がはっきりとした口く調ちようで言う。ふたりにではなく、その言葉はキキにだけ向けられていたようで、きつく聞こえたが、キキには動どう揺ようも困った様よう子すもなかった。「はいっ」と、元気よく返事を返した。


「すみません、咲ヶ本モモさん。わたし、風紀委員なのに、引ひきとめてしまって。また、レスに怒られてしまいますね」


　へへへっ、と照れたような申もうし訳わけなさげな苦にが笑わらいで、キキは、ぺこりとお辞じ儀ぎをする。


「では、またっ。咲ヶ本モモさんっ、お話ししてくださいね」


「はい、またっ！　こちらこそ、仲良くしてくださってありがとうございますっ」


　ふたりは、手を振って別れた。


　モモは再び、校門に向かって歩きだす。でも、すぐにうしろを振り返った。


　なにげなく、美少女にうしろ髪を引かれる思いだったか、何か見えないモノに引かれたようなかんじだ。


「おろっ？」


　キキが、さっきの仁志田とまだ何か話をしていた。仁志田は、さっきまでのツンとした厳きびしい表情ではなく、やさしい空気をまとってキキの傍かたわらに立っている。


　キキはキキで、いつもの調ちよう子しでほえほえとした笑え顔がおよりも、何ど処こか憧あこがれや尊敬の意志が見える眼まな差ざしで、仁志田を見ていた。


「へぇー……」


　モモは、何かを考える仕し草ぐさでふたりから視し線せんを外した。


　その様よう子すをダニエルがビンカンにさっして、リュックの中から訊たずねた。


「どうしたの、モモ？　なにか、感じたの？」


　ふたりが此こ処こに居いる理由、学園への『潜せん入にゆう捜そう査さ』に関することで、モモが何かしら気がついたのでは？


　そう思った。


「ふふふ……っ」


　としかし、不敵な笑えみのモモ。


「……ああいう顔してる、キキちゃんもいいねっ！　だって、美少女だもんっ[image: ]」


　そして、力説。


　そして、脱力するダニエル。


「あっそう……。べつに……」


　どうでもいいじゃないか。


「モモのほうが美少女だと思うよ？」


　……とかなんとか。


　ダニエルが言うはずもなく（モモが調子に乗るとめんどくさい）、脱力したままリュックの中で、ちいさなため息をついた。


　モモは、何事もなく校門を通り抜けていく。





　何事もなく、日々はすぎていく速さを増した。


　昨日きのうは、今日きようにかき消されていく。


　日常は、日常でしかいられない。


　日常は、日常にかき消されていく。


　そうして、世界は、今日も変わらずに、変われずに其そ処こに在る。


　ただ、なんとなくの日々が、なんとなくすぎていく。


　あくびをしているうちに、通りすぎていく時間。


　知らないはずの空は、今日も、おんなじに見えた。


　明日あしたも、おんなじ。


　世界は、変わらずに、変われずに此こ処こに在る。








　──本当に？








　呼吸をしている間あいだに、六月に入った。





　　　　♪





「ふあ[image: ][image: ]……」


　あくびをしている間あいだに、何事もなかったかのように、日々は、同じようにすぎていった。


　時間は、誰だれにでも等ひとしくすぎていく。


　それが、決まりのはずだ。


　ただ、


　時間の流れというのは、そのときそのとき。さまざまな速度で進む。


　あるひとには、光速のようだし。あるひとには、時が止まって見えるよう。


　そう考えてみて、はたと思いつく。


　もしかすると、時間は、平等じゃないのかもしれない。


　何ど処こかでは激げき流りゆうのように時間は流れ、何処かでは時は止まっているのかもしれない。


「ふあぁぁ……っ」


　あくびのあとに、ため息でもつきそうな表情で、超マンモス校の新シントウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えんでもすっかり有名な『美少女』として、そして『ちょっと変わってるけど。でもカワイイ』不ふ思し議ぎなキャラとして定着したモモが、つぶやいた。


「一ヶ月かぁ……」


　その不思議な響きの声ウイスパーヴオイスは、誰の耳にも届かなかっただろう。


　モモの席は、教室の窓側の一番うしろ。


　月に一度の席がえで、ここになった。


　……なったというか、そうした。チョチョイと。そのくらいラクショーだ。ダニエルがやったんだけれども。（モモがやらせた）


　ひとつ前の席は、あいかわらず、那ナ由ユ多タソラという散ざん切ぎりボブで、制服の下にジャージを着ているおかしな女子生徒。これは、べつにチョチョイとしたワケじゃない。


　たまたま。


　ぐうぜん。


　ほんとに？


　那由多ソラは、モモとおなじで授業を聞いていないらしい。音を消した携ケー帯タイゲーム機きをずっといじっている。ずっと。ずっとだ。昨日きのうは古いタイプの携帯ゲーム機で縦たてスクロールのシューティングをやっていた。今日きようは空そら豆まめを育てる育成ゲームをやっている。


　なんだそれ。


　ゲーム機でやることか？


　そんで、おもろいの？


　てか、空豆？


　ソラだけに……？


「……そらねぇ……」


　退屈なウィスパー。声になってしまいそうな心の声を無む理り矢や理り喉のどの奥に押しこんだ。


　窓の外は、青空。


　何ど処こまでもつづく薄うすい水みず色いろに、やけに眩まぶしい純白の雲が浮かんで、ぷかぷかと流れていく。


　最後に雨が降ったのはいつだった？


　少し考えても思い出せないくらい、ずっと晴れの天気がつづいていた。


　梅つ雨ゆ入りがどうのこうのっていってたのは、気のせいだったんだろうか。


「──もう、一ヶ月と半分だよ」


　と、すぐ傍かたわらでささやくのが聞こえた。かわいらしい男の子の声。ダニエルだ。


　モモのつぶやきは、誰だれにも聞こえなかったはずなのに。


　まあ、いいか。


　モモは、リアクションせずに、視し線せんを前に向けた。


　今は、数学の授業中。


　教師が黒板に、カリカリ、とゆるい字で数字を羅ら列れつしている。


　退屈だ。


　原始的レトロな方法で書きこまれる数字に原始的な計算法。


　こんなのを教えているくらいだから、こっち……の人間はいまだに、宇宙の向こう側に、目で見える向こう側に行けないんだ。


　光なんてさっさと追いこしてしまえよ。誰も文句は言わないぞ。


　そんなグチのひとつでもこぼしたくなる。


　ふつうの人間の高校生の勉強なんてまったく興きよう味みがない。


　本当なら、この『潜せん入にゆう捜そう査さ』ももっと早く終わると想定していたんだけれども……。先日の〝事件〟で、事態を軽く悪化させてしまったために、ただ今、その収しゆう拾しゆうにモモもダニエルも奔ほん走そう中ちゆうだった。


「もう何個集めたっけ？　改造モデイフアイ〝幻魔ゲルマ〟」


　モモは、ひとりごとのように言う。


　すると、ダニエルが、リュックの中からこっそり顔を出して、熱ねつ心しんに黒板のほうを見ていたかと思ったが、


「数えてみる？」


　そう答えた。


「……やっぱいい。なんか、ぎゃくに、あと何個集めないといけないんだろ、とか思って、ブルーになるのも嫌やだし」


　モモは、ため息を呑のみこむのといっしょに、窓の外、空を泳ぐ真まっ白な雲を、ぱくんっ、と食べるような仕し草ぐさを見せた。


　数学の授業はあいかわらずつづいている。モモはあいかわらず授業を受ける気もない。


　いっぽう、ダニエルのほうは、


「これはこれでおもしろいけど？　レトロフューチャーってゆうの？　違うか。温故知新マニアツク？」


　としかし、なかなかたのしんでいるらしい。


　モモの席の傍かたわらに置かれた巨大なリュックの中から、こっそり授業をのぞき見している。


　組織あつちでも最さい新しん鋭えいの超情報端末デバイスを持っているくせに、何な故ぜか、わざわざ紙のノートと鉛筆を用意して前まえ脚あしと尖せん端たんだけが白いしっぽを器用に使って、黒板を写している。


「なんてゆうのかな。数字と数式を使ったり当てはめたりって、そんな面メン倒ドーなことやってるのがこっちの常じよう識しきってゆうのが、古くさいってゆうより逆に新しいよね。説明を説明する。みたいな？」


　もともと、真ま面じ目めで勤きん勉べんな性格のダニエルだ。学ぶこと知ることに対して貪どん欲よく。たとえるなら、取扱説明書トリセツは、隅から隅まで読むタイプ。


　いっぽうのモモは、トリセツは読まないで、「その場のイキオイで、やってやれだ！」というタイプ。


　ダニエルが「じゃあ、そろそろ使ってみようかな？」というときには、もうモモは、「フフーンっ♪」とか鼻はな唄うたまじりで使いこなしている。


　が。


「ゲッ！　なに、その裏技!?」と、モモがびっくりすることも。


「え……？　説明書に書いてあったでしょ？」


　ダニエルにしてみれば、あたりまえ。


　どちらにしても。いい部分もあれば、悪い部分もある。どっちもどっち。何事にも長所と短所があるワケだ。だったら、臨りん機き応おう変へんにその場の状況に応じて、怠たい惰だも勤きん勉べんも無む謀ぼうも慎しん重ちようも使いこなせたらいいんだけど。


　モモとダニエルは、コンビで役割を分担している。とくに、


「あたし、こっちやるから。ダニーは、そっちね[image: ]」


　というような取り決めがあったワケじゃない。


「オマエがやれよ、この猫野郎っ[image: ]」


　というような一方的な押しつけがあったワケでもない。


　息があってなさそうで、あっている。あってそうで、あってない。でこぼこだけれど、うまくはまっている。


　ふたりはそういうコンビだった。


　ある意味、絶妙なマッチング。


　そんな絶妙なふたりを、誰だれが絶妙に引きあわせたのが。


「──わたしだけど」


　いきなり、予想もしなかった絶妙なタイミングで予想外の声がした。


「ひゃうっ!?」


　モモが眠りから覚まされたように、めったに聞けないかわいらしい悲鳴を漏もらし、その場でちいさく跳はね上がった。


「ど……どうしたんですか……、咲サヶカ本モトさん……？」


　静かな教室で上がった悲鳴にびっくりした教師が、チョークを手にしたまま乱れた淋さびし毛げな七三をなでつけながら言う。


　生徒たちはモモの言動にワリとなれっこになっていたが、教師たちはまだそうでもなかった。


　なにしろ、転校してきた初日に、放送室を占拠して、


『今日きようからこの学校は、あたしが制せい覇はしました。むしろあたしが王子です』


　そんな意味不明な校内放送をぶちかましたんだから、教師たちにしてみると、謎なぞで不ふ思し議ぎな生徒。だが、美少女。


「ま、またはじまった!?」のかと教師は内心ドキドキしていた。


「あ、いえ、なんでもありませんっ。すみませんでしたっ」


　としかし、その美少女こと、モモは、ぺこりと教師に頭を下げた。それから、こっちに視し線せんを集中させていたクラスメイトたちにも、ぺこり。


「あ……じゃあ、授業をつづけます……」


　何事も起こらないようだと教師が、ごほんっと、ちいさく咳せきばらいをする。それが合図になって、生徒たちもモモから、黒板に視線を戻した。


「──ちょっと！　チビリっ！　なんでいきなり出てくんのっ!?」


　ふーっと、ちいさく息を吐いてから、モモは周囲には聞こえない声で怒ど鳴なった。


『チビリ』と呼ばれた相手は、真まっ白いふわふわのまんじゅう──じゃなくて、真っ白いふわふわの赫あかい眼のうさぎだった。


　モモの座席の丁度真ん前、宙にぼんやりと浮かんでいる。


　うさぎが喋しやべって、宙に浮かんでいるけれど、教室中の誰だれも反応していない。


　そう。うさぎが実際そこにいるワケじゃなかった。モモのアンダーリムの眼鏡めがねに直接映りこんでいる映像だった。


　同じ映像が、リュックの中にいるダニエルが開いた超情報端末デバイスのモニターにも映し出されていた。映像の声は、眼鏡から直接響ひびいてくる。


「いきなりもなにも、呼び出コールしてたわよ？」


　映像の赫い眼のうさぎ、チビリこと、ルーシィは、垂たれた耳をよけいにタラしながら首をかしげた。


「えっ？　マジで？」


　言われてみれば、モモの眼鏡に付いたハートのワンポイントの色がピンクからチカチカと七色に変化して、通話状態を表していた。


「でも、あたし、応答してないけど？」


「あ、それ、ボクだよ。てっきり気づいているかと思ったんだけ……ドフッ!!」


　科白せりふ終わりにモモの爪先蹴りトウキツクが入った。もちろん巨大なリュックの中にいるダニエルに。傍はた目めからはリュックに蹴けりを入れているようにしか見えないだろうし、誰だれも見ちゃいない。


　誰も見てない、見えてないところで、ダニエルはひとり悶もん絶ぜつした。イケナイ部分にツマサキがっ！


「話、進めていい？」


　悶絶中のダニエルを置いておいて、ルーシィがモモに訊たずねた。


「いいけど……？　なに、急用？」


　ふつうならこの時間にルーシィから連絡が来ることはない。こんな、うさぎのような真まっ白いふわふわしたラヴリィな姿をしているが、ルーシィは一応、モモとダニエルの上司だった。定時報告などはかかさずに行やっている。


　昨日きのうもおとといもその前も、報告する内容はほとんど同じで、


「──特になし」


　だったけれど……。


　その報告に問題があったとしたら、そのときに言ってたろうし。


　すると、


　ルーシィは、言った。軽く。


　ひじょうに、軽[image: ][image: ]く。


「いや。ヒマだったから、どうしてんのかなって思って？　どうせ、そっちも、ヒマしてたでしょ？」








　──どうせ、ヒマしてたでしょ？








「………………────ッッッッ!!」


　ふざけんなーっ！


　そっちのヒマとこっちのヒマをいっしょにすんなーっ！　ヒマってゆうか、ヒマじゃないけどヒマしなきゃいけないってゆうか、学生をやんないといけないワケじゃん、つーか、学生のフリしろっつったのは、アンタでしょーが。いや、もう、そんなことはいい！　あたしがいいたいのは、ヒマしてるのはヒマだからじゃないっつーの!!　判わかる？　わっかんねーだろー!?


　とか、本当なら怒ど鳴なってやりたいところだった。でも、授業中なのでグッとこらえる。怒鳴ってもいいけど、また注目されてごまかすのもメンドくせー。


「いいじゃないのさー。モモもヒマそうにしてたじゃないのさー」


　だだをこねる子供みたいな口ぶりで、ルーシィは、垂たれた耳をパタパタさせた。


「だーかーらー…………ぐぐッ」


　また、怒りを呑のみこんで、モモは、つとめて冷静な口く調ちようで言った。でも、ちょっとだけ皮肉も交えてみた。


「つか、チビリっ。アンタ、やることいっぱいあるじゃん。ムダにエライんだからやることちゃんとやんなよっ」


「つってもさー。モモが敵ごと吹ふっ飛ばして、あのモディファイされた〝幻魔ゲルマ〟をばらまいてくれたおかげで、最近回収作業ばっかりじゃない？　捜そう査さは進展するどころか後退してるんだからさー、わたしがすることってあんまないんだよね～。やることっていったら、もっぱら報告を受け取って、テキトーに煩うるさく言われないようなカンジにまとめてから、『御上Ｇ．Ｏ．Ｄ』に報告するだけでしょう。偉えらくなったら偉くなったで、やることもなくなってくんのよ？　でも、ヒマだっつっても、上の顔色うかがったりなだめたりすかしたり、子守やってんじゃないっつーのよねぇ、まったく。やることなくなっても、べつの苦労が増えたんじゃしょーがないわー。やっぱりさー、中ちゆう途と半はん端ぱに偉くなるもんじゃないわねっ。まっ、偉くなりたくてなったんじゃないけどさ。なんてゆうの？　なるべくしてなった。みたいな？　もっと偉くなってやろうかしらってゆうのよ。そんで、あいつらをみんな……あーっ！　思い出した、聞いてよ！　ムカつくのよぉ……──」


　よほど暇ひまだったのか、仕事をサボタージュしたいだけなのか、それとも、日ごろのストレスが臨りん界かいだったのか、久々に逢あった友人にグチをこぼす主婦のような口く調ちようで、ルーシィの話は止まらない。


「ったくー……っ」


　やれやれと、モモは、気を抜くとため息がこぼれそうになる唇を手で押さえるように、あご肘ひじをついて、また、外に視し線せんを向けた。


　ため息は、嫌いだ。


　しあわせが、手ですくった水のように指の間からこぼれてくみたい。


　眼鏡めがねのレンズの向こうでは、まだ、ルーシィが何かくっちゃべっていたが、もういっぽうの手で、フレームに付けられたハートのワンポイントを指でそっとなぞった。ゆっくりと音声だけがフェイドアウトしていく。


　グチなんて吐き出したいだけでしょ？　じゃあ、聞く必要ないじゃん。聞いてるようなかんじならいいワケで。


　窓の外。


　透明な硝子ガラスを視線でつらぬく。


　あいかわらず、青空。


　とおくとおく。


　黒目がちな瞳ひとみは、とくに何を見るでもなく。


　眺めているようで、瞳に透すき通っていく。


　雨が降る気け配はいも匂においもまったくない。


　手を伸ばして、そっと窓を開けた。少し熱ねつをおびた風が「お邪じや魔ましますっ」とでもいうように、カーテンを微かすかに揺ゆらし入りこんできた。


　あいかわらず、いつもと同じ時間がすぎていこうとしていた。


　意い識しきの遠くで、ルーシィがまだ、グチをこぼしているのが聞こえた。


　気にしなければ、ルーシィの子供よりも子供っぽい声がかわいらしく、耳にたのしいＢＧＭにも思えた。





　　　　♪





　六月にもなると、何ど処こからか、


「やれ！　海開きだ！」


「やれ！　プール開きだ！」


　そんな声がちいさくおおきく聞こえてくるようになる。


「しかしながら梅つ雨ゆ入りの話は何処に消えたのか？」


　何処までもつづく薄うす水みず色いろのやけに遠い空を見上げると、誰だれもがなんとなくそう思ってしまう。


「まあ、いつか降るんじゃん？」


　結局は、そうだ。


　雨が降れば降ったで、「えー、雨じゃん……」と気が滅め入いる。雨が降らなければ、「深刻な、水不足だ……」とかいって困ってしまう。どっちにしろ、だ。


　それに『水不足』なんて言葉も、何処か遠い国の出来事のようだった。


　この空が果てしなくつづいていることは知っていても、何処かと此こ処こがつながっていることは、すっかり忘れてしまっているんだ。


　だから──


「ひゃっこいっ！」


　モモがちいさく、かわいらしい悲鳴を上げた。


　上空二メートルのところから、大おお雑ざつ把ぱな粒の雨が降ってきている。


「あははははっ！」


　大笑いしながら、雨を降らせていたのは──ホースをにぎって水をまき散らしていたのは、モモのクラスメイトの今いま谷たにという女子生徒だった。


　ホースからイキオイよく放たれる水が、地上から二メートルのところで弧こを描き、水しぶきになって、モモたちクラスの女子めがけて降ってくる。


「きゃーっ」


　とか、はしゃいで女子たちは、水しぶきから逃のがれようと小走りになる。


　すると、


「おーいっ。危ないから走るなって言っただろう。何度も言わせるなよ。遊びじゃないんだからなぁー」


　これで何度目だろうか。短ハーパンＴシャツの教師の注意する声が飛んできた。


　時刻は昼休みが終わり、普ふ段だんなら五限目の現国の時間だ。


　けれど、モモたちは体たい操そう着ぎ姿で今、プールサイドに素す足あしをさらして立っていた。授業が入れかわって、「体育？　それもプール？」と、なった──


　ワケじゃない。残念ながら。


　今こ年としもプール開きのため、『プール清掃』だった。


　モモたちのクラスと、同じ一年やほかの学年の数クラスが担当しているのは、野外大プール。


　学園関係施設が町とほぼおなじ範はん囲いに広がっていて、花はな園ぞの学がく園えん≒王オウ子ジ町ちようというだけあって、花園学園はその敷しき地ちの中に、プールが数カ所に存在している。初等部、中等部、高等部専用のがいくつかあって、ほかにも市民プールを兼ねた野外プールが大、小。室内プールもあって、飛びこみなどの特殊なプールもある。


　清掃など、業プ者ロに任せてしまえば手っ取り早いんじゃないか？


「業者に金払うより、身内でやっちゃったほうが安あがりってことでしょ？」


　デッキブラシを手に水がばらまかれたプールサイドのタイルをごしごしとこするモモ。


「それに、この学校ムダに生徒が多いから。人海戦術でやっちゃったほうが早いってワケだね」


　耳もとでダニエルの声が鳴った。アンダーリムの眼鏡めがねからだ。ダニエル本人はここにはいなくて、セキュリティシステムでロックされたほかに誰だれもいない教室にいる。モモが見ている風景が、モモの眼鏡とシンクロさせてある超情報端末デバイスの画面に映し出されていた。


「しっかし、みんな、はしゃいでんなー」


　モモが、つぶやく。


　プールサイドで、水不足など頭の片隅にもないような豪ごう快かいさで水をまく女子。ぬるぬるぬめぬめした得え体たいの知れない何かしらに足を取られながら眉み間けんにしわ寄せデッキブラシなどでプールの底をさらいつづける男子。


　午前中もほかのクラスや学年の生徒たちが清掃を行っているとはいえ、まるまる一年間放置された野外プールのデンジャラスな汚れっぷりは衰えていない。


　男子がプールから葉っぱやら何かしらが大量に盛られたバケツを、プールサイドの女子に渡すと、「きゃぁっ！」「キモッ！」とか、いちいち悲鳴が上がる。


　なんというか、嫌いやがってもいるけど、なんとなくみんなこの状況をたのしんでいた。


　プールの掃除とはいえ、いつもとは違う状況に、みんな『ハイ』にならずにはいられないんだろう。


　口では、「めんどい」なんて言っていても、眩まぶしい太陽光こう線せん、むせかえる気温、ふわふわの真まっ白い雲、何ど処こまでも青く澄すんだ空、これでもかというくらい「青春せよ」と誰だれかが言っているようだ。


「ガキかっつーの……」


　としかし、モモはみんなから少し離はなれたところから、周囲の様よう子すを見ていた。デッキブラシと自分の腕を支えにして、モモは、だらんとアゴをつく。


　人間ってのは、ホントに単純にできている。日ごろのルーティンワークでたまったストレスみたいなのを、こういうとき、ルーティンから外れた瞬しゆん間かんに爆ばく発はつさせて、消化させちゃうんだもんね。


「まあ、はしゃぐのも判わからなくはないけど……」


　めずらしくモモが肯定的な意見を言った。


「へぇ[image: ][image: ]……」


　ダニエルには、それが意外だった。いつもなら、モモは、内心では認めていたり判っていたりしても、表向きはちゃかしたりごまかしたりする。


「だってさぁ、あたしも『退屈』だったもん」


　モモが言った。


　太陽光こう線せんに透すけるような、笑え顔がおで、にっこりと。とても綺き麗れいに笑った。


「…………っ！」


　ダニエルには、モモの眼鏡めがねを通して、その視界の映像だけを観みているため、モモの笑顔が見えないはずだった。


　なのに、なんだか、ぎゅっ、となった。


　声だけだったのに。


　つかまれてしまった……。


　こうやって、たまに、見せたりするモモの無防備なところが、たまらなく──恐ろしい。


　だって、


　とびきり、


「──カワイイんだもんなぁ……っ」


　無む意い識しきが、口をついて出てしまう。


「え、なんか言った？」


　モモが訊きいてきた。


　よかった。聞こえてなかったらしい。


「な、なんでも、ないよっ？　そ、それより、ほ、ほら、アレ、アレだよ……そ、そう！　アレ、気づいてた!?」


　ごまかすように言う。


「なにがー？」


　デッキブラシでプールサイドのタイルをがしがしこすりながら、モモが訊く。


「ここ数日、モディファイ〝幻魔ゲルマ〟がらみの事件が起きてないんだよね」


「そういや、そうかも……よいしょっ」


「あの頭部だけ羊の人型ラムズヘツドに関しても目立ったところもないし、あれで終わりなのかなーって。でも、気になるといえば、気になることがあるんだー」


「へぇー」


「モディファイ〝幻魔〟に関する事件が減ってきてるってゆうのは、単純にボクらによるところはもちろんあるよ。でもなんか、気になるんだ」


「あー」


「これはあくまでもボクの推測なんだけど、もしかして、ボクらのほかにも〝幻魔〟を集めている、もしくは、集めようとしている誰だれかがいるんじゃないかって」


「ねぇー」


「ねぇーって……？　聞いてた？　ちゃんと聞いてた？」


「そりゃそうだ」


　ぜんぜん答えになってない。


　なんにも聞いてなかった。


「ったくさー、ほんとにさー。判わかってる？　判ってるよね？　こんな風ふうに、モディファイのヤツでてんやわんやなのも、もとはといえば──……って！　モモ！　前、前ぇ[image: ][image: ]っ！」


　ダニエルが叫ぶ声に、モモは、よっこらせと前を向いた。


「あらっ……？　うぇ!?」


　その瞬しゆん間かん、


「──ひゃぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」


　大量の水がモモの頭から降りそそいできた。


　真夏並みの気温といっても、水道の蛇じや口ぐちをひねって流れ出てきた真水だ。


　冷ひやっこい。


　頭から全身、まともに浴びた。さすがに、おもわず、声を出してしまった。


　それも、


　みんなが、おもわず、キュンキュンしてしまうような、とびっきりかわいらしい声を。しかも、いつもみたいな猫かぶったわざとじゃない。


「ごめーん、さかもっちゃん！」


　ホースを手に、放水係の今いま谷たにがペコリ頭をさげる。


「咲サヶカ本モトさん、だいじょうぶ？」


「ごめんね、咲ヶ本さんっ」


　それから、ほかにも二名ほど、ホースを手にした女子生徒が……。


　どうやら。おたがいに水をかけあって遊んでいたらしい。運悪くすべての放水がモモに向けられてしまったワケで……、


「って、どんだけ運ないのよ、あたし……ッ！」


「ちょ、ちょっと！　さかもっちゃん！」


　水をぶっかけて、ひとを全身ずぶぬれにしておきながら、なれなれしい呼び方で今いま谷たにが叫ぶ。ずいぶんあわてている。


「なに……？」


　モモは、「こんにゃろーっ！」とキュン死じにさせるくらいプリティにいこうか、まよいつつ、ワリと普通にラヴリィに首をかしげた。


「だから、さかもっちゃん！」


　今谷とやら、何をそんなにあわててるんだ？


「──透すけてる！」


「え？　あー……」


　そりゃそうだ。


　全身ずぶずぶのぬれぬれだ。


　いくら体たい操そう着ぎが最強のコスチュームのひとつだから（モモ的に）といって、万能なワケじゃないんだ。


　そりゃ、透ける。


　ちらり見れば、さっきのモモの悲鳴にビンカンに反応してしまった哀かなしき青春のエネルギーが溢あふれ出そうになっている男子たちが、いつの間にかプールの中からこっちを見てる。


　もじもじしながら、ちょっと頰ほおを赤くしながら、鼻の下がのびている。ぽっ[image: ]


「男子ぃぃーっ、見ちゃダメ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」


　今谷が（自分でやったくせに）、モモをかばうように正面に入って、プール底辺からのぞきこむようにしてこっちに熱ねつ視し線せんを送ってきている男子たちに、ホースを向けた。


　まさに、冷や水。


「どわっ！」


「い、今谷ぃぃぃっ！」


「ちくしょー！　せっかく、咲ヶ本さんが透すけ好すけなのにッ！」


　男子たちは、怨おん念ねんめいた断だん末まつ魔まの悲鳴をあげて放水から逃のがれ、志こころざしなかばで散っていく。


「平気っ？　さかもっちゃん！」


　すっかり自分がやったことだというのは棚たな上あげされているらしく、今いま谷たにがモモに訊きいた。


「え、あ、はい……っ」


　モモはモモで、いつもの猫っかぶりのキャラクターで、ふし目がちに挙動不審キヨドって言った。


「でも……だいじょうぶですよ？」


　モモは、眼鏡めがねの縁ふちを両手で押さえながら、黒目がちな瞳ひとみで今谷を上目づかいに見る。


「だいじょうぶって……？」


　瞳の色に吸いこまれそうになりながら、今谷は、まじまじとモモを見た。


「んー……？　あっ！」


　そして、気づいた。


「だって、ほら──」


　ふいと無造作にモモは、体操着のシャツをペロッとめくる。


「ねっ？」


　はにかむ、モモ。


　体操着の下、透すけていたのは、『学校』『学生』『指定』『プール』『水着』のキーワードでおなじみの、スクール水着だった。


　しかも、何ど処こかなつかしいオールドスクールなヤツだ。


「ほら、大丈夫でしょ？」


　言って、モモは、ぬれたシャツをぬごうとする。


「ちょ、ちょっと、さかもっちゃん……ッ！」


　あんまりモモが無防備なので、同性の今谷でさえ、戸と惑まどった。いくら水着を着ているといってもそれは、だいたんすぎなんじゃ……!?


　そう言いかけた瞬しゆん間かん、
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　野太い、雄お叫たけびに近い歓声が、野外プール全体を揺ゆらすように響ひびき渡った。


　男子がいっせいにざわめき立った。


　前ぜん頭とう葉よう。


　直ちよく撃げきする刺し激げき。


　天然不ふ思し議ぎ系めがねっこドジっこ、そのたもろもろ、でも結局、──カワイイが正義。


　そんなあの娘こがスクール水着。


　しかも、レトロスタイルオールドスクール。


　もう、まんがとかでしか見ないような絶滅危き惧ぐ種。胸のところに白布が縫ぬいつけてあって（ダニエル裁さい縫ほう）、








　いちねん　さくらぐみ





　さかもと　もも








　マジックで手書き。（モモ直じき筆ひつ）


「何な故ぜそれ!?」


　と、いっせいにツッコミを入れずにはいられない女子たち。


「アレ、違った？」


　モモは、首をかしげる。


　スクール水着は、『キュン死にアイテム』のはずなのに……？


　どっちかってゆうと、『悶もだえ死に』じゃ？





[image: ]


「あれれ？」


　計算じゃなくて、天然で何かを間違った。モモだった。


　ちなみに学校指定の水着は、スクールじゃなくて競きよう泳えいっぽい仕様のヤツ。


　でもまあ、それはそれでいいんじゃないかと思う。（チビリ談だん）


　いっぽう、


「うわぁーっ、生きててよかった！」


「バンザーイ！」


　男子大喜び。


　半分涙目。


　手を合わせて、おがんでいるやつもいる。


「アホだ……！」


　口をおおきくあけて、あんぐりする今いま谷たに以下クラス女子一同だった。


　この日、ひとりの少女が、青い春の少年たちの女神になった。


　が、女神はひとりじゃなかった。


「あのぅ[image: ][image: ]」


　やわらかくほえほえした声が狂乱の中に透すき通って聞こえてきた。


　一いつ瞬しゆん、常とこ春はるのお花畑に迷いこんでしまったかと錯さつ覚かくした。


　もちろん、錯覚。


　実際は、


「すみません。こちら、デッキブラシあまっていませんか？」


　二年の女子生徒のひとりがやってきただけだった。


「あっ。あいつ……っ」


　モモとおなじ映像を観みているダニエルが、うなった。


　お花畑の主は──二年の風紀委員、キキ・デイジーロックだった。


　こっちにやってくるキキの様よう子すに、いち早く気づいたのは、男子たち。じょじょに盛り上がっていく興こう奮ふんとテンションが、地じ震しんのような感嘆に変わった。








　…………おおおぉぉーっ。








　その姿は、もうひとりの女神。


「なっ、なんておそろしい娘っ！」


　モモもおもわずうなってしまう。


　キキは、ジャストサイズじゃない身体からだのラインがでないくらいのおおきさの体たい操そう着ぎ（上）に下は、短パン──じゃない。モモとおんなじように着衣の下にスクール水着を着こんでいるが、濡ぬれないように短パンを脱いだのか、体たい操そう着ぎ（上）に、下はスク水というスタイルだった。


「くぁいい！」


　かわいいと言ったはずだったが、モモは興こう奮ふんして、ちょっと息があらくなる。かわいいモノハンターの血がぎゃんぎゃん騒さわぎ出してしまった。


「身体からだのラインがでないおおきめの体操着の下は、ノー短パン！　キキの巨乳ビツグマウンテンが隠かくれてしまっているけど、おおきめの体操着のおかげで歩くたびにチラチラ見えるスク水が、奇き蹟せきをかもし出してるのね!!」


　何ど処こかの美食家みたいなコメントを放つ。でも、まったく内容がない。


「あっ、──咲サヶカ本モトモモさんっ」


　きゅんきゅんするおっとり口く調ちようでキキが、クラスの女子たちにまぎれているモモをめざとく見つけた。


　あいかわらず、特と別くに親しくしているワケでもない。その証しよう拠こ（？）に、『咲ヶ本モモ』さんとフルネームで呼ぶ。


「咲ヶ本モモさんもこの時間のプール清掃だったのですね～」


　キキは、傍そばまでやってくると、ぱっとモモの手をとって、うれしそうに笑った。


「はいっ、そうなんです。キキさんもだったんですね～」


　つられて、というよりいつもの猫っかぶりになってモモも、キキの手をぱたぱたとシェイクする。


「あ、どうしてこっちに？」


　モモは、さらり、話題をチェンジする。このままだといつかの朝のように、また、ふたりでずっと見つめ合うだけになってしまいそうだった。


　モモ的には、それでもべつにかまわなかったが、プールのところにいる男子たちが勝手に盛り上がりはじめてしまう。


「おおぉぉぉぉ……っ！」とか、野太い黄き色いろい声を発す。


　無理もない。花はな園ぞの学がく園えんでも飛び抜けて『美少女』なふたりがそろって、半分水着の半分体操着なマニアックな姿でいるんだから。


　男子はもちろん、同性のクラスメイトから見ても、


「あのふたり……見ててあきないわね……」


　嫉しつ妬とややっかみなんて時空のかなた。異次元なふたりだ。


「でも、なんか……ムカツクわ。アイツらが……！」


「だから、散れっつってんでしょーっ！　男子ども[image: ][image: ]っ!!」


　クラスメイトそして女子代表で叫ぶ、今いま谷たに。


　それが合図になって、女子による青春男子たちへのいっせい放水がはじまった。


「く、くそぉ[image: ][image: ]っ！　女子ども！」


「ふざけんな、おぼえてろ！」


「でも、目に焼きつけたぞ[image: ][image: ]っ!!」


　青春が水みず浸びたしになって、散っていく。


　六月の太陽光こう線せんがやけに眩まぶしくて、なんだか泣けてきた。








「コレ、持っていってくださいっ」


　よいしょっ、とモモは、フェンスに立てかけてあったデッキブラシを三本ほど抱えて、キキに渡した。


「重いけど、だいじょうぶですか？」


「はいっ、ありがとうございますっ。わたし、かなりの力持ちなのでへっちゃらですっ」


　鼻にかかったナチュラルに甘い声で、ぺこりとお辞じ儀ぎする。と、


「あらら……っ」


　キキの腕の中から、からからとブラシがこぼれ落ちてしまう。案あんの定じようというかなんというか。


「ごめんなさいっ」


「だいじょうぶですよー」


　キキはあわてていてもおっとり口く調ちようだった。モモも穏おだやかな表情のまま、お花畑系と不ふ思し議ぎ系のコラボレーションで、デッキブラシを拾い上げる。


　ほかのクラスメイトたち男女ともに、知らず知らずのうちに、清掃作業をする手を止めて、ふたりの少女のやりとりに目を細め、見入ってしまう。


「なんか、イイ……」


　男子なんかはひときわ感動していた。


　そんな中、モモは、


「──………？」


　男子たちとは違うべつの視し線せんを感じた。けれど、あからさまにキョロキョロしないで、とりあえず、拾ったデッキブラシを手に取り、キキに渡す。その間に、意い識しきを周囲に飛ばした。


　視線？


　何ど処こから？


　すると、


「………………」


　無言で、デッキブラシを胸に抱えたまま、キキの色素の薄うすい瞳ひとみが、じーっと、こっちを見つめていた。無表情だった。


「………………??」


　なに？


　どうしたの、キキちゃん。


　視し線せんって、もしかして……？


　なんで？


　でも？


　あれ？


　どういう……？


　だが、モモの考えは、かき消された。


　今度は、女子のターンだ。突然、向こうから、悲鳴が聞こえてきた。


「──きゃあ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ[image: ]」


　とてつもなく黄き色いろい悲鳴だった。


　そして、それは波紋のように広がって、すぐ近くでも鳴りだした。


「ちょっ！」


　モモが感じていた視線が消えてしまっている。騒さわやかな歓声のせいで、視線の出所を見つけるにはかなり煩うるさくなりすぎた。


　キキもモモから視線をはずし、きょとんとした表情で、悲鳴がやってきた方向に瞳ひとみを向ける。





　──ヤツだっ！





「あいつだよ、モモ……っ！」


　モモの心の声と、眼鏡めがねから聞こえてくるダニエルの声が、シンクロニシティ。


「レスター先せん輩ぱいっ[image: ]」


「レスさまっ[image: ]」


「体たい操そう着ぎ姿も王子だわっ[image: ]」


　口々に吐と息いきまじりで似たような科白せりふをこぼす。そこらへんに散らばっていた女子たちが、海が割れるように、そして、道ができあがった。


　威い風ふう堂どう々どう、この真夏の太陽光線の下、涼しげな表情でこちらへ向かってくるのは、もちろん──風紀委員副委員長、レスター・ポルファスだ。


　モモは外そと面づらは猫をかぶったまま、心の中で眉み間けんにしわを寄せた。


　いつもいつも、キキのおまけみたいにきやがってぇ[image: ][image: ]っ！


　この、偽ニセ王子がぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！


　ウザったいことこの上なし。


　この時間のプール清掃を担当する三年はレスターの所属するクラスだったらしい。


　一年生はモモのクラス。二年生はキキのクラス。三年生はレスターのクラス。まるで計ったような組み合わせに、「できすぎだろ。誰だれかが仕組んだんじゃね!?」と皮肉めいたことのひとつやふたつ言いたくなる。誰かさんに。


「キキ、どうした？　ブラシはあったのか？」


　レスターは、傍かたわらまでやってきて、キキに訊たずねた。それと同時に、体操着ズボンのポケットからチェーンで繫つながったくすんだシルバーの懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出して、時間を確かく認にんする。


「はい、レスっ。ほらっ、咲サヶカ本モトモモさんに渡していただきましたっ」


　にこにこ、キキは鼻にかかった声でうれしそうにレスターに報告をする。


「そうか。戻りが遅いようだったが、何をしているのかと思えば……」


　と、


「……また、オマエか」


　そう言葉がつづきそうな、あからさまにいぶかしげな冷たい視し線せんを、キキの横にいるモモに送ってきた。モモは、あくまでも猫かぶりを崩くずさず、


「すみません。あたしが引ひきとめてしまっていたみたいでっ」


　ぺこぺこと困った風ふうに何度も謝あやまって見せた。


「……そうか。なら、手にするモノは手にしたんだ。戻るぞ、キキ」


　モモの態度に納なつ得とくしたかしてないかは判わからなかったが、レスターは、キキが抱えていた三本のデッキブラシのうち二本を両手に持つと、歩きだした。ちらりと一いつ瞬しゆん、モモを見やったが、結局、それ以上何も言わなかった。


　さっきの視線……こいつか？


　モモは、レスターの背中を凝ぎよう視しする。


「さすが王子だわっ[image: ]」


「レスターさま、いちいち王子っぽい[image: ]」


　きゃぁっ、と通りすぎていくレスターにまたも黄き色いろい悲鳴が上がる。


　そして、またもモモは、それにちょっとムッとした。


　一本だけ、キキに持たせたままなのが、こにくたらしい！


　キキにデッキブラシを持ってくるように言ったのは、おそらく、レスターだろう。


　しかし、キキはこんな感じであんな調ちよう子しだから、戻るのが遅くなっていた。気になって状況を確認しにきたレスターは、キキがミッションをコンプリートしているのを見て、デッキブラシを全部持つんじゃなくて、一本だけは残した。


　それは、プール清掃の持ち場に戻ったとき、キキが手ぶらでは気まずいかも知れないからだ。


「結局、おまえ時間だけかかって、なんも持ってきてないじゃん」


　と、ほかの二、三年の生徒に思われるかもしれない。


　まあ、学園内のアイドル的キキにそんなことを思う生徒はいないだろうけれど。


　しかし、レスターは、モモにいわせると、


「マニアック！」


　な気づかいをした。


　しかも！


　キキの荷物を持ってあげてもいるので、


「さすがレスターさま！　キキさんの荷物を持ってあげていらっしゃるのね（はぁと）」


　とかなんとか、端はたからは見られる仕様。


「きぃぃぃっ！　なんつぅ計算高いヤツなのっ！」


　モモはひとりキリキリした。


「……そうなの……？」


　眼鏡めがねと超情報端末デバイスでシンクロしているダニエルは、モモの憤ふん慨がいになかばあきれていた。


　何をそんなにむかついてるんだろうか。


　レスターが王子キャラだから？


　自分のめざすところに先に到達しているから？


　どっちの理由でもダニエルには、あんまり理解できそうにない。


「それじゃあ、咲サヶカ本モトモモさんっ。また、お話しさせてくださいっ」


　甘い鼻にかかった声で、にこにこ。うれしそうにたのしそうにキキは、デッキブラシを抱え、レスターのあとを追いかけていく。


　小走りになるそのうしろ姿が、ぴょんぴょんと跳はねる長いブロンドやぶかぶか体たい操そう着ぎからのぞくスク水がなんともかわいらしい、そして、なんとも……あぶなっかしい。


「ちょっ……あの娘こっ。デッキブラシ抱えたままでそんな走ったら──……」


　水で濡ぬれたプールサイドを長い柄えのデッキブラシを抱えながら走ったら、非常にバランスが悪く危険だと思われ、案あんの定じよう、キキはアスファルトの水たまりに見事に足をとられ、デッキブラシの柄に上じよう手ずに足をとられ、バランスを崩くずした。


「──ったく！　やっぱ、コケるし！」


　モモは、みんながキキとレスターに見とれているすきに、ひとり、するりと動いた。


　そして、








　がっし……ッ！








　一いつ瞬しゆんで、キキの傍かたわらに駆かけ寄ったモモは、キキが水のないプールへダイヴする直前に、キキが持っていたデッキブラシの柄をつかんだ。


　それは、モモだけじゃなかった。


「──だいじょうぶ？」


「──無事か？」


　声がばっちりシンクロした。


　レスターが、モモと同じくキキの持つデッキブラシの柄えをにぎっていた。からんからんと、レスターの足もとで、放り出したデッキブラシが二本転がる。


　キキは、ふたりの活かつ躍やくにより、ツマサキがプールサイドのぎりぎりのところにあって、斜め四十五度の角度で半身が宙に浮かんでいたが、無事だった。


　その見事な救援っぷりに、周囲の生徒たちから、


「おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」


　と、感嘆の声が上がった。


　しかし、


「また、オマエか……」


　低い声で言う。レスターの鋭するどく尖とがった刃物のような視し線せんがモモに向けられていた。


　アンダーリムの眼鏡めがねを通して、その様よう子すが教室で待たい機きしているダニエルの超情報端末デバイスにも映し出されていた。


　レスターの視線とまったく同じ〝意味〟の視線を、モモもダニエルもレスターに向けた。





　──コイツ、何な者んなんだ？





　レスターとキキとの間には少し距きよ離りが開いていたはずだった。


　しかも、キキに背を向けていた。そんなレスターが一いつ瞬しゆんで振り向いて、キキが転ぶのを助けたというのか？


　レスターからすれば、同じようなことがモモにも言えるが。距離だけなら、レスターとキキよりも、モモとキキの間のほうが離はなれていた。


　コイツ……、





「ただの、スカした金髪パツキン野郎じゃないな？」


「ただの、女じゃないのか？」





　ふたりの疑問は、心の中で重なる。


　そう考えているのが、おたがいにうかがえた。


　モモは、じっとレスターを見つめる。


　レスターは、鋭えい角かくな視線をモモにぶつけている。


　あたりが、沈ちん黙もくした。周囲の生徒たちは、モモとレスター、ふたりの間に何が起こっているのかは判わからないが、何かが起こっていることを悟っていた。


　長くて短い、短くて長い沈黙。


　ふいにやぶられた。


「あのぅ……、もう、ダメですぅぅ……っ!!」


　苦しそうな甘く鼻にかかった声がした。


　そういえば、


「ああっ、忘れてた！」


　落ちるのは防いだけれど、キキはそのまま、プールサイドにツマサキ立ちで斜め四十五度の体勢のままだった。


　モモとレスターがつかんだデッキブラシを持つ手が、ぷるぷると小刻みに震ふるえていた。


　もう、限界。


「ふあぁぁぁぁ……っ」


　気の抜けた声で、キキの身体からだが斜め四十五度から斜度を下げていく。するりと、デッキブラシをにぎっていたキキの手が外れた。


「ちょっ、キキちゃ……っ！」


「──キキ！」


　モモとレスターが同時に、離はなれていくキキの手をつかむ。プールに落ちていこうとするキキの身体を引き寄せようとした。


　しかし、そのときだった。


「…………ッ！」


　背筋に冷たい感触が走るような、誰だれかの──視し線せんを感じた。


　まただ。


　いったい、誰が？


　プールサイドからも、プールの中からも、たくさんの生徒たちからの視線があった。


　すぐ傍そばには、レスター。


　目の前には、キキ。


　ダレ？


　だが、考える間まもなく、事件ははじまってしまった。








　キィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ────ッ!!








　悲鳴のような音があたりに響ひびき渡った。


　しかし、それは、たとえるなら、金属でできた風ふう船せんを鋭するどく尖とがった爪つめで引っかいたような、ひどく耳障りで不快な音だった。


　そして、間かん髪はつ入いれずに、








　──パァァァァァァァァァァァァァァァン!!








　風船が破裂したような、大きな音が聞こえた。


「…………んぬぁッ！」


　モモは、思わず両手で耳を塞ふさごうとしたキキの腕に引っぱられて、気がついたら足が地面から離はなれ、身体からだが宙に浮いていた。


「なんで……!?」


　どんな力が働いたんだろう。火事場の馬ば鹿か力ぢからというやつか、とっさにキキが耳に手をやったせいで、小柄で軽いモモだけでなく、レスターまでが空中に引っ張り出されていた。


「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　なすすべはあったが、こんなクラスメイトや生徒たちが大勢いるところで〝チカラ〟を使うワケにもいかず、モモは、キキを抱きしめてかばうようにして、水のないプールへ落ちていった。





　それから、間まを置くことなく、頭上から大粒の雨──いや、大量の〝水〟が降ってきた。





　　　　♪





　頭上から降ってくる大量の水を浴びながらも、モモは、いくつかのことに気づいた。


「おろ？」


　プールに落ちたところで、モモにはべつに痛くもなんともなかったけれど、キキをかばった分の衝しよう撃げきはあるかな？　とか思っていたが、それ以下だった。


　ほとんど、衝撃がなかった。


「……って……！」


　モモはびっくりしてしまった。キキを抱えたまま、一メートルくらい飛び上がりそうになる。


　なにしろ、キキをかばって抱きしめたモモもまとめて、レスターの腕の中にいたんだから。レスターを下した敷じきにしたから、どうりで衝撃がなかったワケだ。


「そこをどいてくれないか」


　少し苦しそうにモモとキキの下した敷じきになったレスターが言う。


「あ、やべ──ぢゃなくて……っ、ごめんなさいっ」


　猫かぶりでモモは、キキを抱えたまま、レスターの上から降りた。


　キキは、まだ耳を塞ふさいで、ついでに目を閉じて身を固くしていた。


　しかし、それだけで、とくにケガをしている様よう子すもなかった。


「まったく、この娘こってば……」


　ほっと胸を撫なで下ろす。


　美少女を護まもれないで何が『王子』だろうか。


「王子ねぇ……」


　完全にほかの生徒たちから出遅れたが、モモも、


「な、な、なんですかぁ？」


　と、ワケが判わかっていない様よう子すのキキを連れ、プールサイドへ上がった。





　ザァァァァァァァァァァァァ…………っ。





　本当に雨のように、水が降ってきている。


　モモはもうすっかり全身ずぶ濡ぬれだった。


　けれど、モモだけじゃなくて、


「なになになにーっ!?」


　今いま谷たにたち女子も、プールの中にいる男子たちもみんな仲よくずぶ濡れだった。


　軽いパニックでそれどころじゃなく、おかげで、といったらヘンな話だけれど。キキとレスターたちと絡からまり落ちたときに、「れ、レスターさまに抱かれてるわ！」「いやー、レスさまー」とか、よけいな悲鳴を聞かなくてすんだ。


「あめ……です？」


　キキがぼんやりと空を見上げる。


　空は晴天だ。遠く高く何ど処こまでも水みず色いろがつづいている。


　雨じゃない。


　原因は、プールサイドにある手洗い場、消毒プール、シャワー、そして、プールに水を張るための巨大な蛇じや口ぐち、そのすべてから、水が噴ふき出して、あたり一面は大雨に降られているような状況になっていたからだった。


「す、水道管が破裂した!?」


　あまりに突然のことに動どう揺ようを隠かくせない教師が、声をひっくり返しながら叫んだ。


　たしかに、水道という水道から蛇口をひねってもいないのに、水が流れ出ている。それもかなりのイキオイで。


　が、それにしては妙だったが、誰だれも気づかなかった。


「きゃぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」


　さっきまで遊びでホースの水をかけあっていたのとはワケが違う。そこら中の水道から噴ふき出した水が大雨のように、降ってくる。


「と、とりあえず、いったん更衣室のほうに入れーっ！」


　教師の声で、プールサイドの女子生徒たちがまず小走りに、プールの中の男子たちも上がってきて、女子につづいて更衣室へと向かった。


「うわー、マジで！　着がえ持ってきてないんだけど!?」


　そんな悲鳴が突然の、〝大雨〟にかき消されながら、口々に飛びだした。


「やだもう！」


　急な降水に、逃げるようにぱたぱたと更衣室のほうへと駆かけ出すクラスメイトの女子たち。


　それに見向きもせずに、レスターがモモへと視し線せんを向けていた。


「………………っ」


　何かをつぶやいた。しかし、豪ごう雨うのような降水の音にかき消されて聞こえなかった。


　その傍かたわらでは、


「どうしましょう。あらあら、どうしましょう……??」


　という風ふうに、聞こえはしなかったが、きっとそんなことを言って、キキが、おっとりとぱたぱたしていた。


　その間あいだもずっと、レスターの視線は、モモから離はなれなかった。


「なに？」


　モモのオトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスは、激はげしい降水でも透すき通って鳴った。


　ゆっくりとレスターがこっちに近づいてくる。


　わざわざ大声でなくても声が聞こえる距きよ離りまでくると、というより、モモにはキキに聞こえないような距離まできたように見えた、そこまできてやっと口を開いた。


「余計なことはしなくていい」


「よけいなこと？」


　モモは眉まゆをひそめた。


「おまえの手は借りなくても、よかったんだ」


　レスターは、モモがいぶかしげな表情をしているのにもかまわず言葉をつづける。


「あいつは、俺おれが……護まもる」


「はぁ……？」


　なにいってんの？


　モモは、おもいっきり首を斜め四十五度までかたむけた。


　あいつ、って？


　ん？　キキちゃんのこと？


「理解などしなくてもいい。俺おれの言うことを聞けばいいんだ。あいつを護まもり導みちびく。それが俺の使命だ」


　レスターは言う。


　ハッキリとした口く調ちようで。世よ迷まい言ごとでもなさそうだ。


　が。


　ますます、よく判わからなくなった。


　護るって、姫さまの騎士ナイト気取りかよ。


　ツッコミ待ちのような科白せりふに、モモは、心の中で、


「フリか？　これって、フリなの？　じゃあ、ツッコミ待ちってこと!?」


　おそらくレスターの真意とはまるでぜんぜん別次元のことでモモは頭を悩ませていた。


「──あなたたち、どうかしたの!?」


　おおきな声が聞こえた。


「早く更衣室のほうへ。それとも、これ以上ずぶ濡ぬれにでもなりたいの？」


　少し尖とがった口調のその人物は、三年生の風紀委員でレスターのクラスメイトでもある──


「仁に志し田ださんっ」


　キキがその名前を呼ぶ。


　仁志田は、用意してあったのか自分のスポーツタオルで降水をさけながらそこに立っていた。


　まだ更衣室のほうへ行かない三人に気がついて、わざわざ声をかけてきたようだ。もしかすると、教師にそうするように言われたのかもしれないが。


「風か邪ぜ引くわよ」


　仁志田は、持っていたタオルをキキの髪をおおうようにかけた。


「ありがとうございます。仁志田さんっ」


　この激はげしい降水の中でも、律りち儀ぎにおじぎしようとするキキ。当然、せっかくかけてもらったタオルがズレ落ちそうになるワケで。


「礼はいいから。キキさん、行きましょう」


　肩を抱き寄せるようにして、仁志田はキキのおじぎを制止し、それから、


「ほら、レスターさんも、それと、えっと……、咲サヶカ本モトモモさんね。あなたもよ」


　さすが風紀委員。もはや有名人のモモの名前を把は握あくしているのは当然として、キビキビとした口調でふたりに言って、行動をうながした。


「判りましたっ。すみませんっ」


　モモは、猫かぶりでちいさく返事をする。


　おとなしく従っておくことにしよう。先を歩きだしたキキと仁志田のあとにつづく。


　レスターは、しばらく、何か考えをめぐらせているような表情でモモのうしろ姿に鋭するどく尖とがった視し線せんを送っていた。しかし、モモが何事もなく、小走りになって更衣室のほうへ消えていくと、ようやく歩きだした。





　　　　♪





　結局、野外大プールの掃除は途と中ちゆう終了になった。プールでは、水が噴ふき出つづけている。それは大雨のようになって、見る見る水のないプールに水をためていっていた。


　原因は、不明。水道管の破裂かどうかもまだ判わかっていない。先さきほどようやく学園側からの要よう請せいを受けた水道の専門業者が調ちよう査さのためにやってきた。


　でも、まあ、無む駄だだろうと思う。


　水道がどうのこうのとかいう話じゃないんだから。


「──やっぱり、プールのあたりから〝幻魔ゲルマ〟に似た反応が出てるね。これって、やっぱり、あの改造物モデイフアイのせいだよ」


　ダニエルが言った。


「そう。だろうね」


　モモは、あいまいにうなずいた。


　ダニエルは、リュックの中で超情報端末デバイスの画面とにらめっこする。


　プール清掃が途中終了となったため、午後はいつもの時間割。たった今、本日最後の授業、政経が終わった。生徒たちは、めでたく放ほう課か後ごに突入した。


　モモは授業中一度も黒板とにらめっこしないまま、ぼんやりと前の席に座る散ざん切ぎりのボブカットをながめたりしていた。


　そういえば、プールの掃除をしているとき、このボブカットの少女──那ナ由ユ多タソラの姿がプールサイドにあった記き憶おくがない。


　もしかして、……怠サ業ボってた？


　それにしては、みんながずぶ濡ぬれで教室に戻ってきたときには、いっしょにいたような気もするし……。


「……ヘンな子……」


　口の中でつぶやく。


　那由多ソラは、授業そっちのけでずっと携ケー帯タイゲーム機きをいじっていたが、授業終了とほぼ同時に席を立った。いつもなら、そのまま音もなく去っていくはずだった。


　がしかし、


「………………え？」


　席を立った格かつ好こうのまま半身をこちらに向け、那由多ソラがモモのほうを見ていた。じっと。


「どうしたの？」


　モモも黒目がちな瞳ひとみで、那ナ由ユ多タソラを見る。はじめて視し線せんが合ったような気がした。すると、


「──此こ処こに居ていいの……？」


　那由多ソラは、ちいさくつぶやくように言った。


「へ？」


　その意味を理解できなかった。だが、訊きき返そうとしたときには、もう、


「あ、ちょっと……っ」


　那由多ソラは、バッグやら何やらを持たず（もともと持ってきてないらしい）、ゲーム機きだけを手に、するすると床ゆかを滑るみたく教室を出ていってしまったあとだった。


　モモは、睫まつ毛げをぱたぱたとさせ、那由多ソラの散ざん切ぎり頭の残像を見送るしかなかった。


「……なにが……？」


　その言葉の深しん意いに考えをめぐらせながら、モモも教室をあとにした。


　そして、一歩廊下に出た。


「……なに……この……湿気……？」


　瞬しゆん間かん。


　スーパーストレートなヘアもたちまちクルクルのカーリィヘアになりそうな、もわぁっ、とした空気に包みこまれた。





[image: ]


「モモっ、なんか、モディファイ〝幻魔ゲルマ〟の反応が広がってるんだけど……？」


　それとほぼ同時、巨大なリュックの中から、ダニエルの戸と惑まどった声が聞こえてきた。


　ダニエルだけじゃない。周囲もなんだかざわついていた。


「……てゆうか、みず……っ！」


　廊下が水みず浸びたしになっている。


　とくに生徒たちがやいのやいのと騒さわいでいるあたりでは、手洗い場のところの水道が、ものすごいイキオイで水を噴ふん射しやさせていた。それが廊下がびしょびしょなのと、湿気の原因だった。


「こっちも!?　いつの間に!?」


　この感覚、プールのときと同じだ。だが、あのときに聴きこえた前兆のような『不快な音』はなかった。


　それなのに。


「油ゆ断だんした……！」


　周りでは、おもしろいように生徒たちがつるつる足をすべらせ、廊下で転んでいる。


「つーか、この水……──さっきのと違うじゃん……ッ」


　廊下を濡ぬらしている、蛇じや口ぐちが吐き出した水のほかに……、もう一層の〝透明な水〟が重なっていた。そして、それはみるみる〝水かさ〟を増していく。


「〝幻魔〟!?」


　リュックの中のダニエルも異変に気がついた。


「だね。つか、マズったなぁ。完全に出遅れちゃったみたい……」


　モモは、その場で足踏みをした。ぱしゃぱしゃと、〝音〟が鳴った。しかし、本当の〝水〟だけ……が跳はねているワケじゃなかった。


　生徒たちがすべっていたのは、ただ床ゆかが濡れていたせいじゃない。もう一層の〝透明な水〟に足をとられたせいだ。


　生徒たち、ふつうの人間には、視みえていない。


「水道を修理しにきたおっちゃんたちもお手上げだろうな……。かわいそっ」


　目に視えることのない透明な水は、こうしている間にも何ど処こからともなくわき出てきていた。


「ったく、プールをいっぱいに満たしたくらいじゃ足りなかったってことか。貪どん欲よくだなぁ……」


「ん……？　え？　なにそれ？　どういうこと!?　……なんか知ってるの!?」


　モモのつぶやきに、ダニエルがデバイスを操そう作さしながらも反応した。


「まあねっ」


「じゃあ、どうして……？」


　この時間まで動かなかったんだろう。もしかして、何かを考えたり、迷っていたり？


　ダニエルがそれを口にする前に、モモはダニエルの考えていることが判わかったのか、


「それよかさ、〝彼女〟を捜さがそう。そっちのほうが手っ取り早いし」


　言って、ぱたぱたと見えない水に足をとられ、倒れたりしている生徒たちの間をすり抜け、モモは走りだした。


　ぱしゃぱしゃと、視みえない水が跳ねる。


　たぶん、モモは、今回の事件の〝黒幕〟が誰だれか気づいているのかもしれない。その上で、何かを想おもって、考えている。ダニエルにも「とりあえずあんまり訊きかないで」ってかんじで言葉を制している。


　でも、それならそれでいいんだ。


　だって、パートナーだし、


「しょうがないか、モモだもんね」


　とダニエルは納なつ得とくした。


　いつものことだ。


　いつものように、信頼しよう。モモを。


　モモは走りながらも、周囲の様よう子すを窺うかがっていた。


「あたしたちには、あんまり影えい響きようがないのか。……じゃあ、影響が出るのは」


　──ほかのふつうの生徒たちだろう。


「けっきょく、あんまし、時間なさそうだなぁ。失敗したぁ。こんなことなら、授業サボっとくんだった……！」


　そんなこと言っても、もう事件は起こってしまっている。刻一刻と、見えない〝被害〟も拡大していっている。


「早いとこ、なんとかしないとっ」





　モモには、『思い当たり』があった。


　あのとき、あそこにいた人物。





　おそらく──





〝彼女〟だ。





　　　　♪





　花はな園ぞの学がく園えん高等部の校舎および敷しき地ち内ないの関連施設すべてにおいて、原因不明の水みず漏もれが発生していた。すべての水道などから水が噴ふん出しゆつ。


　けれど、実害は、見えざる部分で出ていた。


「えー、あのぅ、風紀委員です。えっと、風紀委員の、二年の、キキ・デイジーロックでした。……？　あれ？　でしたじゃないですね。お知らせがあります。緊きん急きゆうのお知らせです……」


　なんとものんびりした緊張感のない、でも本人は緊張しているらしい、鼻にかかったふんわりした声が校舎中に響ひびき渡った。


　階段を駆かけ上がり、風紀委員会室がある三階の校舎に向かって、移動していたモモは、


「うそぉっ、そっち!?」


　三階への階段をのぼりきったところで、がくんとうなだれる。


　どうやら今回のことで、風紀委員も動いているみたいだ。その代表として、どうしてキキが校内放送の担当になったかは、謎なぞ。ものすごく向いてないと思う。


「ただ今、学園内では、水道が壊こわれて水がどんどんじゃんじゃん流れてしまっている状態です。水が廊下などに溢あふれ、たいへん、とっても、とっても、危険な状態かと思われます。すってんころりんでケガをされたり、もしかすると、おぼれてしまってはいけませんっ。ですので、みなさんっ、なるべく早めに下校してください。校舎の外から一度出ていただくだけでも、けっこうですので……」


　緊張感のかけらもないほんわかした校内放送が、つづけられている。


「そっちならそっちって、最初から……」


　言ってくれるワケがないので、面めん倒どう臭くさいけど、引き返すしかないらしい。


「どうしたの、モモ？　今の放送と、今回のことがなんか関係あったの？」


「まあね！」


　とだけ言って、モモは答えをぼやかした。やはり、何かに気づいて行動しているみたいだ。


　なるほどなるほど。とダニエルはひとりごちて、うなずいた。それなら、ボクは、ボクのできるモモのサポートをしよう。


「それよか、今、学園のほかの場所ってどんなかんじ？」


　モモが言う。


　すでに、超情報端末デバイスで学園のホストコンピュータにアクセスしていたダニエルは、防犯カメラなどの映像をモモの、アンダーリムの眼鏡めがね型デバイスに送信する。


「こんなカンジ」


「とくに異常なし……んなワケないか。やっぱし、カメラとか通しちゃうと見えないんだね」


　モモの眼鏡に映る防犯カメラの映像の中では、変わらず、噴ふき出しつづける水のせいで、濡ぬれた廊下ですべって転んでいる生徒がいるだけだった。


　しかし、実際には、


「こんなだもん……」


　ばしゃんと水が跳はねる音がする。目に視みえない〝透明な水〟は、モモの膝ひざ下したにまで溜たまってきていた。


「これだと、確かく実じつに〝幻魔ゲルマ〟のチカラを使った誰だれかがいるってことだね。それもこの反応だと、例のモディファイ……」


　ダニエルが言う。


「ってことかな……。しっかし、これ。もうそろそろ、泳げんじゃね？」


　冗じよう談だんっぽくモモは、両手で水をかく仕し草ぐさをした。


「…………ボク、泳げないんだけど……」


　ぽつりと、ダニエルがカミングアウトする。


「じゃあ、浮うき輪わでも用意してあげるっ」


　言って、モモはまた走りだした。今度は、転校初日にお世話になった『放送室』だ。





　　　　♪





　ほんわかした校内放送だったが、学園の『お姫さま』こと、キキが放送を担当したこともあって、わりとスムーズに生徒たちが校舎の外へ出て行く。


　放送室のある二階に下りている間あいだにも、視みえない〝透明な水〟はモモの太もものあたりまで溜まってきていた。


　これが、モディファイ〝幻魔ゲルマ〟の影えい響きようなのは確実そうだ。ふつうの水なら、外に流れ出るだろうが、まるで、水すい槽そうに水を流しこんでいるようにロスなく水は溜たまっていっていた。


　しかし、今のところは、おかしいのはそれくらいだ。多少、〝透明な水〟の水圧の抵抗を感じるくらいで、この前の『カレー臭事件さわぎ』のときみたいな拒否アレルギー反応も今のところない。


「直接、ひとの神経とかに作用するタイプじゃないのかな……？」


　なるほどなるほど。と、ダニエルがリュックの中で、データの収集と解析を進めている。


　さすがに『とっても優ゆう秀しゆうな仕つかえ魔ま』を自称するだけあって、対応が早い。


〝意志〟を持つ〝石〟＝〝幻魔〟を改造モデイフアイした幻魔という前例のない状況に、モモたちが所属する死シニ神ガミ局きよくの本部は、てんやわんやのおおさわぎとなっているが、ダニエルは日増しに、モディファイ〝幻魔〟への対応速度を増していっていた。


　それでもまだ、データもそろっているワケでもなく、その場その場で対応するしか術すべがない。事件を未然にふせぐにはいたらずに、事件が起こってからしか対処できないのが、つらい現実だった。


「なんでこの学園は、こんなムダに広いんだよ……っ！」


　怒りをぶつけるところが、ちょっぴりズレているような気もするが、モモは、さっきからずっと走りっぱなしだった。


　一年生の教室から、風紀委員会室のある三階まで階段を駆かけ上がり、……今はその道を引き返している。めざすは、西棟二階の放送室だ。


　階段を下りきったところで、モモは、ちいさく深呼吸して呼吸を整ととのえる。放送室まではあとちょっと。


　ただ、あとちょっとといっても、南校舎から西校舎への移動になる。超マンモス校のやたらとスペースに恵めぐまれたゆとり校舎を呪のろいたくなった。


「こりゃ、生身だし〝チカラ〟も使ってないから、さすがにくるな……」


　ぼやきつつも、モモは走る。


　ばしゃばしゃと〝水〟が跳はね上がる。感覚的にはほとんど抵抗を感じないが、逆に、あるモノがなくて、ないモノがあるような感覚は、走りにくくて仕方がない。通常の三倍は遅い気がする。さらに、腰のあたりまで、見えない水位は上がってきているからもう……。


「早くいかないと、〝彼女〟がいなくなっちゃうかもだって……！」


　と思うが、その願ねがいは儚はかなくとも砕くだけ散ることになる。


「つーか、誰だれだよー。西棟に行く廊下を二階だけにつくったやつはっ！　デザイナー出てこいやーっ！」


　顔も知らない建けん築ちくデザイナーに腹を立てつつ、モモは、ざぶざぶと見えない水の中をウォーキングする。


　モモのアンダーリムの眼鏡めがね型デバイスから、ダニエルのかわいらしい男の子のような声が聞こえてきた。


「このふつうの人間には視みえない〝透明な水〟は、おそらく、ひとを排除するための、もしくは、閉じこめるためのモノなんじゃないかな、って思うんだ」


　移動中、リュックの中でデータの解析を進めていたダニエルだった。


「こないだの、カレー幻魔ゲルマは、『無む性しようにカレーが食べたくなる』ってゆうマインドコントロールをするための〝意志〟を持ってた。それがボクらには拒否アレルギー反応になっちゃってるんだけど……」


　何な故ぜか遠えん慮りよ気味な口ぶり。


「……という観かん点てんから考えて、予想される十一のことがらプラス、これまでの事件の結果をふまえた予測……けど、モモは……」


　もう、判わかっていて、こんな情報必要ないかもしれない。


　でも、


「──うん。サンキュー、ダニエル」


　モモは、そう言った。そう言ってくれた。


　ダニエルは、こんなときなのに、ちょっとうれしくなった。


　モモは、事件の『真相』に手をかけていた。


　点と線せんは、もう、つながっている。


　あとは、その点と線で描かかれたモノが何かを確たしかめるだけ。


「ったくさー。もう、こうなったら泳いじゃおうかな」


　見えない〝透明な水〟の水位はちょっとした『プール』くらいはある。冗じよう談だんじゃなくて、泳いだほうが早そうだ。


「モモ、哀かなしいお知らせが……。ボク、泳げないの……」


　としかし、ダニエルの哀しいお知らせだった。けど、それ、


「さっきも聞いたっつーの。まったく」


　ちょっとだけモモも微笑ほほえんだ。だが、すぐに笑えみは消えた。


　モモは、じゃばじゃばと水をかき分けて進んでいく。直線三メートル。あの角を曲がれば、放送室は目と鼻の先。


　のはずだった、のに。


「──やはり、こちらにきたか」


　向こうから、低い声が聞こえてきた。


　モモは、瞬しゆん間かん的てきに身構えつつも、その声にとぼけた口く調ちようで返した。


「あれぇ？　どうしたんですか？　──風紀委員さん」


　猫かぶりのモモは、ずれたアンダーリムの眼鏡めがねを両手でなおす仕し草ぐさで言った。


　その人物が、〝あの娘こ〟の傍そばにいるのは、想定内だったが、こんなところで出くわすのは想定外だった。


「それはもういい。くだらない芝しば居いはやめろ」


　ピシャリ。学生服の左腕に判わかりやすく『風紀委員』とかかれた腕章をした三年生の男子生徒──レスター・ポルファスは、冷ややかな視し線せんと冷たい感触の声をモモに投げかた。


「ずっと不可解に思っていたんだ。オマエは、弓きゆう道どう部ぶの一件があったときも現そ場こにいた」


「一件って……？」


　おどおどしながら、モモは一歩後退した。ざぶんと水が跳はねた。


　レスターは、〝水〟の中を分け入って、一歩、一歩近づいてくる。


　モモはおどおどしたまま、頭の中では、今までのこと、レスターの言葉、やりとり、今日きようのことをつなぎあわせていく。バラバラになっていたことや、確かく信しんのなかったことが組み上がって、レスターに対して持っていた疑問の形の輪りん郭かくが、ぼんやりとだがようやく見えてきた。


「生徒会長あのバカの件もそうだ。やはり、オマエはそこいた。何な故ぜだ？」


「なにを言っているのか……、よく判らないんですけど……ぉ？」


　おびえる仕草をしてみるが、レスターの冷ややかな視線は、モモをとらえたまま。


「オマエにも見えているんだろう。今、ここにある、コイツが──……ッ」


　わざと大きな身振りをして、レスターは、手を振り上げた。





　バシャッ、





　と水しぶきが上がり、それがモモの顔を頭から濡ぬらす。


　しかし、感触があるだけで本当の水が滴したたるワケでもない。これは、目に視みえない〝透明の水〟だ。


　だが、今、たしかに、レスターもこの〝水〟がそこにあることに気がついていた。


　なんだ、コイツ!?


　まさか……。


　でも、なんで、コイツが？


　コイツも、『アレ』を持ってるってこと？


　アタシがバラバラにしたヤツを。


　いや……それにしては、おかしい……。


　モモの思考がフル回転でめぐる。が、答えが出そうで、出ない。


　それに、もう、時間がないんだ。


　だから、モモは、


「すみません。あたし、これから行くところがあるので……」


　言って、モモは、レスターの脇わきをすり抜けようとした。が、


「今回のことも前回も……全部、オマエが仕組んだことじゃないのか？」


　レスターが手を伸ばし、それを阻はばんだ。


「アイツの──キキのところに行こうとしているんじゃないのか？」


　深しん意いに迫るような言葉を投げつけてくる。


　立ち止まるモモ。心の中で、やれやれとため息をついた。


「何か思い違いしてませんか？　あたしは、あたしです。誰だれかほかのひとと勘違いしているんじゃ……」


　しかし、レスターは、揺ゆるがなかった。


「とぼけるな。そんなことを言って誤ご魔ま化かせると思っているのか？　オマエは、〝普通〟じゃない。昼間、キキを助けようとしたとき、何な故ぜ、間まに合った？　オマエがいた距きよ離りから一いつ瞬しゆんで、どうやって？」


　ああ、あれか……。


　しまったなぁ。


　うっかり、キキちゃんを助けようとして。


　つか、オマエも間に合ってたじゃん！


　グチりたいのをぐっとこらえ、再び考えをめぐらす。


　メンドーくさいことになっている。


　勘違いにしろ何にしろ、レスターが、モモたちの〝正体〟に手を触れようとしているのは間違いない。もしかすると、もうすでに、手を触れて感触をつかんでいるのかもしれない。


　しかし、それは、同時に、





　レスターが〝幻魔ゲルマ〟に関係している。





　ということをモモに確かく信しんさせた。


　それは、あのモディファイ〝幻魔〟なのかまでは判わからなかったが、レスターが、ただの一般の生徒じゃないことは、たしかだ。


　なら、もういいや。時間もないし。


「──だから？　なに？」


　モモは、猫をかぶるのをやめることにした。


　態度の変わったモモを正体を現したと勘違いしたのか、


「それがオマエの正体か」


　レスターは、フッと可お笑かしそうに唇をつり上げた。


「なら、その背中にいるのも、──オマエの仲間？　いや、愛玩動物ペツトか？」


　レスターは、リュックの中のダニエルのことにも気づいていた。


　ダニエルは思わず、


「ペットってなんだぁ[image: ][image: ]！　仕え魔パートナーだぁ[image: ][image: ]っ！」


　とか心の声を叫びながら飛び出しそうになったが、リュックの中で息を殺した。ドキドキが加速していく。


「背中？　リュックだけど？」


　とぼけた口く調ちようで、モモは返した。


「ああそうか。なら、オマエの化ばけの皮を剝はがすついでに、その中の獣けものの皮も剝いでやろう」


　レスターの言葉に、結局、ダニエルが飛び出してきてしまった。


　どうせバレているんだろうし。もう、いいや！


「獣とはなんだぁぁぁ！　ボクは、これでも優ゆう秀しゆうな……」


「うっさいっ、ダニエルッ！　時間がないっつってんでしょ!?　あとで『もう夏なのに冬限定のようかんスイーツを買いに行かせるの巻』の刑だからねっ！」


　モモが言う。どんなバツゲームだ。


「やっぱり、そんな獣モノを隠かくしていたか……。キサマらに言っておく。アイツに手を出そうとするのなら、容赦はしない」


　アイツというのが、キキだというのはあきらか。レスターは、モモの正面に立った。そして、スッと制服ズボンのポケットに手をやる。その手に、くすんだ銀ぎん色いろの懐かい中ちゆう時ど計けいがにぎられていた。


「オマエ、何者だ？　オマエもまた、〝意志〟をめぐる者なのか？」


　取り出した懐中時計のチェーンが指の間あいだからこぼれて、〝水〟に落ちていく。


「答えろっ！」


　レスターが吠ほえた。その刹せつ那な、


「──くわッ！」


　モモはその場から後方へと反転して、身をひるがえす。








　バァァァァァァァァァァアァッ！








　爆ばく発はつしたような水しぶきがあがった。


　モモが一いつ瞬しゆん前まで立っていた場所に、懐かい中ちゆう時ど計けいに繫つながったくすんだ銀ぎん色いろのチェーンが、蛇へびのようにウネウネとうごめいていた。さっきまでの長さと太さじゃない。今の水しぶきは、コレがモモを狙ねらってやったようだ。


　そして、


「──ゲルマドライブ」


　レスターの低く響ひびく声が、水みな面もに跳はね返った。





　　　　♪





「き、緊きん張ちようしましたぁ[image: ][image: ]」


　緊張とは無む縁えんそうなほえほえした口く調ちようで、キキはほっと胸をなで下ろした。


　放送室のブースから出て、用意されてあったパイプ椅い子すに腰を下ろす。


「ふぅ[image: ][image: ]っ」


　顔を赤くしながら、大きく深呼吸した。


「まだ、ドキドキしています。息をするのが苦しいです……」


　レスターといっしょに風紀委員になってから、はやいくばくか。レスターは風紀委員の副委員長という役やく職しよくについたが、キキは自分だけ足を引っぱったり迷めい惑わくをかけてばかりの気がしていた。


　そんなときにめぐってきた──全校生徒に贈おくるメッセージ、ハートビートな校内放送の大役。


「わ、わたしでよいのですかっ!?」


　あの仁に志し田だの進言で、風紀委員長から任命されて、うれしい反面、


「み、みなさんを無事におうちに送り届けなくてはなりませんっ」


　と、緊張感が高まった。身が引ひき締しまる思いだ。


　本人はいたって真剣。しかし、そんなキキの様よう子すが、ものすごく周囲をほえほえ空間のお花畑にいざなって、癒いやしをあたえているなんて、キキだけが気づいてなかった。


　それでも、キキとしては、実りのある校内放送の大役だった。


「レスもすこしは、これで安心して、ひとりの時間を作れるでしょうか……」


　キキとレスターは、学年は違うが、ほとんどの時間、行動をともにしている。


「親同士が知り合いで、許嫁いいなずけとかなんとかじゃなかったっけ？　まあ、なんにしろお似合いだし、あのふたり。兄弟みたいだけどね」


　事情通はみんなそう言う。なので、ふたりが四六時中いっしょにいても、誰だれも文句をいわないし、不ふ思し議ぎにも思わない。当然だろうと。


　ところが事実とは違う。


　キキが、レスターについていっているように思われているが、その実、レスターがキキにつきそっていた。それが、レスターに与えられた〝使命〟だからだ。


　キキは、胸に手をあてて、「大丈夫です。心配しないでください」とここにはいないレスターに向かってささやいた。


　レスターの時間は、キキのためにあるといっていい。


「いつもいっしょにいてくれるのは、うれしいんです。でも、レスターにもひとりの時間が必要だと思います」


　キキは、いつもそう思っていた。だからこそ、


「うれしいんです。きちんとはできなかったかもしれませんが、レスターがいなくても、ひとりでできましたから」


　キキは、顔を紅こう潮ちようさせた。


　ドキドキがまだ、止まらない。


　レスターが「付つき添そう」と言ってくれたが、キキは、「ひとりで大丈夫です」と返していた。


　校内放送するのを進めてくれたのは、仁に志し田だだったが、決めたのは自分だ。


　他人からすれば、たいしたことではないだろう。けど、キキにとっては、此こ処こに──新シントウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えんにやってきてからのすべては、常に挑戦だった。


「レス、ほめてくれますか……」


　キキの声がちいさくなっていく。


　どうしたんだろう？


　身体からだにチカラが入らない。


　とても、ダルくて、眠い。


　ああ、まだ、放送部の係の方にお礼も言っていないのに。


　……そういえば、放送部のひとたち。みなさん、何ど処こにいかれたのでしょう？


「…………あれ……？」


　気を抜くと閉じてしまいそうな瞼まぶたをうっすらと開き、キキは周囲の様よう子すをうかがった。


　放送室は、もぬけの殻からだった。誰だれもいない。たしかに、校内放送をはじめる前までは、男子と女子生徒がふたり、手て伝つだってくれていたはずなのに。


「ああ……御手洗いにいかれましたか？」


　誰だれに訊きいているんだろうか。キキのひとりごとは、こぼれ落ちて、〝水〟の中へ吸いこまれて消えていった。





　そう。


　そのときはもう、花園学園高等部の校舎は完全に、目に視みえることない〝透明の水〟の中に没していた。





「レス……ほめてくれますか……？」


　キキのこぼす言葉は、


「──ねぇ、キキさん。どうして？　ねぇ、どうして？」


　ふいに水ミナ底ソコからわき上がってきた声にかき消えた。





　　　　♪





　ゆらりゆらり。


　水みな面もが揺ゆれる。


　斜陽に透すき通って、光を揺らす。





　まるで、プールの底に沈しずめられたみたいに。


　水の中で、ひとは呼吸をすることができない。


　校内にいる生徒たちはみんな、動きをとめて、水の動きに合わせて、ただ、揺れていた。


　プカプカ、プカプカ。


　プカプカ、プカプカ。


　生徒たちが浮かんで、ただよっている。


　死んでいるワケじゃないが、動くことはなかった。


　閉じこめられた。


　視えない〝透明な水〟の中。


　魚も泳いでいない水の世界。


　まるで、プールの底。





「ねぇ、どうして？」


〝彼女〟は、そう言いながら、椅い子すに腰かける女子生徒のブロンドヘアを指で、なぞった。


　どうして？


　どうして？


「そんなやつのことばかり、口にするの？」


　みんな、動きを止めた。


　水の中。


　ここは、プールの底。


　全部を沈めた。


　はずなのに。


〝想おもい〟すらも沈めたはず。


　なのに。


　どうして？


　どうして？


　どうして？





「──どうして？」


「……えぇ……？」


　女子生徒は──キキ・デイジーロックは、その声に、ゆっくりと顔を上げた。


「仁に志し田ださんっ……？」


　馴な染じみのある顔がそこに立っていた。三年の仁志田だ。キキにとって、すごく親しくしてくれる、やさしくしてくれる大好きな先せん輩ぱいだ。


「校内放送のお仕事をまかせるように……先生やみんなに言っていただいて……、ありがとうございました……。あのぅ……わたし、大役をこなせました……か……」


　キキは、仁志田に訊たずねる。


「ええ、もちろんよ。あなたは、すばらしかったわ」


　仁志田の伸ばした左手が、そっと頰ほおに触れる。


「あれぇ……？　仁志田さん、手がとっても冷え冷えになっていますか？」


　ぼぅっとする頭を起こし、キキは仁志田を見上げた。


「いえ、そんなことはないわ。きっと、キキさん、あなたの体温が上がっているのよ」


「ああ、そうですね。緊きん張ちようしたから……」


「そうよ」


　仁に志し田だが言う。


「あなたの温度を、私が下げてあげましょうか……？」


　右手を伸ばし、仁志田の手のひらが、キキの両りよう頰ほおをやさしく包みこんだ。


「仁志田さんの手、ひんやりしていて気持ちがいいです……でも……冷たすぎま…せん……かぁ……」


　キキの目が閉じかかっている。眠りへのいざない。


　まるで、身体からだが空中に浮かび上がるように、ふわふわとする。


　まるで、宙を……、


「あれぇ……？」


　閉じかかった瞼まぶたがまた、開かれる。


「……？　もしかして、わたし…………──宙に浮いたりしていませんか……？」


　その通り。


　キキの身体は、宙に浮かんで、いつの間まにか放送室の中から出てしまっていた。


　そんなキキの手を引いていたのは、仁志田だ。


　彼女は、軽くウェーブのかかった長い髪をゆらゆらと、水に揺ゆらすようにさせていた。


「あれれ……。あれれ……」


　同じ科白せりふを二度繰くり返して、キキは、左右それぞれに首を傾けてみたりしたが、


「仁志田さんも、浮かんでいらっしゃいますね」


　のうてんきに彼女はたのしそうに、にこにこ笑え顔がおになって手を叩たたいた。


　しかし、三み度たび、


「あれれ……？」


　同じ科白。


　手を叩いたはずが、音が鳴らない。右手と左手の間あいだに視みえない何かがあるみたいに。


「なにか……動きにくい？　でしょうか？　でも、その分、ふわふわとして……？」


　疑問だらけ。


　ようやく彼女は、自分の周囲がひんやりとした〝水〟にそっくりの感触でつつまれていることに気がついた。さっきまではまるで何も感じなかったのに。


「ねぇ、ほら、気持ちがいいでしょう。──水の中は」


　仁志田が言う。


「水の中……？　ここは、水の中なんですか？」


「そうよ。水の中の世界。あなたのために用意したのよ」


　仁志田は、キキの右手をつかんだ。その手を取って、キキを自分のほうに引き寄せる。


「水の中ですか……ひんやりしていますねぇ。此方こちらの『夏』というのは、すごく暑かったですから……うれしいです……ありがとうございます」


「そう……よろこんでくれて、私もとてもうれしいわ」


　仁に志し田だの表情がほころぶ。


　だが、その笑え顔がおは一いつ瞬しゆんにして、ブッ壊こわれてしまう。次の瞬間、


「はい。きっと、──レスもよろこぶと思います」


　レスター・ポルファスの名前が、当然のように、キキの口からこぼれ出た。


　それを聞いた仁志田の表情が、見る見るうちに変わっていく。


「どうして？」


　仁志田は表情を引きつらせ、訊きいた。


「あなたは、どうして……」


「え……？　どうして……？　……えーっと、それは、えー……どうしてでしょう……？」


　何を言っているのか判わからないまま、なのに、質問に答えようとするキキ。よけい判らなくなってしまっている。


「せっかく、私がこんなに〝キレイ〟な世界を作ったのに？　あなたと──そして、私のための世界なのよ？　あんな〝男〟必要ないわ」


　語気が強く。仁志田の髪がゆらゆらと〝水〟に揺ゆれる。


「もう、何も、誰だれも、必要ないのよ……？　だって、こんなに〝キレイ〟なんですもの。あなたも、この世界も」


「…………そう、です……ね？」


　さすがの彼女も、なんとなく仁志田の様よう子すがおかしいような気がしてきていた。


「時間だって、とめてあげられる。みんなもそうなのよ。ほら、見て……とても〝キレイ〟でしょう？　ずっと綺き麗れいなまま、綺麗なあなたは綺麗なまま。綺麗な私も綺麗なままで。ねえ、いられるでしょう」


　腕を広げ、ふわふわと浮かび、仁志田がキキを自分に引き寄せた。


「……あのぅ、仁志田……さん……？」


　キキは仁志田の腕に抱きとめられた。首をかしげたまま、固まってしまう。


　仁志田が何を言っているのか、まったく理解できない。


　日ごろ、たまに、


「ちゃんとひとの話聞いてる？」


　と言われてしまうことがある彼女だったが、今は、ちゃんと聞いていたつもりだ。でも、判わからない。彼女の言葉が耳に、心に届いてこない。


　仁志田の瞳ひとみは、自分に向けられている。


　だけど、見ていない。


「……仁志田さん？」


　もう一度、名前を呼んでみた。


「あなたのための世界よ。私といっしょにいてちょうだい。私のために、いっしょにいてちょうだい。さあ、笑って。いつものように、笑って。ほかの者なんて見ないで。私だけのために、さあほら、笑って」


　仁に志し田だの瞳ひとみに、表情に、狂気が溢あふれていた。


　彼女は、キキの碧みどり色いろの瞳に映る自分自身を見ているようだった。


　はっとなって、キキは、ここが学園の校舎内で、何ど処こかの廊下にいると気がついた。


　そして、自分の周りをただよう、動かなくなった数人の生徒たちにも。


「エ……ッ!?」


　どうなっているのか、一いつ瞬しゆんで理解できるワケがない。それでも、キキは、心に強い違和感を覚えた。これが、正しくあるはずがないと。


「ヒドイ……っ」


　キキの声が〝透明な水〟の中で泡になる。


「ねえ、キキさん。キレイな世界には、キレイなあなたがよく似合っているの。ほかには何も必要ないわ。綺き麗れいな髪、綺麗な瞳、綺麗な顔。私とあなたは同じよ。ほら、こんなに綺麗だわ」


「……そ、そんなことはありませんっ！　わたしは、綺麗なんかじゃありませんっ！」


　彼女は、一いつ生しよう懸けん命めい首を左右に振った。遠のく意い識しきを必死でつなぎ止める。


　違う。


　こんな世界は、綺麗なんかじゃない！


「それにっ、──必要ですっ！　みんなみんな、たいせつです。レスや、クラスの仲間や、風紀委員のひとたちや、先生や、学園のひとたちみんな、もちろん、仁志田さんもですっ！　それから、今日きようの校内放送を手て伝つだっていただいた放送部の方も、お礼を伝えたいです。それから、校庭の脇わきにある花か壇だんの花がとても綺麗に咲いていました。誰だれかにありがとう、と伝えたい気持ちでいっぱいになりました。これではいけませんか？　わたしには、みんな、必要だと思えます……っ」


　一生懸命、言葉を伝えようとした。


　しかし、


「どうしてよ？　何もいらないでしょう？　あなただけが、私だけがいればいいの、そうでしょう!?　あなたが校内放送するようにして、やっと〝あの男〟から離はなれられるようにしてあげたのに……！」


　声がヒステリックに裏返る。


「私とあなただけがいればいいのよ！　そう言ってよ！　そう──言いなさいよ!!」


　仁志田の手がのびて、キキの肩にかかった。強くにぎられた爪つめが皮ひ膚ふに食いこむ。


「いたい……っ！」


　苦痛にキキの綺麗な顔がゆがむ。


「あなたは私といっしょにいるの！　だから、何もいらないの!!　あなたにはわたしがいればいいっ、あんな──男、必要ないわ！」


　その手は肩から離はなれ、彼女のやわらかな首筋に食いこんだ。


「……ぐっ！　ち、違いますっ、違います……っ！　わ…たしの……好き……な、仁志田さ……ん…は……っ」


　息が苦しい。


　呼吸ができない。


　まるで、水の中だ。


　まるで、水の底だ。


　溺おぼれてしまう。


　光が遠くに見える。


　光が遠くになっていく。


　キキは、遠のいていく世界──意い識しきの向こう側に、手を伸ばした。


　助けて……！


　助けて……！


　たすけて……レスっ……。


　だれか、





　タスケテ。








「タスケテアゲルワ」


　そう言ったのは、自分だった。


　キキがキキを見て笑っていた。


　ミナソコに落ちていく。暗くら闇やみにこぼれ堕おちていく自分を自分があざけり笑っていたんだ。


　キキは、手をのばして何かを必死につかもうとした。


　でも、届かない。何もつかめない。


　此こ処こはミナソコ。真まっ暗闇。


　自分が自分を笑っている。





　ああ、堕ちていく。


　ああ、堕ちていくだけだ。





　でも、





　そのときだったと思う。


　たしか、きっと、たぶん、おそらく。





　光を見た。


　まぶしいたくさんの光だった。





　それが、暗くら闇やみを吹ふき飛ばしてくれたんだった。


「レス……」





　その中に立っていたのは、





　真っ白い……、





　　　　♪





「──ちょっと待ったぁぁぁぁああぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　場の雰囲気をまったく読まないし感じようともしない、ケタはずれに軽い雄お叫たけびが聞こえた。


　そして、次の瞬しゆん間かんには、あたりは、光の中だった。


「な、なに……っ!?」


　キキの首に手をかけていた仁に志し田だは、圧倒的な光の量に恐怖を感じた。身体からだに力が入らず、キキの首からするりと手が離はなれてしまう。


　光とともに弾丸のような速さでこちらへ飛びこんでくるのは、真まっ白い姿をした少女。まるで、ヒカリの羽は根ねをまとった天使──……いや、それは、鈍にび色いろのカマを手にした、死シニ神ガミだった。


「死神『Ａ』の一〇〇一〇〇じゆうまんとんでひやく號ごうっ！　ただいま参上したみたいなカンジ！」


　自分で、死神だと言っている。間違いない。


「あなたの、〝欲望〟を狩る者……って、ごめん……！」


　真っ白い少女が言った。


「やっぱ、ダメだ！　きゅうには止まれない!!」


　その言葉を理解する前に、仁志田の意い識しきは途と切ぎれた。


「エッ……？」








　ずばこぉぉぉぉっぉおぉぉぉぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]ん！








　弾はじけ飛ぶ。


　突っこんできた真まっ白い少女──モモは、止まれずに、そのまま、仁に志し田だに突っこんだ。


　仁志田の身体からだは、そのままイキオイを殺すことなく、窓ガラスをブチ破って校舎の外へと飛び出していってしまった。


「やっべっ、やりすぎた。てへっ[image: ]」


　かわいらしく言ってみた。


「てへっ、じゃないよぉぉぉぉ[image: ][image: ]っ！　うぐぐぐぐぐぐっ！」


　としかし、ダニエルのツッコミがかえってくる。でもなんか苦しそうな声だ。


　それもそう。


「ちょ、ちょっとモモ、手て伝つだってよぉぉ！」


　仁志田の手が離はなれ、廊下に倒れこんだキキの身体をダニエルが下した敷じきになって支えていた。


「わっ！　ダニエル、何ど処こさわってんの！」


　ダニエルがいたのは、ちょうど、キキの胸のあたり。


「さ、さささっ、さわってるんじゃないよ!?　だ、だって、しょーがないじゃないか、しょーがないじゃないか！　もっかいゆうけど……ぐぇぇぇ……っ」


「退どけ、猫風ふ情ぜいが」


　低い声がして、ダニエルはキキの身体の下敷きからは解放されたが、かわりに──レスターの足の下敷きになった。


「ちょっ！　うちの仕つかえ魔まになんてことを……！」


「って言いながら……ギャースッッ！　モモっ、踏んでる！　ボクのしっぽを踏んでいるよ!?」


「あ、ごめんして[image: ]」


　またかわいく言ってみた。ぺろっと舌も出してみる。


　しかし、ダニエルは虫の息。


「……いいから、ふたりとも足をどかして……！」


「しょうがないコ……。ほら、アンタもいつまでひとの仕え魔のこと、ふんづけてんのよ。どきなさいってば。このコをふんでなじっていいのは、──あたしだけなの！」


　とんでもないことをさらっと。


　モモは、しっしっし、と犬でも追いはらうようにして、レスターの足をダニエルの上から下ろさせた。


「ダニー、生きてるー？」


　ダニエルのくたびれた身体からだをモモが抱き上げる。


「…………」


　返事がない。ただの屍しかばねのようだ。


「……死んでないよ……かろうじて……」


　力なく、ダニエルの意い識しきは遠くへ飛んでった。気を絶したらしい。


「ったく、根性ねーなー」


　嫌いやみっぽく言いながら、モモの花きや車しやな指は、やさしくダニエルのちいさな額ひたいをぐりぐりとなぞっていた。


「そっちのお姫さま、だいじょうぶ？」


　モモはダニエルを胸に抱きとめたまま、レスターとキキのほうに向いた。と、


「……って、おぅ。お姫さまだっこ……！」


　レスターが、キキを文字通りの『お姫さまだっこ』で、抱きかかえていた。


「やっぱ騎き士しでもきどってんのか……！」


　自分もお姫さまだっことかしたかった。ちょっとジェラシーなモモ。どっちかっていうと、されるよりするほう。キャンできるならドゥしたい。





[image: ]


　しかし、モモは冷静を装よそおい、言った。


「よかったじゃん。間まにあって」


「……ああ」


　小さく返事が返ってきた。


　放送室目前に、レスターが好戦的な状態だったが、それをなだめすかして……、


　あのとき、


「〝真犯人〟はあたしじゃないっつーの！　こんなことしてるあいだに、あんたんとこの『お姫さま』が襲おそわれてるかもよ!?」


　と、モモが叫ぶと、レスターの表情が変わった。ウネウネと動き、モモの動きを封じようとしていた懐かい中ちゆう時ど計けいのチェーンが動きを止める。


「それは、どういうことだ？」


　レスターが訊きいた。


「そのまんま、あんたがいう『事件』を起こしたのはあたしじゃなくて、もっと別の……なにかしらっつーか、とにかくあたしじゃないってこと。今回のこともノータッチ。つまり、犯人じゃない。イコール、〝真犯人〟がいる。イコール、あんたの『お姫さま』がアブナイ」


　ここぞとばかりに、モモは一気にまくし立てた。


「キキちゃんを護まもるとかいって、あんた、こんなところにいていいの？」


　自分で言って、どっかで聴きいたような科白せりふだと思ったが、とっさには思い出せなかった。


　モモはかまわず、


「あんたが行かないなら、あたしが行く」


　首にさげたシルバーアクセサリーを手にして、叫んだ。


「──ゲルマドライヴっ！」








　というアレで。








　あとは、さっき起こった通り。


　むやみやたらに突っこんだモモが、仁に志し田だに突っこんで、……終わった。


「オマエは、いったい、なんなんだ」


　キキを抱えたレスターが、今にも嚙かみつきそうな視し線せんで、モモを見やる。


　けれど、モモは鋭するどい視線にひるむことなく、ひるむはずもなく、


「あれ？　さっき、いわなかったっけ？　あたしは、──死シニ神ガミ」


　長い髪の毛も服も、透すき通りそうな肌も全部、真まっ白だ。目立つ赫あかい靴もそうだが、まったく、『死シニ神ガミ』には見えないが、モモは、死神だ。


　手にした巨大な鈍にび色いろのカマだけが唯ゆい一いつ、それっぽい。しかし、それもモモのラヴリィな見た目では、不釣り合いなだけかもしれないが。


「あたしは、死神。それだけ」


　もう一度、言って、モモは笑った。


　綺き麗れいに笑った。





　　　　♪





　三年生の風紀委員、仁に志し田だは、好きだった。


　キキ・デイジーロックのことが好きだった。


　きっと、愛という感情だった。


　ただ、それだけのこと。


　今日きようの事件は、そのことが原因だ。


「もしかして、モモ、知ってたの？」


　ダニエルが訊きいた。


「まあ、ねぇ」


　ちいさなあいづちを打った。


「昼間さ、水が降ってくる前に突き刺さるみたいな視し線せんを感じて」


　モモは、昼間清掃したプールサイドに、スクール水着姿で立っていた。


　プールは、〝透明な水〟でいっぱいに満たされていた。


　いっぱいの想おもいで満たされていた。


「キキちゃんがコケそうになって、あたしと、あの、執しつ事じが助けたでしょ？　そんときに、グサーッって刺さった視線がまさに、『嫉しつ妬と』ってカンジだったの。んで、なんか気にかかるなーって、思って、見たら、今回のモディファイの〝対象者もちぬし〟が、こっちをニラミつけてたワケ……ま、一いつ瞬しゆんだったから、あの偽王子レスターも気がついてなかったみたいだけどね」


「そっか。じゃなきゃ、モモに襲おそいかかってこないもんね」


　と、ダニエルは納なつ得とくした。


　納得したが、ひとつ、まだ納得できないことが。


「でもさ。女の子同士でしょ？　なんか……あのさ……」


　口ごもる。


「〝ヘン〟だって思った？」


　としかし、モモがあっさりと言った。


「最初は、共感とかだったんじゃない？　自分を綺き麗れいだと思ってたみたいだし、彼女。そんで、おんなじように綺麗でかわいいキキちゃんのことが気になって、ってさ。まあ、きっかけなんて、そんなもんだと思うし。好きになった相手がたまたま、同じ女の子だったってだけじゃん。そんだけだよ」


　モモは、プールに入る準備運動をしながら、今回の事件を振り返った。


　もしかすると、仁に志し田だの純粋な気持ちと純真な瞳ひとみにはモモとレスターが、キキのことを汚けがすモノとして映ったのかもしれない。


　モモはキキと親しげにベタベタしたり、レスターは『王子』とかいってみんなにちやほやされてるし、そのくせ、四六時中キキといっしょだ。


「好きになると周りが見えなくなるんだねぇ。なんか、自分と相手しか見えなくなっちゃうのか……それで……、ねぇ……」


　水に、手を触れると波は紋もんが広がった。それとおんなじに、モモの心の中へ仁志田の〝想おもい〟が広がってきた。


「そうだよ、真剣だったんだよ……。うん。全部は判わかんないけどさ、ちょっとくらい判るよ。あたしだって女の子だもん。……すごく純粋で強くて真まっ直すぐな気持ち……うん」


　哀かなしそうな表情になった。


　モモは水面を指でなぞる。


　想いは、透すき通って、モモの脳のう裏りに浮かんでくる。


　笑え顔がおのキキ。困った顔のキキ。おだやかに微笑ほほえみかけている。話す言葉や、その仕し草ぐさひとつひとつをたいせつに想う心。


　最初は、かわいらしい後こう輩はいができたと想っていただけだった。


　でも、いつの間にか、想いは、愛するほうへと変わっていった。


　自分でおかしな気持ちだと思っていた。違うんだと、言い聞かせようとした。


　それでも、やっぱり彼キ女キは、真っ直ぐな心で自分を見てくれる。綺麗な彼女。微笑んでくれる。綺麗な想いを、綺麗なままで受け止めて欲しい。こんな気持ちは、自分が『醜みにくく』思えてしまうから、余計にキキのことが美しく見えた。そして、想いは止まらなくなった。


「想いは間違ってないよ……。きっと、方法が違ってただけだから」


　モモの言葉が、水みな面もを揺ゆらす。


　届いているといいな。


　彼女の想いは純粋だった。


　だから、彼女の想いを踏みにじることだけはしたくなかった。そう考えていたからこそ、モモは、今回慎しん重ちように動いていたのかもしれない。


　ダニエルは、そう思った。


　でも、結局、こんな風ふうになってしまった。


　もう、陽ひが暮れようとしていた。まだ、学校にはたくさんの生徒たちが、水の中で身動きが取れないままになっている。自分たちが『非日常』の中に取り残されているなんて気づきもしないで。


　みんなを元に戻さないといけない。


　気を失っている仁に志し田だは、保ほ健けん室しつに寝かせてきた。仁志田の〝意志〟が途と切ぎれているせいか、野外大プールにも、校舎にも、水は降りそそいでいない。そして、空はあいかわらず晴れていて、幾いく億おくの星が地上に向けて光を放つ。


　仁志田が何ど処こかで拾った石（もちろん、モモがブチまけてしまったモディファイされたモノ）＝〝幻魔ゲルマ〟のチカラで具現化され、降り続いた不自然な〝雨〟。そのおかげというのは、変な話だが、プールの中に溜たまっていたゴミはすっかりさらわれてしまっていた。


　代わりに、溢あふれるほどの澄すんだ水が、五十メートル×八コースのおおきなプールを満たしている。


　でも、


「もう、空カラっぽにしないと」


　みんなを解放してあげて。


　モモは、爪ツマ尖サキからプールに入っていく。


　この水は、本当の水じゃない。仁志田という女の子の、純粋がゆえに〝意志〟の強い想おもいから生まれた透明の想い。その想いが〝幻魔〟の〝意志〟に呑のみこまれて歪ゆがんで具現化してしまったモノだ。


　純粋な想いは、他人を巻きこんで広がった。もしかすると、傷つけ、命を奪うばうまでにいたっていたかもしれない。


　こんなのに普通のひとが浸つかったら、どうなることか。実際、校舎が水で満たされている間、そこにいた生徒たちはみんな、時間が止まったように動かなくなってしまっている。ずっと、そのままの可能性もあった。


　モモが、それを止めた。


「つめたーっ！」


　ダニエル（泳げない。カナヅチ）も自分専用の浮うき輪わにしがみつきながらも、イントゥプールした。


「何ど処こにあるんだろ……？」


　水の中で器用にバタ脚あしバタしっぽしながら、ダニエルがすいすいと水みな面もをすべっていく。


　このプールの何処かに、歪んだ想いの象徴──幻魔があるはずだ。保ほ健けん室しつで寝ている仁志田は持っていなかった。だとしたら、此こ処こしかない。


　モモは、すぅ、と息を吸いこんで〝透明な水〟の中にもぐった。


　水の中、もぐっていく。


　強い想おもい。


　揺ゆれる水面。


　プールの底。


　ミナソコから夜空を見上げた。幾いく億おくの星が、ゆらめく世界。まるで、宇宙を泳ぐさかなになったような気がした。


「これか……」


　強い〝意志〟の波動を感じる。モモは、首からさげたシルバーアクセサリーを手にした。


　とたん、まばゆい光がモモを包みこむ。


　髪が真まっ白に変わり、その花きや車しやな指が、鈍にび色いろの巨大なカマをからめ持つ。


　光の分だけ、水が消えていく。プールを満たしていた水に、ぽっかりと穴が空いた。


　それは、『栓せん』の形をしていた。


　お風ふ呂ろにお湯を溜ためたりするときにつかう、あの栓。仁に志し田だの〝意志〟によって、形を変えた〝幻魔ゲルマ〟が、プールの底に栓をしている。


「へんな話だね」


「なんで？」


　浮うき輪わをしたままのダニエルが、ぷかぷかとモモにそっと寄りそう。


「カラっぽのプールに、欲望ってゆう名前の栓をしたら、そのまま欲望でいっぱいになっちゃうなんてさ。こんなに純粋な想いなのにね」


「そっか、まあ、そうかな……」


　全部判わからないけど、少しなら判る気がした。


　おっきな水のないプールを満たして、それでも足りずに、溢あふれて、学園をいっぱいにしてしまった。人間の欲望ってのは、何ど処こまで貪どん欲よくなんだろうか。そう思うけど、でも、ダニエルだって、欲望がカラっぽなワケじゃない。


　たまに、のんびりしたいと思う。このところの毎日、毎晩の出動も本当は、疲れていた。


　あと、ずっとモモといっしょにいられたらいいなーと思う。


　ほら、欲望だらけでしょ？


「じゃあ、やるよ」


　モモは言った。


「うん。お願ねがい」


　ダニエルがうなずいた。





　一いつ閃せん。


　ヒカリが踊る。


　モモは鈍色のカマを、くるくると、舞まい踊る。


　閃せん光こう。


　天に昇っていく光。


　カマを振るった。くるくると。


　プールの底に栓せんをしていた〝意志〟が、形を保てなくなり消えていく。


　プールを満たしていた〝水〟が、〝意志〟が泡のようにはじけて消えていく。





　あとに残ったのは、親指の爪つめほどのちいさな小石と、水のないプールだった。








　夜空を翔かける流れ星。


　願ねがいごと、ひとつ。


「泣かないで、恋心。」













　　　　Pool Sider Planet Girl - fin.





　

独奏「秘密の花園少女。」



solo: Unknown Star's Bolero / momo secret.56







　　　　♪





　少女の黒目がちな瞳ひとみに映るモノを誰だれも知らない。


　同じ顔のふたりだけをのぞいては。





「ねえ、トウカ」


　名前を呼ぶその少女の瞳には、自分と同じ顔をしたもうひとりの少女が映っている。


「なに、キョウカ？」


　名前を呼ばれたもうひとりの少女の瞳には、自分と同じ顔をしたその少女が映っていた。


　ふたりは鏡かがみを見ているようにそっくりだった。


　その少女は、ベッドに半身を起こした状態で手にしていた小説の文庫本をそっと閉じた。少女の周囲は、さまざまな種類と色彩豊かな花が生いけてある。さらに枕まくらもとにはこれでもかと、イヌやネコやクマやヒツジなどなど様さま々ざまな動物や架か空くうの生き物のぬいぐるみが並べられていた。


　それらはほぼ全部、もうひとりの少女が、その少女のために用意したモノだ。


　その少女は、病気だった。


「流れ星は、誰かの願ねがいを叶かなえたから堕おちていくのよ。知ってた？」


「でも、流れ星に願いごとするでしょ？」


　何をするでもなくベッドの傍かたわらにいたもうひとりの少女は、その少女の言葉に首をかしげる。


「きっと、誰かの願いを叶えた星にあやかって、自分の願いも叶えてほしいということじゃないかしら」


「なるほどねー。でも、それってなに？」


「そう思ったの。今」


「ああ、また、小説？　どんなの？」


　もうひとりの少女が、少女の手もとにある文庫本に視し線せんをやった。この本を持ってきたのはもうひとりの少女だったが、なんとなく選えらんで持ってきた。なんとなく少女が好きそうだと思った。理由は、タイトルとカン。少女の表情を見れば、カンは間違いじゃなかったと判わかる。たのしんでくれたみたいだ。


「自分の愛いとしいひとのために、願いを叶えてくれる星に逢あいにいった女の子の物語りよ」


　今さっき読み終えたばかりの本を胸のあたりに持ち上げ、少女は微笑ほほえむ。


　もうひとりの少女からも自然と笑えみがこぼれた。


　少女が笑ってくれるなら、なんだってする。少女が笑え顔がおなら、もうひとりの少女も笑顔になれる。その逆もまた、同じ。


　ふたりは、ふたりでひとり。ふたりじゃなきゃ意味がない。そう思っていた。


「どうなったの……って、結末訊きいていいのかな」


「あははは。そうねぇ。トウカも、たまには本でも読んでみたら？　いつも持ってきてくれるばかりだし。ここにいてもすることもないでしょう？」


「読みたくなったら読むけど。今はいいかな」


「おもしろいのに」


「だろうね。本を読んでるときのキョウカって、幸せそうな顔してるもん」


「そんなことはないわ」


「だって、そうじゃん」


「ううん。トウカがわたしのために選えらんで持ってきてくれる本だから。それに、トウカが傍そばにいてくれることが、一番しあわせ」


「うわっ、はっずかしいなぁ、それ……」


「恥はずかしくないよ。トウカもそうでしょう？」


「……まあ、そうだね」


　照れながらもうひとりの少女は、同じ顔のその少女の頰ほおに手を伸ばす。やさしく触れた。


「キョウカ、少し瘦やせた……」


「でも、元気だわ」


　としかし、少女はやわらかに口もとをゆるませた。


「あたらしい花、持ってくるね」


　もうひとりの少女は、ベッドの傍かたわらの花か瓶びんに視し線せんを移す。枯れてはいなかったが生いけた花の元気がなくなりはじめている。


　花は、その少女の〝命〟だ。


　少女は、いつか、花になって枯れてしまう──死んでしまうという病気になっていた。


　治ち療りよう法ほうはない。不ふ治ちの病。


　でも、病気の進行を止めることはできる。


　たくさんの花に囲まれていればいい。それだけ。


　だから、いつでも、もうひとりの少女は、少女のために花を用意していた。


「ありがとう。トウカ」


　少女は、笑顔になった。もうひとりの少女は、オトナびているのに子供っぽい表情で微笑ほほえむ。


「当たり前だよ。だって──」





　世界で、ふたりぼっちなんだから。





	
		[image: ]

	




　　　　♪





　その夜は、ざわついた空気の中にあった。





　薄うすく広がった雲の隙すき間まから、星が堕おちていくのが見えた。


　月の隠かくれた暗い夜の内側を歩いていく。


　その──少女のうしろ姿はなんとも珍妙だった。


　巨大なリュックに脚あしが生はえて、自律歩行しているように見える。


　しばらくすると、アスファルトから土の広々とした場所に出た。荒れ果てた野原というワケではない。綺き麗れいに整せい備びされた、グラウンドだ。曇くもり空と梅つ雨ゆ時どきのしめった空気のせいで、巨大なリュックを背負ったその少女が大おお股またで歩いても、土つち埃ぼこりが立つことはなかった。


　時刻は、午前零れい時じを過ぎようとしている。


　少女は真まっ直すぐに、暗くら闇やみの中を行く。


　と。


　月を隠していた薄雲の切れ間から、月明かりがひらひらと地上に舞まい降りて、少女を、その周囲の闇をふわりと照らした。


　そして、月光は、──もうひとりの存在を闇の上に浮かべた。


「ちょっと、お待たせしちゃいましたかぁ？」


　少女は、おどおどした調ちよう子しで言う。


「……二分三十秒、遅い」


　もうひとりの存在が返してきた。


　制服のポケットからチェーンで繫つながった鈍にぶい銀ぎん色いろの懐かい中ちゆう時ど計けいを手にし、目を落としている。それから、目を離はなすと、


「まあ、いい」


　小さくつぶやく。


「それよりも、いいかげん、その化ばけの皮を脱いだらどうだ？　もう、お互いに仮面を被かぶる必要がないだろう」


　もうひとりは、時計から少女に視し線せんを移す。


「あっ、そうだったっけ？　いやさぁ、学校じゃこっちのほうがなれちゃってるし、このキャラわりと気にいってんのよねー」


　少女はさっきとまでは違う、明あっ軽かるい口調で言った。


　とてもオトナびているのにひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスで。


「そういえば、キキちゃんは？」


「さあな……」


　もうひとりの存在は、明めい確かくな答えを口にしなかった。ただ、それでも前を、少女を見ていた。


「あ、そう。かわいい顔が見られないのは、残念だけど、まあ、いいや」


　少女は、もうひとりの鋭えい利りな刃物のような尖とがった視し線せんも気にすることがない。軽い空気を周囲に垂たれ流す。


「で。どうすんの？　そんなこと言いたくて、こんなとこに呼び出したワケ？」


　見つめたら吸いこまれそうに綺き麗れいな黒目がちな瞳ひとみをキラキラと、少女が訊きく。


　湿気を多くふくんだ肌に張りつくような風にも、涼しげな表情で、


「判わかっているだろう。言う必要もない。オマエは、──誰だれだ？」


　もうひとりの存在は、くすんだ金髪を揺ゆらした。重たい空気を放つ。


「ただの美少女だけど？」


　としかし、少女は、その場の雰囲気など超無視ガンスルーだった。


「ちょっと、モモっ！　緊きん張ちよう感かんを持って！　ここ、大事だからっっ」


　受じゆ験けん前まえの塾じゆく講こう師しのような科白せりふをため息のかわりに吐き出しながら、少女の背負った巨大なリュックの中から、何か黒いモノがもぞもぞと這はい出てきた。


「まったくさぁ、ほんとにさぁ、モモは、いっつもいっつも……」


　夜空に輝かがやく満月みたいな黄金色おうごんいろの瞳をした、黒猫が小こ姑じゆうと口く調ちようで言う。が、


「だまっぷ！」


　妙な言語を放ちながら、少女は、黒猫の口を容赦のない鷲づかみハンドワークで塞ふさいでしまった。


「じゃあ、まあ、こんなとこで突っ立ってるのも、時間の無む駄だだから、さっさと昼間のつづきでもはじめますかっ♪」


　少女は笑った。


「──とりあえず、戦やって殺やれだっ[image: ]」


　綺麗に笑った。





　　　　♪





　仮面の下にあるモノは。


　果たして、本当にそれは素顔だろうか。


　仮面の下にあるモノは、ニセモノの素顔だとしたら。


　仮面の下にあるモノは、本当だとかぎらない。


　それを知っているのは、仮面だけ。


　本当は、仮面にある。


　仮面舞ぶ踏とう会かいに、ある風景。


　音楽とダンス。


　仮面のクイーンと、獣けもののダンスを。


　踊る。


　踊らされる。


　さあ、はじめよう。





　　　　♪





　日々すごしていると、当然、勘違いや思いこみなどあるワケで。


　さしてめずらしいことでもない。


　ただ、それが激はげしい勘違いや激しい思いこみだと、とても面めん倒どうくさい。


　面倒すぎて、


「──バッチコーイっっっっ!!」


　と、雄お叫たけんでしまいたくなる。てか、


「もう叫んでますけど!?」


　黒猫のダニエルが、黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをくるくるさせながら、巨大なリュックの中から顔を出した。


　時間は、夕景。


　校舎の半分以上が〝視みえない水〟で満たされようとしていたときのことだ。生徒たちのほとんどが、意い識しきがなく、身動きも取れなくなってきはじめていた。


　そんな中、まだ、元気に跳はね廻まわっている生徒がいた。校舎の東と西の間あいだ、二階渡り廊下。


　ダニエルの主人でパートナー、此こ処こでは、新シントウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えん高等部一年に通う謎なぞの転校生──咲サヶカ本モトモモという名前の少女は、腰の高さまで溜たまった、普通の人間の目には映ることがない不ふ思し議ぎな『水』から、飛び出してきた〝ソレ〟を、左手でむんずと男前につかんだ。


「男前じゃねぇー、美少女だぁぁっ！」


「誰だれに言ってんのモモ！　き、緊きん張ちよう感かんを持って……って、ぴぎゃーっ！」


　意味不明に叫ぶモモに、ダニエルがツッコもうとしたが、生き物のようにうねうね動き廻るソレが、鈍にぶい銀ぎん色いろのチェーンが、鼻先をかすめていった。黙だまる。


　チェーンを操あやつっているのは、


「──ゲルマドライブ」


　ひどく冷たい声で言う。右腕に判わかりやすく『風紀委員』と書かれた腕章をした──三年の、レスター・ポルファスだ。フルネームは、レスター・ウィリアムズ・ポルファスらしい。


「どうでもいい！」


　モモは、うねうねするチェーンの強きよう暴ぼうなチカラでレスターのほうへ引っぱられるが、びくともしない。小柄で花きや車しやなその身体からだからは想像もできないパワーだ。


　しかし、そのせいで、レスターにはよけいにモモに対する不ふ審しんを抱かせてしまう。


「正体を見せろ。この化ばけ猫ねこッ」


　レスターが口く調ちようを強くする。手にした懐かい中ちゆう時ど計けいからのびるチェーンが途と中ちゆうから、大きさと形を変えて、さらに、モモに襲おそいかかる。


「正体もクソも、あたしはあたしだっつの、ニャーッ！」


　モモは、つかんだチェーンが襲ってくるのをさけながら、床ゆかを蹴けった。引きずりこむような視みえない水の圧力から空中へ飛び出した。


「つか、あんたもなんなんだっつー話だよ。それ、〝幻魔ゲルマ〟じゃん！　しかも、今プチブームの改造モデイフアイモノじゃないヤツ……!!」


　レスターが手にしているのは、ただの懐中時計じゃない。


　ひとの〝意志〟に反応して、その意志を具現化するチカラを秘めた〝意志〟を持った〝石〟、それが──幻魔だ。


　幻魔は、持ち主を選えらぶ。そして、チカラとして使いこなすには、強きよう靭じんな意志を必要とする。


　幻魔は持ち主によって、形を変える。


　レスターの場合──


「なんだ、そのキショイ懐中時と計けいはっ！」


　モモが、着水すると同時に、水みな面もを蹴った。


　普通は考えられないが、モモは、また飛び上がった。そのままレスターを飛び越えると、空中で体勢を変え、背後を取った。


　また、水面を蹴る。


　跳とんだ。


　叫んだ。


「──ゲルマドライブ!!」


　モモは、手にしていたレスターの幻魔チエーンを放すと、首からさげた、鈍にび色いろのカマとワンストラップシューズをモチーフにしたシルバーアクセサリーを引きちぎるように、手に取った。


　モモのイキオイとは反して、するりと、首から抜け落ちるシルバーアクセ。


　その刹せつ那な。


　奇き蹟せきのようなヒカリが放たれる。


　すべてを包みこみ、照らし出す光。


　同時に、何ど処こからともなく──いや、空間自体が響ひびき、大音量の『音楽』が鳴りだした。


　オルタナティヴ。


　ロックミュージック。


　叫ぶ、


　鳴なく、


　響ひびく、


　劈つんざく、


　ひどく綺き麗れいに狂った音楽。


　星を踊らせろ。


　空を震ふるわせろ。


　ただ、音楽。


　解き放て。


　ココロ。


　ヒカリ。


　光の中心に立っていたのは、髪の毛も服も真まっ白い──そこに、誰だれもが息を呑のむような、ため息をこぼすような美しい、光をまとった天使によく似た……、


「対幻魔ゲルマ専門機き関かん、死シニ神ガミ局きよく所属。死神『Ａ』の一〇〇一〇〇じゆうまんとんでひやく號ごう」


　死神だった。


「聴きかせてあげるっ、死神のバラードを！」


　真っ白い死神──モモは、宙に飛び出した姿勢のまま、手にした鈍にび色いろのカマを振り下ろした。


　しかし、それはレスターに向けられてはいなかった。


「何ッ？」


　自分への攻こう撃げきを意い識しきしたレスターの、予想のななめ四十五度をいっていた。


　一撃は、──目に視みえない水の面おもてを打つ。








　ばしゅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!!








　視えない水は、モディファイされた幻魔によって作り出されたモノだ。モモの放った一撃により、爆ばく発はつを起こし、周囲から弾はじけ飛ぶ。


　その衝撃に、レスターは一いつ瞬しゆん、身構えた。


「──ほいさっ！」


　緊きん張ちよう感かん無視の軽いかけ声で、でも、モモの鈍色のカマの尖せん端たんは、レスターの喉のどもとに突きつけられていた。


「くっ……」


　油ゆ断だんはなかったが、レスターは、モモの予測不可能な調ちよう子しに乗せられてしまっていた。


「さてと、あんた、なんなの？」


　動けなくなったレスターに、モモが訊きく。


「貴様こそ、こんなことをして何が楽しい？」


　こんなことというのは、今現在、新シントウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えんのすべてが、目に視みえない水によって浸しん食しよくされつつあるということだろう。だが、


「質問してんのは、こっちだっつーの。てか、ひとつ勘違いしてるみたいだから、一応、ゆっとく。コレ、あたしじゃねっつーの」


　モモがやってるワケじゃない。


　むしろ、モモは、この状況をどうにかしようとしている。


　レスターは、モモと意志は同じようだが、モモを今回の事件の犯人だと疑っていた。


「何を言っている。貴様も幻魔ゲルマのチカラを持つ者だろう。姿が変わるというのは聞いたことがないが、変態モジユレーシヨン系か……」


「誰だれが変ヘン態タイだＹＯ！」


　ツッコミを入れるが、刃やいばを突きつけられながらも何ど処こかよゆうのあるレスターに、さらりと流されてしまう。


「間合いを詰めたところで、その程度の殺さつ気きでは、オレを殺やれないぞ」


　レスターは平静を保っていた。よゆうがあるというよりは、モモが『本気』じゃないからだ。


　まだ、レスターのチェーンがうねうねと視えない水の中を生き物のようにうごめいていた。モモが隙すきを見せれば、一気に形勢を逆転しようとしている。


「ったくさー」


　モモは、舌打ちしそうになって、美少女的にはしたないのでやめておいた。


　ほんとメンドくせーなー、コイツぅ。


　レスターはあいかわらず勘違いしていて、モモが今回の事件の犯人だと思いこみ続行中。しかも、モモも〝幻魔〟を使ったので、なんかよけいに、こんがらがって勘違いさせたかもだ。


　一刻も早く、この場から離はなれて、『お姫さま』を助けにいかなきゃなんだけど。


　つーか、お姫さまはコイツの関係者だし。


　しゃーない。いっちょかましとっか。


「さてと、」


　と、モモは、動かなかった。


　しかし、モモを包む周囲の空気だけが、凍こおりつくように張りつめる。








　───リン。








　目に視えない水の水みな面もに、波は紋もんが広がっていく。ゆらりと鬱うつる景け色しきをひずませる。


「殺さつ気きって、こういうこと？」


　レスターに向けられた微笑ほほえみが、一いつ瞬しゆんだけ、狂気に満ちているようだった。


「──……ッ！」


　そのたった一瞬だけで、レスターのよゆうが消し飛んだ。身を硬くする。


　リュックの中にいたパートナーのダニエルでさえ、「ぴゃっ……！」と全身の毛を逆立ててしまうほどだった。けれど、モモは、


「べつにさ、今ここであんたをやってやってもいいんだけど。めんどーだから、やめとく」


　そう言って、モモは、構えを解くと、レスターの首もとに突きつけていた鈍にび色いろのカマも落としてしまった。これには、レスターも困こん惑わくの表情を浮かべた。


「今は、あんたと争ってる場合じゃないってこと」


　モモは言う。


「さっきもいったけど。今回のコレは、あたしじゃない。あたしもコレを止めようとしてんの。それにさ。今回の原因のひとつは、たぶん、あんたんとこの『お姫さま』だよ？」


　お姫さまとは、もちろん、学園の『姫』こと、キキ・デイジーロックだ。


　モモはそのことを言ったつもりだった。


　姫＝キキだということは、たしかに、伝わった。


「『姫』……何な故ぜ、それを……？　まさか、そこまで調しらべてあったのか……。だが……それは、ありえない……はずだ……」


　としかし、またひとつ、勘違いだった。レスターが困惑の表情になる。


　勘違いが勘違いを呼んで、思いこみは勘違いと思いこみによる勘違いの思いこみが勘違いを……と、いろいろこんがらがって複ふく雑ざつに入り乱れてた。


「今度はなんだよぅ」


　さらに、面めん倒どうくさくなりそうだったので、モモは、全部を遮さえぎるように言った。


「だーかーらーっ！　キキちゃんがアブナイっつってんの!!　キキちゃんがあんたの何なのかしらないけど、考えてる暇ひまも、あんたとやりあってる暇もないの！　いっとくけど、あたしは『王子さま』になるんだから、全宇宙の美少女の味方なワケだから、つまり、──助けにいく！」


　キキを。


「……そうか。そういうことか」


　レスターは、腕組みをしながら、顎あごに手をやる仕し草ぐさで納なつ得とくした。あれやこれやのすべてを納得したかどうかは、判わからないが、


「今回の水コレは、貴様ではないというんだな？」


　レスターが確かく認にんしてきた。


「そういってんでしょーが、さっきから！」


　イライラとモモは返した。


　モモは、バシュッと鈍にび色いろのカマを振り下ろす。と、胸のあたりまでに増していた視みえない水がさけて道ができる。


「あんたが助けないんなら、あたしがさくっとキキちゃんを助けて、ついでに、嫁にするイキオイだよっ！　んじゃ、そういうことでーっ」


　言って、モモは駆かけだした。


　そのあとに残ったレスターは、腕組みで顎あごに手をやる仕し草ぐさで。


「拙まずいな……。キキの〝チカラ〟が発動する可能性があるか……」


　そして、ようやく、モモの向かったほうへとレスターも走りだした。





　　　　♪





「──ってゆうね」


　真まっ白い部へ屋や。


　ソファやローテーブルやブックシェルフも白と赤を基き調ちようにしてあって、全体的にラヴリー＆キュートなイメージだ。


　ただ、妙な感覚を受ける。何ど処こまでが壁かべで天てん井じようなのか、遠近感が失なくなってしまったように感じる部屋だった。窓枠も空中に浮かんでいるように見える。


　そんな部屋の主あるじ──モモは、テーブルの上に置かれた超情報端末デバイスが吐き出す立体映像に向かっていた。椅い子すに深く腰かけ、脚あしを投げ出して、ぱたぱたさせる。


　その傍かたわらのサイドテーブルには、ちょこんとお行ぎよう儀ぎよい姿勢でダニエルが座っている。


「モモ、はしたないから脚をぱたぱたしない」


　と注意しても、いつものように、モモは、右から左へスルー、そして、スルー。


「でね、チビリ。あたしが、キキちゃんの危き機き的てき状況を、じゅぱっといって、でびゃんって、解決したワケよ？」


　なに言ってるか判わかりづらいが、一応、今日きよう学校で起きた『目に視えない水』事件の報告をしているところだ。


　報告をしている相手は、デバイスが吐き出す立体映像の、真っ白いふわふわした赫あかい眼のうさぎのような、でも、うさぎっぽいだけで、モモとダニエルの直属の上司、ルーシィ。モモは、『チビリ』とあだ名で呼んでいるが、わりと偉いひと。


　ルーシィは、垂たれた長い耳を羽は根ねみたくぱたぱたさせながら、


「まあ、報告書はダニエルのヤツを読んどいたからだいたい判るんだけどねぇ。そっちの『水』の改造幻魔モデイフアイは、回収できたからいいとして。問題はそっちじゃなくて、──レスターってゆう男の子のほうじゃない？」


　赫あかい眼をきゅるきゅるさせる。


　そう。レスターが手にしていたのは、まぎれもない〝幻魔ゲルマ〟だった。


　これまでのモディファイとは違う。オリジナルの幻魔。レスターは、それを使いこなしていた。何ど処こで、どうして、どうやって、それを手に入れたのか？


「モモとレスターってやつが交戦中のデータをまとめてみたんだけど……」


「え？　いつのまに？　ダニエル、ビビってリュックの中で震ふるえてただけじゃないの？」


　パートナーに対して、ひどい言いようだ。でも、哀かなしいかな慣なれてしまっているダニエルは、心でひっそりと涙しながら、話をつづけることにした。


「レスターの〝幻魔〟の解析なんだけど、ボクのデバイスの情報処理だけじゃ追いつかなくて途と中ちゆうから、死シニ神ガミ局きよくのホストコアにつないでみたんだ」


「あそう」


　能書きはいいから早く核心の部分に触れろと、モモの目がイッている。ついでに、ルーシィの赫い目もいっている。


　負けない！　だって、男の子だもんっ！


「……というワケで。途中からですが、このデータを見てください……」


　何な故ぜか敬語だった。負けていた。


　ダニエルが自分のデバイスを、全身真まっ黒なのに尖せん端たんだけが小指の先ほど白くなったしっぽで、ちょんとつつく。


　と、机の上のデバイスが反応して、新たな映像を吐き出した。


「んで？」


　モモが映像をのぞきこみながら訊きく。


「えっと、ここのところに注目してみて」


　またしっぽでデバイスをつつくと、その部分が拡大された。


「この波形に注目してみて」


「うんうん」


　モモとルーシィがおなじようにうなずく。


「判わかる？」


「いや」


　そして、おなじようにおなじような角度で首をかしげた。


「これって、データにない波形なんだ。つまり、ボクらが管かん轄かつするエリアから出た〝幻魔〟じゃない可能性があるってこと」


　ダニエルが言った。


　淡々と結果だけだったが、それは、


「はぁ？」


　ルーシィが思いっきりしかめっ面つらになるくらいの結果だった。


「ダニエルさー。あんた、仕つかえ魔まの学校首席で出てるんじゃなかったっけ？」


「いちおうは。でも、もうひとり同じ成せい績せきの友達もいたけど」


　ダニエルがうなずくと、ルーシィはますます眉まゆ的てきな部分をひそめる。


「だったら、死神局うちの管かん轄かつが『光こう域いき』って判わかってるわよね？　いくら『星を観る者スターゲイザー』の外部組そ織しきだからっていっても……」


「うん。だから、こんなこと言ってるんだ。もちろん、ただ単純にまだデータにないモノがあるだけかもしれないけれど……」


　ダニエルは、言葉を濁にごしながら、それでも可能性は否定しなかった。というよりできなかった。死シニ神ガミ局きよくが持つデータは膨ぼう大だいで信頼が置けるからこそ──


「ようは、あの偽ニセ王子の〝幻魔ゲルマ〟が、この宇宙、もしくは、この世界の外側、べつの場所からこっちに持ちこまれた可能性があるってことでしょ？」


　言ったのは、モモだった。ただ、ぼーっと話を聞いているだけじゃなかった。


　こういうとき、一番鋭するどい感覚を持っているのは、モモだ。普ふ段だんが、ずっぽりがっぽり抜けているから忘れそうになるけど。モモは、『変わり者』とディスられても、死神局の中で、スペシャルな『Ａ』のＩＤコードをあたえられている死神だ。


「まあ、この世界がひとつだけってゆうのは、べつに決まってるワケじゃないしね。可能性としてはあるよね」


　それほど気にしていないような口ぶりのモモ。


「死神あたしらが作る『対幻魔用位相空間モツシユピツト』だって、重ねられた世界の隙すき間まを借かりてる別空間なワケだしさ」


　投げ出していた脚あしを閉じ、モモは、ぱたりと椅い子すから立ち上がった。


「相手が正体不明の存在だってゆうのが判っただけでも収しゆう穫かく収穫っ。お手て柄がらじゃん、ダニー」


「それはそうなんだけど……」


　ダニエルは、心しん配ぱい性しようの顔をした。


　モモはそれを見て、にひひーとイタズラっこのような笑えみを浮かべる。


「まっ、どうせ──このあと、本人レスターに逢あわなきゃなんだし、直接、訊きいてみたらいいよ」


　学校で、目に視みえない水からキキを助け、『水』を生み出していた女子生徒の幻魔を回収した。そのとき、


「今夜、零れい時じに第一グラウンドにこい」


　レスターが言った。


「そこで決着をつけよう」と。


　もうすぐ、指定された時間になる。


　レスターの目的は？


　意図は？


　どうして、幻魔ゲルマを持っているのか？


　どうして、此こ処こにいるのか？


　どうして、これまでは何も行動を起こしていなかったのか？


　どうして、ばっかりだ。


　モモは、真まっ白い部へ屋やの空間の中をてくてくと歩いていくと、ある場所の前で立ち止まり、手をかざした。空間にぽっかり、クローゼットの扉が浮かび上がる。遠近感や距きよ離り感かんが失なくなっているだけだったのかもしれないが、不意に現れたようだった。


　モモは、なれた手つきでクローゼットを開ける。中にかけられた学校のとは違う、死シニ神ガミ局きよくのモノとも違う、真っ白いワンピース──〝制服〟を手に取った。


「ダニエルッ」


　モモが振り返り言った。


「な、なに？」


「着がえるんだけど、ずっと見てるつもり？」


「え、え、え、え、エッ!?」


「エッチ」


　キョドるダニエルに、モモはイジワルっぽくペロッと舌を出した。


「うわー、ご、ゴメンっ！」


　あわてて、モモに背を向けるダニエル。


　そのちいさなうしろ姿は情なさけないけど、ものすごく信頼している。


　モモは、うん。と自信をこめてうなずいた。


「つーか、やってやれだぜっ！」





　物語りは、冒頭へ戻る。





　　　　♪





　グラウンドまでの道のりは、簡かん単たんだった。


　ダニエルが、花はな園ぞの学がく園えんのホストコンピュータに忍びこんで、あれやこれやとセキュリティに手を廻まわさなくてもよかった。


　すでに、レスターがそれらをすませていたんだろう。


「風紀委員のクセに、恐ろしい子っ」


　これから正体不明の存在と、一戦交えなくてはいけないかもしれないのに、モモの表情には、笑えみすら浮かんでいた。


　いっぽうのダニエルは、モモが（学校でもないのに何な故ぜか）背負う巨大なリュックを出たり入ったり、超情報端末デバイスの調ちよう子しを確たしかめたりと落ち着かなかった。





　グラウンドの中央。


　夜空をおおい隠かくしていた薄うすく広い雲の切れ間から、わずかに月が顔をのぞかせた。


「ハローハロー、コンバンワ」


　月明かりのスポットライト。


　照らし出す、影かげ。


　レスターは、ひとりで立っていた。


「あらら……」


　その姿を視界にとらえるなり、モモはげんなりした表情になった。微笑ほほえみは苦にが笑わらいに。


　レスターから隠そうとしない『殺さつ気き』が湿度の高い空気に交じって、モモの肌にヒタヒタと張りついてくる。


　どうやら、最初から、話し合いなどする余地はなさそうだ。


　判わかりやすく殺気立ててくださってどうもありがとうございます。棒読み。


　ったく。


　やっぱ、メンドくせーヤツ。


　まあ、どうせこうなるって思ってたし。


「──とりあえず、戦やって殺やれだっ[image: ]」


　モモは背負っていたリュックをダニエルごと背後に放り投げ、


「ちょいと、モモさんっ！」


　とダニエルが古風に異い議ぎを申し立てるが、華か麗れいなるスルーをした。


　首からさげたカマとワンストラップシューズのシルバーアクセサリーを花きや車しやな左手で取る。


　同時に、レスターも銀ぎん色いろの懐かい中ちゆう時ど計けいを手に、ふたりが言葉を放つ。








　──ゲルマドライブ！








　光が放たれる。


　その中心にいたのは、真まっ白い──死シニ神ガミ。


「ぶっ飛ばしてから、話を聞こうじゃないのさっ！」


　光を帯びた白い髪とワンピースのスカートをなびかせ、モモは、赫あかい靴で地面を蹴けった。


「こちらに話はない。用があるのは、貴様の持つ、〝幻魔ゲルマ〟だけだ」


　ひどく冷たい目でモモを見上げるレスター。右手に持った懐かい中ちゆう時ど計けいを頭上に掲げると、チェーンが変化し、うねうねと動きだした。頭上から円えん錐すい状じように螺ら旋せんを描き広がる。


「それがあんたの『目的ねらい』かぁ！」


　鈍にび色いろの巨大なカマを振りかざし、モモは、一いつ閃せんする。


「この場合は、目的を達成するタメの『手段』だ」


　滑かつ空くうしてきたモモの一いち撃げきを、レスターの操あやつるチェーンの螺旋が簡かん単たんに受け流す。


「どうした？　せっかくの武器も本気で殺す気がないのなら、無意味だぞ」


　レスターは、チェーンの間から冷たい視し線せんをモモに向ける。


「あ、そうっすか。けど。本気でも本気じゃなくても、『チカラ』の差ってゆうのがあんのっ！」


　叫ぶモモ。そして、一歩を深く踏みこむ。


「ひっさつ！　爆裂指尖閃撃バーストフインガーぁぁぁぁぁぁっ！」


　雄お叫たけんでみるが、モモは鈍色のカマを右手に持ちかえ、左手をレスターのチェーンの螺旋の中に突っこませただけだった。イキオイは抜群だったが。


「正気か？　武器が使えないから素す手でだと？」


　レスターが失笑しそうになるくらいだった。


　しかし、モモは、カマを跳はね返したチェーンをいとも簡単に、その手につかんだ。


「なっ!?」


　レスターの表情も変わる。場数を踏んでいるようだったが、モモのように常じよう識しきにあてはまらなさすぎる相手は、はじめてだろう。


「武器ってひとを傷つけるためだけにあるんじゃない。って、知ってた？」


　にかっ、とモモは満面の笑えみを浮かべた。


　そして、


「そりゃっ[image: ]」


　ラヴリーかつキュートなかけ声で、だが、やったことといえば、








　グワァシャァァァァァァァァァンッッ!!








　チェーンを片手でこなごなに砕くだいてしまった。笑え顔がおのまま、薄うす暗ぐらい月明かりに浮かぶ表情は、狂美的カオテイツクだった。


　身内パートナーのダニエルでさえ、リュックの中から顔を出しながら、その姿に身み震ぶるいして、見み惚とれた。


　薄うす明あかりの下、真まっ白い姿と花きや車しやなシルエット、ひどく綺き麗れいでカオティック。


「次は、あんたのそのちょい長い前髪をちょんぎったろうか！」


　格かつ好こうつかない科白せりふで、モモは手のひらに残ったチェーンの破片をハラハラと空中に舞まわせた。


「……バケモノか」


　巨大な鈍にび色いろのカマを地面につきたて仁に王おう立だちするモモの姿に、レスターがこぼした言葉だった。


　だが、レスターの表情は、普ふ段だんの、花はな園ぞの学がく園えんの風紀委員として見せる淡々とした冷静なものになっていった。


「ちっとやりすぎて、戦意喪そう失しつかな？　なんか予定と違っちゃってたりしたら、ごめんねー」


　ゴメンゴメンとモモは軽く謝あやまるポーズをするが、反省しているようには見えない。


　ダニエルにしてみれば、


「いつものことだ……」


　だった。


　圧倒的なチカラと、緊きん張ちよう感かんのない戦せん闘とう。


　逆に考えれば、緊張感のなさは圧倒的なチカラによるところがあるのかもしれない。


　が。


　違っていた。


　いつもと違っていたんだ。


　まず、気づいたのは、ダニエルだった。


「ん？　そんな……今まで反応がなかったのに……!?」


　リュックの上に登ったダニエルの傍かたわらに置いた超情報端末デバイスに、『反応』があった。


　誰だれかがすぐ近くまできていた。


　なんだろう？


　ざわざわする。


　全身の毛が逆立ってしまいそうに、落ち着かない。


　モモの圧倒的なチカラを目の前にしても、不気味なくらい落ち着いているレスター。


　それとこの反応は関係あるのか……？


　なら、


「モモ……っ！」


　知らせないと。そう思ったが、ダニエルの声にカブせるように、レスターが、


「ふははっ」


　笑った。


　はじめて、笑っているところを、はっきりとした感情を見せた。


「まだオモロイことゆってないんだけどぉ？」


　なら、これからギャグでもいうつもりだったのか、モモがぷーっとかわいらしくほっぺをふくらませる。


「まったく、〝死シニ神ガミ〟というのは、とんだバケモノらしいな」


　レスターが言う。


「え？」


　と、目を見開いたのは、ダニエルだ。


　今の言い方……、どういう意味？


　幻魔ゲルマの〝意志〟と共鳴し、拒否反応ハウリングを起こすことなく、チカラを使っている。つまり、それは、幻魔の〝意志〟に選えらばれているということ。


　幻魔を持ち、その意志と共鳴しそのチカラを持って世界に影えい響きようを及ぼす者を『効果器エフエクター』と呼ぶことがある。それらエフェクターにとって、「幻魔に関するすべてに死を与える者」として、〝死神〟は恐れられている。それこそが、死神が〝死神〟と呼ばれるようになった理由のひとつだ。


　けれど、レスターは知らなかった。


　さすがのモモでも死神の中でも変わり者で特異な存在でも、エフェクターを知っている。幻魔を専門に扱う特殊機き関かん『死神局』に所属する者としても、常じよう識しき外がいのことだ。


　が、さっきの科白せりふからは、レスターが死神のことを知らないように感じられた。それが、レスターが〝常識〟の外から、やってきたことを示しているとしたら。レスターという存在の可能性が、限られてくる。


「モモとボクとも違う、べつの……、世界、もしくは、べつの次元からこっちへきた」


　なら、その目的は、なんだ？


　どうして、そうする必要がある？


「そ、そういえば、ボクらのほかに、べつの誰だれかが〝幻魔〟を集めているかもって……!?」


　じゃあ!?　コイツが？


　可能性が強まった。


　ダニエルは、デバイスを仕し舞まいこんで、リュックから飛び降りた。闇やみの中に黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをふたつ浮かべて、転がるようにモモのもとへ走っていく。


「モモ、やっぱりコイツ！」


　ダニエルが見上げたレスターは、不敵に微笑ほほえんでいた。


「その生ネ物コは、今さら何を慌あわてている？　驚おどろいている？　オレたちのことを知っていたんじゃないのか？」


「猫じゃないし！　猫、っぽいだけ！　ってそんなツッコミしてる場合じゃないＹＯ！」


　自分で乗って自分のツッコミにツッコむ。


「ナイスボケっ！」


　モモは親指をおっ立ててうれしそう。


「ボケてないし！　だから！　じゃなくて、コイツは……！　それと、誰だれかが……！」


　そのときだった。


「──あのぅ、レス？　あれれ？　みなさん、こんなところでお集まりになられて、どうしたのです？」


　闇やみ夜よが一いつ瞬しゆん、さんさん太陽ののどかなお花畑になったかと勘違いしそうになる声が闇の向こう側から聞こえてくる。


「キキちゃん……？」


　その牧歌的な声マシユマロヴオイスは間違えようのない、花はな園ぞの学がく園えんの『姫』、風紀委員の二年生──キキ・デイジーロックだった。


「なんで、ここに!?」


　てか、すぐそこにくるまで気け配はいを感じなかった。


　てか、むしろ、


「ねっ、ネグリジェ!!」


　ひらひらふわふわすけすけしたピンクのネグリジェで、ぱたぱたとこっちに向かって駆かけてくる。ちなみに足もとは、かわいい花のモチーフがついたサンダル。


「めっさめさカワイイんだけどっっ[image: ]」





[image: ]


　モモが今にもキキに抱きつきそうなイキオイで、黒目がちな瞳ひとみをキラキラさせる。


　緊きん張ちよう感かんゼロすぎる。だいたい、真まっ白い天使のような姿をした死シニ神ガミと、ネグリジェ姿の美少女がいる空間ていったいなんなんだ。


「そんなことより！　さっきの反応って、コイツが？」


　モモとは対照的に、緊張感みなぎるダニエルは、しっぽをピンと立てる。デバイスにあった反応は、キキだったのか。


　にしては、


「ふわぁ……よく寝ましたっ。……あれ？　ここは何ど処こです？」


　……寝ぼけてた。


　自分の居場所すら把は握あくしてない。


　なんなんだ。


　なんだなんだ……！


　レスターのよゆうに、キキの登場。ネグリジェは関係あるのかないのか。


　相手にとってモモは予想不可能だが、ダニエルにとっては、このキキが予想不可能だった。


　そして、さらに予想できない事態は、ジェットコースターのように加速していくことになる。


「キキちゃん……？」


　モモが名前を呼ぶと、キキは、眠そうに目をこすりながら、


「ふわぁ、真っ白な……はわわ、天使さんですか？　はじめまして、わたし、キキ・デイジーロックと申し上げまして……」


　驚おどろいて、ぱたぱたと何度もお辞じ儀ぎをはじめた。


　いやいや。と、モモがキキに近づこうとした。が、


「キキ。アレは持ってきたか？」


　スッと音もなく、レスターがキキの背後に立っていた。


「はいっ。えー……っと、コレですっ」


　ぱたぱたとあわてつつも、キキは、ネグリジェ姿の何ど処こに持っていたのか、手のひらを重ねたその上に、奇妙に光る〝石〟を乗せていた。


　それは、





　──幻魔ゲルマっ！





　モモとダニエルがユニゾンで叫んだ。


「まだ、あったの？」


　ダニエルの誤算だった。


　レスターが幻魔の所持者なら、それに近しいキキも同じく所持者の可能性はあったはずだ。


　しかし、あんまりにもすごいキキのおっとりっぷりや存在のお花畑っぷりに、完全にスルーしてしまっていた。


「そうか。キキ、目を閉じるんだ」


　キキの手のひらの〝石〟＝〝幻魔ゲルマ〟を包むように自分の手を重ね、レスターはキキの耳もとで囁ささやく。


「はいっ」


　素直にうなずき、それに従うキキ。長い髪が湿度の高い風に絡からまる。


「ちょ、おまっ！　あたしのキキちゃんに、エロイことすんなっ!!」


　対してモモが何な故ぜか怒りを見せる。


「バケモノには、バケモノを……。我われらが願ねがいのチカラを見せてやろう」


　レスターが口もとに薄うすく笑えみを浮かべた。


　その刹せつ那な。


　キキの手のひらにあった〝幻魔〟が光を放ちだした。


　変化が起こる。


　光が、螺ら旋せんを描きながらキキのちいさな足から這はい上がってくる。


　と同時に、ふわりと数センチ地上からキキの身体からだが浮き上がった。


「さあ、はじめようか。終わりの仮面舞踏会マスカレードを」


　レスターの手には、華はなやかな装飾が施ほどこされた『首輪チヨーカー』がにぎられていた。


　そして、キキの肩から首に両手を廻まわし、チョーカーを首に着けさせた。


「だから、エロイことすんなって！」


　何がどうエロイことなのかの説明をモモがするでもないので、おいといて、ダニエルは再び取り出した超情報端末デバイスに示された数値に我わが目を疑った。


「……っ!?　周囲を包みこむゲインが異常に増えてる……っ！」


　これまでの改造幻魔モデイフアイによる現象のときに出ていた数値とは、ケタが違う。


　原因は、目の前の、キキだ。


　キキの首に着けられたチョーカーには、チェーンがつながっていた。


　チェーンは、レスターの懐かい中ちゆう時ど計けいからのびている。


「『ニノ』という世界を知っているか？」


　光になびくキキの髪の向こうから、痛さを覚えるほどに冷酷なレスターの瞳ひとみがこちらを見ていた。


「……ニノ？」


　モモにもダニエルにも馴な染じみのない名称だ。


「知らなくて当然だ」


　としかし、レスターが言った。


「オレたちがいたその世界はもう──存在しない」


　レスターの目が赤く血走っていく。幻魔ゲルマの影えい響きようだろう。


「どういうこと……？　存在しない世界？」


　モモは、キキを中心に放たれる圧力プレツシヤーに身構える。


「モモっ、ヤバイよ！　ヤッヴァイよ！　こんなにゲインが上がったら空間ごと歪ひずんでワケ判わかんなくなっちゃう!!」


　ダニエルが言い終えるか終えないかで、モモは、


「ったく、なんなんだっつーの！」


　ヒカリのドームを作り出す。


　世界と世界の狭はざ間まに切きり離はなされた空間──対幻魔用位相空間モツシユピツトを作り出す。


　ヒカリのドームは、あたり数百メートルを呑のみこんだ。これで元の世界には影響がない。そのはずだが、キキのプレッシャーに、空間自体がビリビリと震ふるえた。


「チカラに対抗するには、チカラが必要だ」


　チェーンがうねうねと動く。と、レスターの懐中時計が形を変化させていく。


　これがレスターの持つ〝幻魔〟の真の姿だった。


　手のひらよりも大きな無ぶ骨こつな立方体は、レスターの手から離れ、空中に留とどまる。黒と赤で、正面に見える部分はスクリーンのようになっていた。


「この『混沌の支配者カオスパツド』と、キキが持つもうひとつ、『混沌よりの使者カオシレーター』は、ふたつでひとつ」


　レスターがスクリーンを指先でなぞるように触れると、チェーンが揺ゆれ、キキが反応した。


　背中を向けていた格かつ好こうから、宙に浮かんだまま、ゆっくりとこちらに向いた。


「──キキ……ちゃん……っ？」


　キキにただならぬシンパシーを感じていたはずのモモでさえ、目を丸くして、その様よう子すが信じられなかった。


　可か憐れんでふわふわの印象とはかけ離れた姿だった。


　キキの瞳ひとみは、燃もえるように赤く、流れ出る涙も赤く血のように染そまっている。


　まるで、


「──悪あく魔まだ……ッ」


　ダニエルがぽつり、こぼした。


「あ、あたしの、キキちゃんが……とんでもねぇことになってしまったわさ……！」


　そのビジュアルのあまりのショックに、さすがのモモも動どう揺ようで言語に支障が出た。


　とても、これがあのキキだとは思えない。思いたくない。まるで、悪魔の仮面をかぶらされているようだ。


「なにしてくれてんのよ！　キキちゃんはあんたの許嫁いいなずけとかじゃなかったんかよ!?」


「そんなのは生徒の勝手な戯ざれ言ごと。オレは、デイジーロック家に、キキに仕える──執しつ事じだ」


　レスターは、血走った目でモモたちの姿をとらえる。


「し、しつじ!?　王子じゃなくて!?　な、んなら、よけいだろうがっっ！　ご主人さまキキになんてことしてんだよ！　アホか、あんたはアホか！　いや、アホだ!!」


　モモは手足をばたばたさせながら、抗こう議ぎしてみせる。


「黙だまれ。オレたちの悲壮も覚悟も何も知りもしない分ぶん際ざいで！　これは、『ニノ』を復活させるタメだ。それは、オレの、そして、王族でひとり生き残ったキキの望みでもある」


　レスターが、またスクリーンをなぞる。


「ビスケットハンマー・モード」


　すると、キキの右腕にチェーンがまとわりつき出現した。それはどんどんと伸びていき、さらにその尖せん端たんには、


「──がっ、ガン○ムハンマーっっ!!」


　モモは驚きよう愕がくのあまりに叫んでいた。


　キキの手から伸びるチェーンの先には、トゲトゲが生はえた巨大な球体があった。


　異常だ。


「ま、マジでか……!!」


　ショックでモモの口が呼吸困こん難なんになったように、ぱくぱくと空から振ぶる。


　お姫さまのようなキキが、狂気的な凶器トゲトゲハンマーを手にしている姿は、さっきまでの、ふわわふした雰囲気とネグリジェのかわいらしい容姿を引きずったままだからこそ、異常で、異様だった。








　ズシンッ。








　しかも地面に触れただけで、その場にちいさなクレーターが生じるほどの強力なエネルギーを帯びている。


「ひぃっ」


　ダニエルが、ちいさく悲鳴を上げる。それでも逃げることなく、頭だけは冷静に、状況を分析しようとする。ここまでの戦せん闘とうでモモが一方的だったこともあったが、よゆうを持ちすぎた。


　分析不足だった！


　悔くいるダニエルだが、後悔なんて何にも役に立たない。


「そうか！　アイツ、補正系イコライザーの能力を持ってたんだ！　どうりで、モモにあっさり負けるワケだよっ。もともと戦闘向きの能力じゃなかったんだから……！」


　さっきからレスターが声を出したり、手もとの〝幻魔ゲルマ〟が変化した『スクリーン』に触れると、キキが反応している。


「〝幻魔ゲルマ〟によって失われた『ニノ』は、〝幻魔〟でしか取り戻せない……故ゆえに、貴様の持つ〝幻魔〟の〝意志〟もこの手に……!!」


　レスターが叫んだ。スクリーンをなぞることでコントロールを受けたキキが、動いた。


　巨大なハンマーが重さを無視した動きで、モモたちを頭上から押しつぶそうと、襲おそってきた。


「ちょうぇぇ────ぃっっ！」


　かけ声はヘンだが、モモはダニエルを抱きかかえた瞬しゆん間かん、その場から跳ちよう躍やくした。


　モモがいたところには、十メートルに達そうかというクレーターができあがった。


「マジでか！」


　笑えてくるほどの威力だ。こんなのをもらったらさすがのモモでも、ちょっとアブナイ。しかも、いくら位相空間だとしても、このまま攻こう撃げきがつづけば外側に影えい響きようが出かねない。


　それほど、キキのハンマーのチカラは普通じゃなかった。


　悪あく魔まのチカラだ。


「何コレ!?」


　ダニエルの超情報端末デバイスが見たことがないような数値をはじき出している。


「救援を呼ぶ!?　って、そんなの間にあうワケないし！　しまったーっ！　こんなことならモモのもボクのも〝幻魔〟のチューニング、ちゃんとした戦せん闘とう用ようにしとけばよかった……！」


　これまでの生徒たちが起こした幻魔を使った事件のときとは、レベルが違う。比べものにならない。今、モモもダニエルも、〝幻魔〟のレベルをワザと下げた設定にしてあった。


　──命を奪うばわないタメだ。


「ずだぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」


　ハンマーが横殴りに飛とんできた。今度はさけれずに、直ちよく撃げきではなかったが、防ぎきれず、モモとダニエルは吹ふっ飛ばされた。


　派は手でに、グラウンドの土をえぐりながら、転がる。モモは、鈍にび色いろのカマを地面につきたて、イキオイを殺した。だが、たった一撃受けただけで、モモにもダニエルにもそうとうなダメージが残ってしまった。


「ぐわし！　い、今のは、イッタぁ……くっそーっ、キキちゃんのあんな姿見させられて、ただでさえショックがでかいのに……！」


　肉体的なダメージもそうだが、精神的なダメージがより大きい。


　おまけに、お気に入りの〝制服〟も、すでにボロボロだ。モモは、くらくらする頭を押さえて、真まっ白い髪の毛をかき上げる。


　今の一撃は、そうとうやばかった。耐えられたとしても、そう何度も喰くらってしまうと、いよいよピンチになってくる。


「どうする？」


　モモはつぶやく。キキに、『キキ・デイジーロック』としての意い識しきはないようだ。


　つまり、操あやつっているのは、レスター。キキの持つ〝幻魔ゲルマ〟のチカラを、キキを触しよく媒ばいとして利用している。


　なら、レスターからキキのコントロールを切きり離はなせば？


　ダメか。それじゃ、キキがチカラを暴ぼう走そうさせる可能性がある。じゃなきゃ、最初からレスターのコントロールなんて必要ないだろうし。


　このまま戦ったら、絶対にキキに被害が及ぶ。


　チカラをセーブしたままで、やるか？


　キキにダメージを与えないためには、そうするのがベスト。


　ただそれでは、あのハンマーに太た刀ち打うちできるとは思えない。


　モモは、瞬まばたき一回の間に、考えを巡めぐらせる。


　それは、ダニエルも同じだ。


「チカラをセーブしたままじゃ、こっちが先にやられちゃうよ、モモっ」


　超情報端末デバイスに映し出される異常な数値がそれを示していた。


「だからって！　あたし、今の状態だと、自分だけじゃ、最弱か最強かのどっちかしかチカラをコントロールできないしっ！」


　さらりと、「そこんとこはもうちょいがんばればなんとかなるんじゃない!?」的なことをモモは言った。


　でも、それが悪い冗じよう談だんなんかじゃないとダニエルが一番よく知っている。


　変わり者の真まっ白い死シニ神ガミに付けられたあだ名は、『破壊的な天使デストラクシヨンベイビー』だ。モモ自身も制御に苦しむほどの、チカラをその花きや車しやな身体からだに宿している。


　奇遇というかなんというか、モモもキキもチカラを持てあまし気味。その違いは、意い識しきがあるかないかというだけかもしれない。


　だが、そこが一番でかい。


　傍かたわらにいるパートナーを信じることができる。


「ってことは、おたがいのパートナー勝負ってことか……」


　モモが囁ささやくように言って、笑った。


「あたしだけじゃ、ムリだけど……ッ！」


　何を言ったのかは聞こえなかったが、こんなときによく笑えるなー、とダニエルは思った。


　そして、綺き麗れいに笑うモモに、見み惚とれそうになった。


「いやいやいやいやいやいやいやいやっ」


　違う違うとダニエルは、大きく首をぶりんぶりんさせる。








　──ブォォォォォォォォォォォォォッ！








　その場にある空気をも破は壊かいするように、キキが振ふり廻まわしたハンマーによる第だい二に撃げきが降ってくる。


「だひゃーっ！」


　ダニエルを抱え、モモが地面を転がり何とかかわした。


　が、ハンマーが地面にクレーターを生み出すその余波を喰くらって、吹ふき飛ばされる。モモはよけいにごろごろ地面を転がされた。


　さらに。


　攻撃はやまずにつづいた。


　三撃、四撃、五撃、次々かわしていくモモだったが、完全にはよけきれず、かすったり、余波を受け、そのたびいちいち吹ふき飛ばされて、グラウンドの上を転がった。


　六撃目では、ハンマーの直撃を喰らった、位相空間内の花はな園ぞの学がく園えん高等部の校舎が、完全に倒とう壊かいしてしまった。


「さて。そろそろ、終わりにしようか」


　レスターの操あやつるキキが悪あく魔まの表情で、ゆらりゆらりと、モモに近づいてくる。


　巨大なハンマーが引きずられるそれだけで、地面が粉ふん砕さいされていく。


　とんでもないチカラだ。


　さっき、クールなレスターが自分たちの正体に触れるようなことを喋しやべったのは、ただの気まぐれでもなく、『自信』からだ。





　──此こ処こでモモの命を奪うばう。





　そして、モモが持つ〝幻魔ゲルマ〟を手にする。


　強大なチカラを得て、さらなるチカラを得るために。


「そりゃ、ちと困るなぁ……」


　完全に追いこまれた状況にあっても、モモの調ちよう子しは変わらずだった。


「あたしは、『王子さま』になるのっ。ならなきゃなの。だから、こんなトコで負けてられないのッ。ましてや、お姫さまを操るようなドＳの執しつ事じに……！」


　モモは、ハンマー攻こう撃げきにより平坦な部分がほとんどなくなった地面に立つ。


　その姿に、ダニエルは今日きよう何度目か、我わが目を疑った。モモまでキキみたいにバーサーカーになってしまったのかと思ったくらいだった。


　モモは、キキが振り廻す巨大ハンマーをよけようともせず、むしろ、真まっ正面に立っていた。


「ちょ、ちょっと、モモ!?」


「だいじょうぶ」


　自信満々にモモは言った。


「な、なにが!?　ぜんぜん、だいじょうぶじゃないよ!?」


「でも、だいじょぶなのっ！」


　今度は、からりと笑う。


「モモっ、毎回いってるけど、緊きん張ちよう感かんを持ってね……！」


　ダニエルが懇こん願がんする。


「だから、だいじょうぶなの！　あたしは、ひとりじゃないから！」


　このとき、モモが何を言おうとしていたのか、ダニエルには、判わかった。


　ひとりじゃない。


　ダニエルがいる。


　だから──だいじょうぶ！


「うっし！　やってやれだぜ！　データのリワイヤーとか、その他もろもろ、あとは、よろしくねっ、ダニーっ[image: ]」


　ウィンクで微笑ほほえむモモ。


　ひどくかわいくて、ひどく綺き麗れいで、狂美的カオテイツクだった。


　モモは、鈍にび色いろのカマをコレまでと違って、ワキの下と腕で柄えを挟はさみこんで構える。


「緊急リミッター解除！　イコライジング、リエフェクト。ドライブモードＢ『ファズドライブ』！」


　吠ほえるように叫んだ。


　瞬しゆん間かん。


「リアルタイムにデータを打ちこんでリンクさせるなんて、普通やんないんだからね!?　ったくさぁ、もう！　逆にぶっとんじゃっても知らないから、ボクっ！」


　そう言いながらも、ダニエルはしっかりと反応し、すでに動いていた。








　──りりりんっ。








　ダニエルの赫あかい首くび輪わにつけられた大おお袈げ裟さな鈴すずが、歌を唄うたうように鳴る。


　これが、ダニエルの持つ〝幻魔ゲルマ〟だ。


　ダニエルを囲み円えん盤ばん形けい状に白と黒の半透明な『鍵盤キーボード』が現れた。


「ＰＯＤスタンバイ、データ32Ｂを破は棄き！　リロード、再設定開始！　パターン、ツインアンプモード、ＡＣ15＋ＯＲ30、エフェクトオンっっ!!」


　すべての脚あしとしっぽを使いダニエルは、鍵けん盤ばんの上を舞まい踊るように、〝幻魔ゲルマ〟を操そう作さする。


　ダニエルの幻魔は、モモのチカラを最大限に引き出すために存在していると言っていい。


　最高の相あい性しようで、最高のマッチング。


　これまでも何度もモモの補助をしてきた、揺ゆるぎない『自信』がある。


　でも、過信はしない。


　モモを信じる。


　それはチカラじゃない。


　モモだから、信じられる。


　信頼だ。


「ゲイン、ヴォリューム最大！　ちょっとやけくそだけど、オッケー、モモ。やっちゃって!!」


　鈍にび色いろのカマが姿を変える。


　真まっ白いワンピースに施ほどこされたラインが青く色づく。モモは、『トリガー』に手をかけた。


　その形は鈍色でカマの原形をとどめているが、それはライフルタイプのキャノン砲だ。


　モモの耳もとから瞳ひとみにかけ、スコープが出現した。


「狙ねらいは、ガン●ムハンマー!!　よっし、目標をセンターに入れてスイッチ！　──ファズブレイカーっ！　ブッ放すッ!!」





[image: ]





　閃せん光こう。


　解き放つ。


　突つら抜く。


　ヒカリが射うった。








　ちゅ、





　ど[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ!!








　ありえないくらいの眩まぶしい光が、あたりを呑のみこんだ。


「そんなハズがない……っ!!」


　レスターの目の前で、切れるはずがないキキとつながったチェーンが砕くだけて散っていく。


　キキが振ふり廻まわした巨大ハンマーも、光の中に跡形もなく消し飛んだ。


　キキのチカラは間違いなく、強大で強きよう暴ぼうで凶悪だった。


　しかし、それを操あやつるレスターの自信は、「このチカラなら負けるはずがない」という過信になっていた。


　キキもレスターを信じていただろう。


　自分が醜みにくい姿になっているという意い識しきは失われていたが。


　モモとダニエルも同じ、信じていた。


　でも、違う。


　キキは、レスターに制御されているだけだった。あまりの強大なチカラに振り廻されてバーサーカーと化して。


　それをコントロールするのが、レスター。


　でも、違うんだ。


　モモとダニエルは、パートナーだった。


「ったくさぁ、ほんとさぁ、ボクの補助がうまくいかなかったらどうするつもりだったの？」


　ダニエルが最後の一いち撃げきの余波でちょっとぼろぼろになりながら、ぼやいた。


「助けてくれたじゃん」


　としかし、モモは、けろりと言った。


　モモを包んでいた光が消える。それといっしょに位相空間も消えていった。


　周囲は、また、日常に戻る。薄うすく広い雲で空は隠かくれたままの、蒸むし暑い夜だ。


「じゃあさー、助けるのはいいけど、処理が間まに合わなかったら？」


　モモも、全身砂すな埃ぼこりだらけのぼさぼさ頭をわさわさしながら、だけど、


「え？　間にあったじゃん。だって、ダニエルでしょ？」


　信じてたよ。


　と、言うかわりに、笑った。


　とても綺き麗れいに笑った。


「フハー……」


　ため息に似た深呼吸をしながら、ダニエルは、まあ、いっかと苦にが笑わらいをした。


　モモは、ダニエルを信じていた。


　自分が危き機き的てきな状況になったとしても、ダニエルがなんとかしてくれる。


　だから、信じられる。


　自分の力も。


　過信じゃない、確かく信しんだ。


　絶大なチカラ、信じる心、強きよう靭じんな意志。


　だから、モモは強い。


「なんかさ、キキちゃん哀かなしそうだった」


　モモは、地面にしゃがみこんだまま動かないレスターに歩みよっていく。


　レスターの腕の中には、いつもの愛くるしい表情で、


「すぅすぅ……」


　と、かわいらしい寝息を立てるキキがいた。


「〝幻魔ゲルマ〟の影えい響きようを受けている間あいだの意志も記き憶おくもないはずだ……」


　レスターはうわごとのように言った。


「そうじゃないよ。心はずっと、此こ処こにある」


　しゃがみこんで、モモはレスターに目め線せんを合わせる。


　その花きや車しやな指ゆび尖さきは、キキの胸のあたりを差していた。


　が、


「しかしまあ、あいかわらず、おっきいですな」


　エロイおっさんみたいな口く調ちようで言う。がまんができなかったのか、モモの視線がキキの胸に突き刺さっていた。


　今までの緊きん張ちよう感かんが一気に吹ふっ飛んで、


「……お願ねがいだから、緊張感を持って……」


　一気にモモの腕の中のダニエルのちっさな両肩に疲労感が重くのしかかってきた。


「ふざけるなっ！」


　レスターが怒ど鳴なり、モモの不ふ埒らちな指尖を手で払いのけた。


「まだ、元気あんじゃん」


　にかっ、とモモは微笑ほほえむ。


「そんだけ元気なら、ちゃんとキキちゃんを連れて帰ってあげれるよね？」


「…………っ？」


　何を言ってるんだ。とレスターの目がモモを見つめる。


　その目を見つめ返す。


「次は、マジであんたのことブッ飛ばすからね？」


　モモは言った。そして立ち上がると、キキとレスターに背を向けてしまう。


「……何な故ぜだ……。オレたちを生かすつもりか……？」


　今のレスターの命なら、簡かん単たんに奪うばうこともできる。


　だが、モモはそれをしようとはしない。


　それに加えて、改造幻魔ゲルマを手にしてしまった生徒たちのときのように、チカラを使って幻魔に関する記き憶おくを奪うばうこともしなかった。


　モモは、たぶん、レスターにとって〝記憶〟が必要なモノだと思っていた。


「あたしは死シニ神ガミ。命を司つかさどる者なら、あたしは、生かすの。だからさ、まっ、その次に考えることにする」


　キキのことも、レスターのことも。


　生かす。


　生かしてみせる。


「あんたが、何ど処こから来たとかそんなの知らない。宇宙の外だろうが、異次元だろうが、異世界だろうが、関係ない。あんたはあんたの勝手にすればいいよ、べつにさ。なんか、ワケありなみたいだし……。でも、あたしらの邪じや魔まはしないで。あたしの目的は、あんたたちのことを倒すことじゃないし……、キキちゃんと、こんな風ふうになりたくなかった……だから、もう、こりごりなのっ。美少女は、愛めでるに限る！」


　なんか、


　いいこと言った風なのに、やっぱり最後もしまらないなぁ、となげくダニエルだった。





　　　　♪





　どれくらい、ここにいるだろう。


　モモとダニエルの去ったあとも、レスターはグラウンドで呆ぼう然ぜんとしていた。


　キキの〝幻魔〟と〝意志〟のチカラは、劣ってはいなかった。


　それなら、どうして、負けた？


　判わからない。


　判わからないが、


「……オレたちは、また、生かされたということか……。それもまた、敵に……」


　視し線せんを落とす。腕の中で眠るキキ。


「……姫キキ、それでもオレたちは、生きなければならないんだろうな……」


　次は、負けない。


　負けられない。


　この世界にきたのは、生かされるためでも、負けるためでもない。


　失った自分たちの世界を取り戻すためだ。


　此こ処こにくるためにも、たくさんの犠ぎ牲せいがあった。


　たった、ふたり。


　チカラを得たはずだったのに。


「誤ったのはオレだ。オレたち……のチカラが劣っていたワケではないはずだ……」


　それに、


「あの、強力な〝意志〟と〝幻魔ゲルマ〟は、いずれ必要になる。復活のために……手に入れなくてはならない」


　レスターは、キキを抱きかかえ立ち上がった。





　もう、朝あさ陽ひが昇のぼりはじめていた。





　そして、








　もうひとつの、影かげが動き出そうとしている。





　そいつは、


「メェ[image: ][image: ]」


　と、羊のように、啼ないた。













　　　　Masquerade KiKi - fin.





　

独奏「秘密の花園少女。」



solo: Unknown Star's Bolero / momo secret.44







　　　　♪





「──選えらばれたのよ」


　子供よりも子供っぽいその声の主は言った。


　何もない空間だった。


　いや、数分前までは廃はい墟きよ同然の建けん築ちく物ぶつが並んでいたが、跡形もなく吹ふき飛んだ。代わりに数キロほどのくぼみ……ができていた。その中心に、少女がひとり。ぼろぼろの真まっ白いワンピースには似合わない可か愛わいらしい赫あかいワンストラップシューズ。傍かたわらには、鈍にび色いろのカマを地面に突き刺している。


「選ばれた？　あたしが選んだんじゃなくて？」


　見上げる黒目がちな瞳ひとみを真まっ直すぐに、その少女が、オトナびているのに子供っぽい不ふ思し議ぎな響ひびきの声で返す。


　少女の髪は〝真っ白〟に変化していた。ヒカリが周囲を包みこみ揺ゆらめく様さまは、まるで背中にヒカリの羽は根ねが生はえているように見えた。少女の〝チカラ〟は、すべてを消し去る。


「そう、『星を観る者スターゲイザー』によって選ばれた。そして、あなたは選ばなくてはいけない」


　子供っぽい声は、真っ白い少女の見上げた視し線せんの先、ぷかぷかと宙を浮いていた。それは、真っ白で赫い眼のうさぎだ。長い耳をぱたぱたさせながら、オトナの口く調ちようで言う。


「あなたには──死んでもらう」


「……あっそう」


　張りつめた緊きん張ちよう感かんを無視して、あっさりと受け入れた。少女はおどけて笑う。


「もう、判わかっているのかしら？　あなたを選び、あなたが選んだその〝幻魔ゲルマ〟は、チカラが強大すぎる」


「そう、みたいね」


　真っ白い少女は、自分の周囲を見た。隕いん石せきでも堕おちてきたような有あり様さまだ。巨大なクレーターに、自分のやったことに苦にが笑わらいが出そうになった。正直、少女もチカラを押さえきれないのは事実だ。今も、ちいさな星ひとつを、消した。


「本来、我われ々われ組そ織しきは、あなたを『消滅』させなくてはならない」


「大おお袈げ裟さじゃない？」


「ぜんぜんだわ。それほどあなたは、我々……いえ、『世界』にとって凶悪と言ってしまえるほどですもの」


「すっごい、過大評価っ」


「そうでもないわ。あなた、今なんて呼ばれてるか知ってる？」


「さあね」


　真まっ白い少女は、傍かたわらの鈍にび色いろのカマをつかむと、クレーターを歩きはじめた。


「『星殺しスターキラー』または『破壊的な天使デストラクシヨンベイビー』よ。死シニ神ガミよりも死神らしいってね」


　赫あかい眼のうさぎが言う。


　と、


「あっそ。たしか、あんたたち『死神』だっけ？　死神にそんな風ふうに言われてるって、ある意味、光栄なことだわ」


　少女は自分を笑った。


「で、その死神よりも死神っぽいあたしを──勧誘にきたってこと？」


「やっぱり、もう判わかってるじゃない」


「まあね。その話、何度目だっけか」


　少女が歩くスピードで、赫い眼のうさぎもぱたぱたついてくる。


「知らないわ。判ってるのは、以前にもこの話をもっていった『死神局』の使者をあなたがことごとくぶっ飛ばしてるってこと」


「あー、そんなこともあったけなー」


　他ひ人と事ごとみたいな口ぶりだった。


「で、次はあんた？　うさぎさんっ」


「そうよ。でも、これは最後通告」


「つまり。あたしが、あんたらの仲間になるか。それとも消されるか」


　少女は止まらずに、クレーターの向こうへ歩いていく。


「どちらにせよ。あなたには一度、死んでもらうことになるけれどね」


「マジで？」


「べつに、命を取る。って意味じゃないわよ。それに近い代だい償しようをもらう。等価交換ってやつかしら？」


　赫い眼のうさぎが高度を下げ、少女にならぶように宙を浮く。


「等価交換トウカコウカン？　それって、あたしの名前とかけてんの？」


「ちっがうわよ！」


「あ、っそ」


「存在として、存在しなくなるってことよ」


「はー。意味判んないんだけど？」


　少女がちらりと赫い眼のうさぎを横目に見る。


「我われ々われは、あなたの──名前を奪うばう。あなたは死ぬ」


「名前で死ぬ？」


「ええ。名前は存在を表すもの。それが失われるということは、存在が消えるのと同じ」


「それが等価交換？」


「そうよ」


　赫あかい眼のうさぎのひと言に、少女はしばらくじっと考えて黙だまりこんでしまった。


　そして、果ての見えないクレーターの果てにたどり着いたころ、


「判わかった」


　少女が言った。


「あたし、──死シニ神ガミになる」


　クレーターの果てで、少女は笑った。


「──でも！　あたしは自分の願ねがいを叶かなえるために、この〝幻魔ゲルマ〟を手にした。それは譲ゆずれない願い。だから、この幻魔はこのままあたしのモノ。あんたたちには渡さない」


　すると、今度は、赫い眼のうさぎが黙りこんだ。


　しばらく、そのまま真まっ直すぐに互いに視し線せんを交かわす。


　そして、


「いいわよ」


　赫い眼のうさぎが言った。


「え、マジで？」


　真っ白い少女が、意外とばかりに急に軽いノリで訊きき返す。


「そんな安やす請うけ合いしていいの？」


　自分で言っておいて、なんだけれど。


　少女は、死神になることを了承した。が、自分の願いを『ＮＯ』と否定されて、それを理由にこの赫い眼のうさぎを追い返すつもりだった。


「そんくらい言わなきゃ。あなたまた、暴あばれるでしょう。ここは、位相空間だからいいけれど。それでも毎回星を滅ぼすほどのチカラを使われたらたまったもんじゃないわ」


　やれやれと赫い眼のうさぎは器用に前まえ脚あしを組む。


「『存在の意志』には、こっちから報告しておくから。それくらい聞き入れてもらわないとわたしだってやってられないわよ。こんな命がけの任務」


　赫い眼のうさぎは苦にが笑わらいする。


「へぇー、なんか、話判るやつがいるんだね。死神局とかにも」


「わたしのほかはみんな、頭のかったい連中ばっかりよ？」


「あー、マジでかー」


　苦にが々にがしい想おもい出でが蘇よみがえる。少女がまだ、〝幻魔〟を手にする前──人間だったころのことだ。


　でも、それももう遠い昔。


「それじゃあ、よろしく。わたしは、ルーシィ」


「ルーシィ？　かっこつけた名前ね、──チビリでいいじゃん」


　少女はにたにたする。


「なによ、チビリって」


　赫あかい眼のうさぎは、嫌いやそうな表情になる。


「チビだから」


　簡かん単たんに言って、真まっ白い少女は赫い眼のうさぎに向き直った。


「で、あたしはどうすんの。名前、消されちゃうんでしょ？」


「そうね。あなたはたった今から、死シニ神ガミ『Ａ』の一〇〇一〇〇じゆうまんとんでひやく號ごうよ」


「ながっ！」


「ガマンしなさい。そのＩＤはチョー特別なんだから」


「特別なんていらないけどねー。あたしは……たいせつなものを護まもれるチカラがあればいい」


　真っ白い少女は、その日、





　死神になることを選えらんだ。








　ひとりの少女のために。








　やがて、その選せん択たくが──世界の運命を決める。





	
		[image: ]

	




　　　　♪





　新しんトウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えん＝王子町もすっかり、梅つ雨ゆの真まっ只ただ中なかだった。


　ここ数日は、雨が降ってばかり。一秒、一分も止やむことがない。梅ばい雨う前ぜん線せんだかなんだか、雨あま雲ぐもも少しは休んでみてはどうだろうか。そんなんで息切れしないか？


「……しないってか……」


　黒目がちな少女が、ため息のようにひとりごちた。


　やたらオトナびているのに、ひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスは、誰だれの耳にも届くことなく、湿度の高い空気に溶けて消えていく。


　三限目の古文が終わった休み時間。花園学園高等部一年桜さくら組ぐみの教室。窓側の一番うしろに座る、黒目がちな少女──此こ処こでは、咲サヶカ本モトモモという名前──は、机に頰ほお杖づえをついて、窓の外に視し線せんを向けていた。なにげなく、ハートのワンポイントの付いたアンダーリムの眼鏡めがねのズレを、くいっ、と左手の人差し指で直す。


　しとしと。


　外は、雨だ。


　しとしと、じとじと。


　雨、ばっか。


　最初のうちは、


「この雨が、もしか、オレンジジュースだったら？　コーラだったら？　メロンソーダだったら!?　おっきな口をあけて、あーんっ、て飲のみ干ほしちゃうんだけど……！」


　とか、考えてひとりでにまにましていたんだけど……。


「こうも、毎日毎日、降られるとね……じめじめするし……」


　それに、本当に雨が、オレンジジュースやコーラやメロンソーダだったら、べとべとしてしょうがないと思う。


「べとべとは、この、髪のセットを破は壊かいしようとするイジワルな湿気だけで十分っす……」


　また、ひとりごちる。


「モモちゃん、次、教室移動だよっ」


　クラスメイトのひとりが声をかけてきた。


「あ、うんっ」


　言って、モモは、窓の外から視線を外はずした。


「ほら、那ナ由ユ多タさんももう、行っちゃったみたいだよ」


　クラスメイトの子が言う通り、モモの前の席に座っているはずの女子生徒の姿がない。


　あれ？　今さっきまでいたのに？


　といってもあまり、不ふ思し議ぎがることでもない。


　モモの前の席に座る散ざん切ぎりボブの女の子──那ナ由ユ多タソラは、その通り不思議な子だった。


　いつもいつも、レトロな携帯ゲーム機きをプレイしているし、制服の下には、ジャージを着用していたり、喋しやべっているところをほとんど聴きいたことがなかったりする。


　寝ぐせっぽいハネハネ散切りボブとか、制服とかもちゃんとすれば、ちゃんとカワイイのにもったいない。


　モモは、那由多ソラの『不思議』な魅み力りよくに気づいていた。たぶん、モモだけだ。クラスメイトには、「変わった子だなぁ」としか思われていないだろう。


　モモも、二ヶ月前、この花はな園ぞの学がく園えんに転校してきたときは、


「変わってるけどカワイイ子」


　という印象をクラスメイトやほかの生徒たちに持たれていた。けれど、今は、


「おもしろくてカワイイ子」


　という風ふうになってきている。


　モモも、モモがいる学園の風景も、すべてがもうお馴な染じみだ。


　それから、この梅つ雨ゆの長雨も。お馴染み。


「それは、なじまんでいい……」


　最後のひとりごとで、モモは、席を立った。


　いつも通りの、退屈な一日だった。





　はずだった。





　　　　♪





　教室移動の途と中ちゆう。


　学園ではお馴染みのアイドル的存在『王子』こと、判りやすく右腕に『風紀委員』と書かれた腕章をした三年の、レスター・ポルファスと廊下ですれ違った。


　くすんだ暗い色の金髪をなびかせ、通りすぎていく。ただ、それだけで、もっか教室移動中のクラスメイトの女子や、廊下を歩くほかの女子生徒たちから、


「きゃあ、レスさま[image: ][image: ]っ[image: ]」


　悲鳴に近い歓声が上がった。足を止めてレスターに見入る子、二、三人で肩を寄せてふわふわと浮き足立つ女の子たち。


　モモは、そんな女の子たちの間を、すぅーっと、何事もないように通り抜けていく。


　女子はレスターに、男子はレスターに騒さわぐ女子に圧倒されて、誰だれもモモの様よう子すに気づかなかった。


　ただ、レスターがすれ違うその瞬しゆん間かん、


　モモのほうを見た。


　モモも、レスターをチラリと見る。


　目があった。


　一瞬だ。そのまま、すれ違っていく。


「なんだ、キキちゃんいっしょじゃないんだ」


　モモのつぶやきは、あいかわらず、湿度の高い空気に溶けて消えていった。


　そのままモモは、廊下の次の角を左へ曲がろうとした。ところが、また、通りすぎた背後で、ざわめきが起こる。


「……もしかして？」


　キキちゃんがきたのかな？


　ちょっぴり期待しつつ、角を曲がる前に、横目に振り返ってみる。


「なんだよぉ……」


　としかし、モモの唇からは、吐と息いきが漏もれただけだった。


　ふわふわしていてお花畑が見えるような甘い雰囲気の、学園の『お姫さま』こと、キキ・デイジーロックの姿は、そこになかった。


　代わりに、レスターの傍かたわらに立っていたのは、長髪で細身の男子生徒だった。判わかりやすく『風紀委員』とか『生徒会』とか書かれた腕章をしてないが、たぶん、三年生だろう。


　たしか、レスターほどではないが、それなりに生徒たちに人気のあるヤツだった。


　……ような気がする。


　モモが、興きよう味みのない一般人の生徒のことをいちいち記き憶おくしているはずがない。クラスメイトでさえ、顔と名前を一致させるのに、時間が必要だったくらいだ。


　こんなときダニエルがいたら、


「あ、そいつはねっ」


　とか、訊きいてもないのに教えてくれるのに。今はいないのでしょうがない。モモの眼鏡めがね型がたの超情報端末デバイスで連絡を取ればいいんだけど、それも、まあ、メンドくさい。


　とりあえず、レスターと人にん気きのある男子生徒が肩を並べているそのシチュエーションに、女子生徒がときめいてるんだろう。


　このむんむんむしむししたウザったい湿度な上に、なに昼間っからサカってんの？　まったくぅ。


「──この前のこと、少しは考え直してくれたかい？」


　男が、肩にかかる長髪を片手で払い、レスターに親しげに話しかける。


「いや」


　レスターは、足を止めているが、男と目を合わせるつもりはないらしい。


　すると、男は、わざわざレスターの視し線せんの真まん前になる場所まで、移動して、


「君が力を貸してくれれば、我われ々われフェンシング部の対外試合での勝利は確たしかなモノになる。次の試合は、我々にとってはずせない試合なんだ。──というのは、前に話した通りだが……」


　意味深に間を置いて、にやりと口もとをゆるめる。


「オレがいなくても、勝てるんだろう？」


　レスターは、真まっ直すぐに男を見た。


「ああ、それはもちろんだが。それでも、確かく実じつに、完ぺきな勝利を求めている」


　男は、演技っぽく大おお袈げ裟さな身振り手振りだ。悩ましげに、片手で顔をおおう。


「しかもだ。レギュラーのひとりが怪け我がをしてしまったんだよ」


「ほかにも部員はいるんだろう」


　以前に同じ話を持ちかけられて、断っているらしいレスターだが、面めん倒どうくさそうな素そ振ぶりを見せず、男とやりとりを繰くり返す。モモだったら、ソッコーで手が出てるところだ。「知るか、ヴォケッ！」っつって。


「生き真ま面じ目めなヤツだなぁ……。だから、つまんないんだよ、アイツってさ」


　傍はた目めから、ぼんやり見ていたモモは、レスターをそんな風ふうに思った。


「オレには、オレの為なすべき事があると言っただろう」


　レスターがはっきりと言った。以前は、ここで男は折れたが、


「それはもちろん、判わかっているつもりだ。そこをあえて、頼んでいるんだよ」


　しつこい。


　傍ぼう観かんしていたモモでさえ、やれやれと、付き合ってられない気分になった。


「もちろん、ただ我々を助けてほしいと言っているワケじゃない。ひとつ、レスターくん。君の願ねがいを叶かなえようじゃないか」


　それでも、何な故ぜか自信がある表情の男は、言葉をつづける。


　ニタリ、口もとをゆるませる。


　何ど処こから湧わいてくるんだ、その自信。


　ナルシストなのか？


「あーいう男はモテねぇっすねー」


　まあモモには、関係のないことだし、早く次の授業の教室へ移動しよう。休み時間の短さのワリに、花はな園ぞの学がく園えんの敷しき地ちは広大。それだけ教室移動に時間もかかる。そのクセ、授業に遅刻してしまえば、教師のネチネチ口こう撃げきの餌え食じきになる。


「宇宙の何処へ行っても、若いもんはオトナの矛む盾じゆんや理不尽さの犠ぎ牲せいになるんだなー……」


　言ってみるが、モモは、さほどその矛盾や理不尽さに頭を悩ませているワケじゃない。むしろ、モモの理不尽さや言動の矛盾っぷりに周囲のオトナ的な立場のもろもろが、振ふり廻まわされ頭を悩ませている。


「あたしには、カンケーないけどねっ[image: ]」


「関係大アリだよっ！」


　と、いつもならツッコミを入れてくるダニエルが、いない。


　それに、


「願ねがいを叶かなえるか……」


　男の口く調ちよう、態度、言葉。全部、自信たっぷりだ。


　軽い男の言葉なのに、妙に引っかかりをおぼえた。教室移動をしようと思いつつも、その足は止まったまま、モモは、レスターと男の会話に耳をかたむけていた。


「ひとつ、願いを叶える」


　男は言った。


　それに対して、レスターは、じっといつものようにしっかりと相手を見つめると、やがて、


「なら、願いを叶えてくれ」


　そう、口を開いた。


　思わず、モモがドキッとなってしまう。


　モモは、レスター、そして、キキの〝願い〟を知っている。


　まさか、それをこんな人前で？


　普通の人間にその〝願い〟を言っても、信じられないというより、バカバカしく思われるだろう。と、


「君の願いはなんだい？」


　さわやかが過ぎてちょっと引くくらいの笑え顔がおで、長髪の男がレスターに訊きいた。


「とりあえず、オレは職しよく員いん室しつに用事があるんだが」


「は……？」


　レスターの言葉の意味を理解できず、男はさわやかすぎる笑顔のまま、瞬まばたきを二度、三度とした。


「つまりは、オレの願いは、この話を終わりにして、自分の用事を済ませたい。ということだ」


　そう言うと、レスターは、スッ、と一歩を踏み出した。男の脇わきを抜けて、ふわふわとしてふたりのやりとりを見守っていた女子生徒や、それにつられて野や次じ馬うまになっていた男子生徒たちの間あいだを通り抜けていく。


　あとには、ぽつん、と男だけが残った。


「……なるほどな」


　ようやく、レスターの意図を理解したとばかりに、持ち前のさわやかすぎの笑えみを浮かべた。


「まあ、いいさ。それでも、我わが願いは叶えられる……」


　男は、ちいさく周囲にいた誰だれの耳にも聴きこえなかっただろう声でつぶやいた。


　ただ、


「……願ねがいねぇ……」


　他を圧倒する地じ獄ごく耳みみな美少女、モモの耳にだけは、届いていた。


　結局、モモは、最後までレスターたちのやりとりを見物してしまった。レスターの『願い』という言葉に、ムダに反応してしまったからだ。


「そりゃ、こんなとこであんな〝願い〟を言ったりしないわなー」


　よく考えてみればそうだ。


　でも、モモは、心のざわつきを感じていた。


　考えすぎだったけど。


「さてと、いこ」


　そうそう。今、教室移動の真まっ最さい中ちゆうだった。遅刻したら、ネチられる。


　歩きだしてすぐ、廊下の角を曲がる。そのとき、ちらりと、レスターと話していた男のほうを見た。なにげなく。が、


　その一いつ瞬しゆん、


「…………ふえ？」


　男が、こっちを見ていたような気がした。


　違うな。


　見ていた。というよりは、男の意い識しきがモモをとらえていたというほうがしっくりくる。


　しかし、モモは、「まあ、いいか」ともう一度戻って、確かく認にんすることはしなかった。


「じめじめしてるし、じとじとしてるし、髪の毛はハネるし……」


　ご機き嫌げんななめなだけだった。こういうのを理不尽に当たり散らせる、ダニエルがいない。


「……んー、調ちよう子し悪ぃっす……」


　モモは、廊下を歩きながら、ちいさく深呼吸した。


　偉えらそうで生意気で口うるさい存在は、片時も離はなれることなくいつもいっしょ。だから、あたりまえのことが、あたりまえじゃなくなると、ちょっぴり戸と惑まどいがある。


　なんでもないなんて、思ってなかったけど、


「なんだかなぁ……」


　ひとりごとも多くなる。


　ダニエルがそうなように、モモにとってもうひとつ、当然の日常がある。


　この、学園生活だ。


　モモにとって、此こ処こにいることが当然の日常だった。


　つまらない授業を受けるのも。


　たまに、クラスメイトのくだらない話に付き合うのも。


　教室の一番うしろの席に座ると見える、黒板や、教室にいる生徒たちや、


　ひとつ前の席に座る散ざん切ぎりボブの女の子や。全部が、日常になっている。


　気づかないうちに、あたりまえの、モモの一部になっていた。


　だから、





　──かもしれない。





　あのとき、奪うばえなかった。





　　　　♪





　キキとレスターは、死シニ神ガミの対象者、〝幻魔ゲルマ〟を持つ者。それも、〝幻魔〟の〝意志〟と共鳴し、能力チカラを使うことのできる効果器エフエクターだった。


　だから、戦うしかなかった。


　それが、モモの仕事で、使命だ。


『幻魔を持ち、世界に影えい響きようをおよぼす可能性のある者を排除する』


　だから、戦った。キキの強きよう暴ぼうなチカラに押されたが、それを操あやつるレスターの隙すきをついて、勝負を制した。


　でも。


　どうしてか、キキやレスターから、〝幻魔〟を奪うことができなかった。


　ふたりには、叶かなえたい願ねがいがある。それには幻魔が必要。


　ふたりは、べつの次元からやってきたらしい。


　それは、べつに驚おどろくことじゃない。


　たとえば、天国と地じ獄ごくという概がい念ねんがある。それをすべて否定できるだろうか。見たこと、いったこともないのに、否定していいものか。あるとも言い切れないが、ないとも言い切れない。


　キキとレスターの言動に関しても、別次元からの来訪者という考えを否定するよりも、肯定したほうがまだ納なつ得とくできる。


　それより、キキの幻魔を使ったときのバーサーカーっぷりのほうが、モモ的に、


「ビビった……」


　あれも考え方次第で許容できるかもしれないが……。


　それに、べつの次元ということだけでみれば、モモが生み出す『対幻魔用位相空間モツシユピツト』もそのひとつに類別カテゴライズできる。時間と時間、空間と空間が連続するそのときにできる隙すき間まを切り取って、本来とはべつの空間を作り出しているからだ。


　そこは、本来の世界とは切きり離はなされているために、時間の概念もなければ、破は壊かいの限りをつくしても、ほとんど現実世界に影響が出ない。


　といっても、実は、モモも詳しい原理や理り論ろんをよく判わかってない。ダニエルの受け売り。


　モモが全力で暴あばれて、惑ほ星し一個を破は壊かいするようなことがあれば、まあ、さすがに影えい響きようが出るらしいから、そこらへんに注意しておけばいいんじゃね？　くらいは理解してる程度。


　それはさておき。


　キキとレスターがいた世界は、もう、失われてしまっているようだ。


　何がどうして、そうなったのかは、知らない。


　訊きいてもない。ふたりがその世界からやってきて、その世界を復活させようとしていて、それに、幻魔ゲルマが必要なんだろうということは判る。


　本当は、奪うばわなきゃならなかったのに。


　できなかった。


〝幻魔〟には、持ち主の〝意志〟を具現化するチカラがある。


　欲望のままに使えば、その意志を叶かなえるだろう。が、欲望や希望＝望みが大きければ大きいほど、それに見あった〝意志〟が必要になる。


　それに釣つり合わない意志は、やがて〝幻魔〟の〝意志〟に呑のみこまれてしまう。


　あとは、悲ひ惨さんなものだ。


　理性をなくして、欲望の塊かたまりとなったそれはもう、ひとの姿もひとの心も失なくした、ただのモンスター。


　このことをキキとレスターが知らないはずがないだろう。ふたりが持っていたのは、この花はな園ぞの学がく園えんで、モモが回収や破は棄きした〝改造幻魔モデイフアイ〟とは違う本物の〝幻魔〟だった。


　幻魔を持つということは、〝チカラ〟を得ると同時に、リスクを背負うことになる。


　判った上、覚悟の上で、それでも、世界をひとつ、もしくは、惑星をひとつ、復活させようとする〝意志〟とは、どれほどのものなのか。


　想像もできない。


　モモがチカラを使って、そんな〝意志〟を奪えるんだろうか。


　モモにも〝意志〟がある。


　叶えたい〝願ねがい〟がある。


　誰だれにも言えない、


　秘密の願い。


　だから、いつも、ひとの願いを知ると、臆おく病びようになる。


　ひとの〝願い〟を奪う自分自身に、恐怖する。


　モモは、自分の変化に気づいてなかった。


　この学園の一部になっている自分。


　学園の生徒たちといる自分。


　学園の生徒のひとりの、自分。


　学園の生徒のひとりとして、学園生活を送っている自分。


　それが、ほかの生徒たちも同じ、モモを自分の生活の一部として、認にん識しきしている。


　本当なら、この街、この星には、長くいるつもりじゃなかった。


　いつもみたく、


「ちゃちゃっと戦やって殺やれだぜっ」


　と意気ごんで、此こ処こへやってきてみた。


　でも、実際はそんなに単純じゃない。


　モモが、仮の姿の『咲サヶカ本モトモモ』としても、本来の姿の〝死シニ神ガミ〟としても、関かかわりを持つのは、みんな、若い子──この花はな園ぞの学がく園えんの生徒ばかりだった。


　それは、モモにとって、予想外の出来事。


　モモが触れる、〝カノジョ〟以外の同世代の子供たち。


　同世代との、直接や間接、または、心のふれあい。それを通して、モモの、普通の女の子だったときの記き憶おくが、日常に、世界に影えい響きようしはじめていた。


　だから──


　モモは奪うばえなかった。


　キキとレスターから、その〝意志〟を奪うことは、キキとレスターの存在をこの世界から奪うことになる。


　モモの日常になりつつある、学園生活。


　その中には、ふたりもいる。


　それが失われてしまう可能性を、気づかない心の何ど処こかで、拒こばんでいたのかもしれない。


　だから、奪えなかった。


　心の何処かで、失いたくないと思っていたのかもしれない。


　それは、まだ、モモ自身にも判わからないことだ。


　知らないことだ。





　だから、





　このときはまだ、


　モモの、


　たったひとりの気持ち、


　想おもいが、


　いつか、世界の終わりを左右することになるなんて思いもしなかった。





　　　　♪





　果てしない闇やみの中。


　スポットライトがひとつ。


　シルエット。


　頭部だけが羊の人型ラムズヘツドだ。


「実じつ験けんの様よう子すは、どうだ？」


　ラムズヘッドが闇に訊たずねる。


　スポットライト。


　もうひとつ。


　浮かぶシルエット。


「気になりますか？」


　ラムズヘッドがもういっぴき。


「そんなに気にするのなら、キミが観かん察さつをすればいいのに」


　もういっぴきのラムズヘッドが言う。


　ラムズヘッドは、もこもこのシルエットをゆさゆさ揺ゆらし、首を振った。


「そんなんじゃない。むしろ、オマエだ。オマエは判わかっているのか？　〝マザー〟の新作をみっつもバラまいたんだぞ？」


「もちろん。判っていますよ」


　もういっぴきは、もこもこのシルエットを揺らしながら、うなずく。


「だから、こうして、こうやって、『幻邪魔モスフエツト』を託した対象者を観察しているじゃないですか」


　もういっぴきがもこもこの前まえ脚あしで闇に触れると、そこに映像が浮かび上がった。


　学生らしき男が、長髪をなびかせ歩いていた。その顔には、自信と笑えみを浮かべている。


「ほらね。実験の経過は良好です」


「当然だ。うまくいってもらう必要がある。結果的に、この実験が俺おれたちの〝チカラ〟に反映されるんだからな」


　ラムズヘッドは、どかっと闇に腰を下ろした。そのままふわふわと闇に浮かぶ。


「まったく、オマエもマザーもまわりくどいことをする」


　ラムズヘッドは不満げに闇に息巻く。


「マザーはともかく。アイツも、オマエもゆるすぎるんだよ。とくにアイツは、マザーに特別な〝チカラ〟をもらっておいて、今、何ど処こでどうしてんのか、なぁ？」


「『蒼そう空くうのホーリィグレイル』ですか？　仕方ありませんよ。あちらはあちら、こちらはこちら。どちらにせよ、同じマザーの導みちびきがあるのです」


　もういっぴきもふわふわと闇やみに浮かんだ。


「にしても、退屈すぎんだろ？　俺おれは今すぐにでも〝敵〟と殺やり合いたいんだ」


　ラムズヘッドの不満はおさまらない。


　しかし、もういっぴきは、そんなことほとんど気にしないマイペースで言う。


「そうですね。しばらく僕たちの出番はありませんから。マザー・メリーの導みちびきのママに……、ま、のんびりといきましょう。ああ、そうだ。丁度、先日『種』を蒔まいておいた新しいシークエンスを開始できそうなところです。どうですか？　いっしょに御ご覧らんになっては？」


　もういっぴきが前まえ脚あしで、闇の中の映像を指さす。


「──いや、そんなことをするくらいなら。俺は寝る」


　としかし、ラムズヘッドは、ふわふわと闇の上に横になってしまった。


「あ、そうですか。それでは、僕は、実じつ験けんを続けるとします」


　もういっぴきのラムズヘッドが、ふわふわと闇に向かった。


「楽しいんですけどね。もったいないなぁ。では、僕ひとりで──」


　映像は切り替わって、べつの生徒を複ふく数すう映し出す。


　その手にはそれぞれ、ちいさな〝石〟がにぎられていた。





　　　　♪





　何ど処こまでが壁かべで、何処までが床ゆかで天てん井じようなのか、遠近感がなくなるような、真まっ白い部へ屋や。窓がぽっかりと宙に浮いているように見える。


　家具などには、ところどころ、ピンクや赤といった差し色が入っていたりと、かわいらしい仕様になっている。


「ねぇ、ダニエルー」


　子供よりも子供っぽい声が鳴った。


　普ふ段だんなら、この部屋の主の美少女が座っているデスクの上、超情報端末デバイスが宙に立体映像を吐き出していた。声は、映像の中の、真っ白な赫あかい眼のうさぎだ。垂たれた耳をぱたぱたさせる。


「なに、ルーシィ？　〝改造幻魔モデイフアイ〟のデータならもうちょっと待ってて。今、まとめてるから」


　デスクの傍かたわら、サイドボードの上で、全身真っ黒なのにしっぽの尖せん端たんが小指の先ほど白くなった黒猫が、べつのデバイスに向かって作業をしている。


　黒猫──ダニエルは、黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをくりくりとさせ、自分のデバイスを接続させているデスクの上のデバイスに目を向けた。正せい確かくには、それが吐き出す映像に、だ。


「データはいいのよ、べつに。いや、よくないけど。じゃなくてさー」


　赫あかい眼のうさぎ──ルーシィは、耳をぱたぱたさせ、短い前まえ脚あしを組んで考える仕し草ぐさになる。


「なにか、変わったトコなかった？」


　ルーシィが言う。と、


「…………何か変わったところ？」


　ひとつ、間を置いてダニエルが訊きき返した。明らかにルーシィの言葉に反応を示している。


「やっぱり、ダニエルも思い当たるところがあるみたいね。──モモのこと」


　ルーシィの言葉に応こたえず、ダニエルは、作業をする手を止めた。


「今、データ送るから」


　先だけが白いしっぽの尖せん端たんでデバイスの画面を突く。


　無音。


　風もないのに、カーテンが揺ゆれる。


「聞いてた？　今の？」


　間まを置いて、ルーシィが訊たずねる。


「……聞いてたよ」


　間を置いて、ダニエルが応える。わざとルーシィの話を聞き流したという意味もふくませる。


「てか、なんでそんなマジな顔してるのよ？」


　やれやれと、ルーシィが重い空気を打破する軽い口く調ちようで、長い耳を垂たらした。


「だってっ、……ルーシィがおかしなこと言い出すから……」


　黄おう金ごん色いろの大きな瞳ひとみをくるくるさせ、ダニエルはモニョった。


「うわっ、いいワケ？　でも、ダニエルだって、なんか、うっすらとでも気づいてたんでしょ？」


　ルーシィが言うと、ダニエルは、困ったような顔で、机の上のデバイスが吐き出す立体映像に視し線せんを投げる。


「よく判わかんないよ、ボク。なんか、いつもと同じだけど、モモ、いつもと違う感じだし」


「やっぱり、気づいてんじゃないのさ」


　腰のあたりに手をあてて、ルーシィは、立体映像からダニエルを見下ろす。


「気づいてたよ。そりゃ、ずっと、いっしょだもん……でも、モモはいつもとおんなじだけど、おんなじ風ふうなのをあえて装よそおってるかんじがして。いつもは、あんなにうるさくてやかましいのに、ふとしたら、ぼーっと考えごとしてることがあったり……。どうせ、訊いても何にもいってくれないだろうしさ……なんかさ……」


「で。どうしたら、どう接したらいいか判らないから、今日きようは、在宅勤きん務むですか、ダニエルさん。ヒヨってるわねぇ」


　ちゃかすように言うルーシィ。だが、ダニエルは基本的に真ま面じ目めな性格。真面目に返す言葉を探していた。


「日ヒ和ヨってるとかそういうんじゃ……。なんか、これだけいっしょにいるのに、たまに、モモのこと全然判わかんないときがあって。今回もさ。この間、キキとレスターが〝幻魔ゲルマ〟の所有者で、戦ってから、モモがちょっぴりヘンになってて……ボクの知らないモモがいるみたいなんだもん……」


　言葉にならない気持ちや想おもいがもやもやと心の中で意地悪にとぐろをまいている。それがよけいにもどかしくて、もやもやする。


「なんだか寂さびしいんでしょ？」


　ダニエルの気持ちを代わりに、ルーシィが簡かん単たんに言った。


「……そ、そういうんじゃっ!?」


　あまりに簡単に言葉にされたために、ダニエルにしてみるとそんなに単純じゃないと、頰ほおを膨ふくらませる。


「そうかしら？　だったら、こんなところでうじうじしてないで、モモのところに行ったら？」


「い、行って……どうすんの？」


　ちらりと、上目にルーシィの表情をうかがうダニエル。


「訊きかないでよ」


　ルーシィにちょっとイライラが見える。


「ダニエルっ。男の子でしょ？　考える前に、行動あるのみ。本能で生きなさいっ！」


　大きな声で、ルーシィのゲキが飛んだ。


「はいっ!!　……いや、えぇ、でも!?」


　ダニエルは、びっくりしてビクンッと身体からだを震ふるわせた。全身の毛を逆立て、背筋も伸びる。


　丁度、そのときだった。


　ダニエルのデバイスと、机の上のルーシィの映像を吐き出しているデバイスが連動して、音を鳴らす。


　デバイスから流れてくるのは、外部からの連絡を受信していることを知らせる、てろてろなやる気のない伴奏トラツクと、はちゃめちゃな歌詩リリツクとメロディの……電波ソングだ。


　ピコピコした打ち込みサウンドに、





　これは、とある人物が、自分で作ったオリジナルを自分で唄うたっている。








　作詩・作曲・うた／咲サヶカ本モトモモ








　というワケで、


「…………モモだ……」


　今の今まで、真ま面じ目めにモモについて頭を悩まそうとしていた自分が哀かなしい。ダニエルは、小柄がらに対して比重の大きな頭をがっくり垂たれる。


「もっしんぐッ」


　ダニエルに代わり、ルーシィがのんきな口く調ちようで応答する。ルーシィの子供より子供っぽい声に反応して、デバイスが受話状態になる。


『もっしんぐ？　って、あれ？　チビリ？　ダニエルは？　あ、ま、いいか』


　モモの声がして、ダニエルのデバイスの画面に外部からの映像が映し出された。


　ダニエルが、『ま、いいか』でちいさなダメージを受けたが、モモもルーシィもそれには触れない。


　ダニエルのデバイスの映像は、モモの眼鏡めがね型がたのデバイスに映ったままの景け色しきだ。つまりは、モモが今、見ているものがそのままリアルタイム映像として、デバイスに送られてきている。


　花はな園ぞの学がく園えんの制服を着た生徒たちの姿が確かく認にんできる。現在時刻は、放ほう課か後ごになったかならないかくらいだから、どうやら、モモはまだ、学園内にいるらしい。


『ちょいちょい、聞いてよっ！』


　はっちゃけた声が鳴る。


　──アレ？


　と、ダニエルの中で疑問符が浮かんだ。


「モモ、いつもの調ちよう子しに戻ってる……？」


　ルーシィに視し線せんを向けると、


「さあ、どうなんだろうね」


　呆あきれた風ふうに首をかしげていた。


　もともと気分屋なモモなので、今は、何かのせいでテンションが上がっているところなのかも。とりあえず、話を聞いてみよう。


「どうしたの、モモ？」


　気を取り直して、ダニエルが問いかける。


『あれれ、ダニエルじゃん。死んだと思ってたのに』


「し、死んでないしっ！　お仕事してたんですっ！　なんで、ボクを死亡させたがるの!?」


　モモがいつもの調子なので、ダニエルもいつもの調子で切れ味の鋭するどいツッコミが自然と出た。


「で、どうしたのっ！」


　ダニエルはモモがいつものようなので、すこしほっとしつつ、それを出さないように尖とがった口調で言った。


『そうそう。そうだった。あやうく、このまま通信終了するトコだったっ。ちょっとコレ見て』


　すると、デバイスの映像に変化がある。モモが向こうで眼鏡めがねを操そう作さしていた。


　映像は、数人の女子生徒をとらえた。ズームすると、女子生徒たちが話に夢中になっている様よう子すがうかがえる。


「こいつらがどうかした？」


　ダニエルが訊たずねる。まだ、モモが何を言おうとしているのかが見えてこない。


『ちっげーよ。この子たちってゆうか、ちょい待ち。ほら、アレだアレ』


　映像がさらにズームする。


　ひとりの女子生徒がほかの生徒に何かを見せるように手を差し出していた。生徒たちがのぞきこむその手もとがアップになる。


「…………石……？　ハッ！　まさか、コレ、〝幻魔ゲルマ〟？　それとも、改造幻魔モデイフアイのほう!?」


　女子生徒の手のひらにあるのは、それと思わせるちいさな〝石〟だ。これまでさんざん関かかわってきて、今も此こ処こにいる理由。


『あたしもさぁ、そうかなぁ、つって。さっき見せてもらったんだけどさぁ』


「え？　見せてもらったの!?　どうやって!?」


　ダニエルは、驚おどろいておっきな声を出す。


『ふつうに、『見せて』つって？』


「つって!?」


「あらまあ、正攻法っていえば、そうよね」


　ダニエルの驚きっぷりに反して、ルーシィは妙に納なつ得とくしていた。


　今までは、こっそりひそひそやって、生徒の心の隙すき間まに入りこみ、むしばむモディファイに対してきた。だけど、今日きよう、モモは堂々と普通な感じで相手に接したらしい。


「じゃあ、今までのこっそりひそひそはなんだったの!?」ってゆう。


「なにそれ！」


　これまでの自分の地道な努力が一気に覆くつがえされたみたいで、ダニエルのびっくりはおさまらない。


　が、


『うっさい、猫！　いいから、あたしの話を聞けぇ[image: ][image: ]っ！』


　デバイスの画面から、にゅるっ、とモモの左手が伸びてきて、ダニエルの頭をぶん殴った。


「ぶびゃっ！」


　げんこつの衝しよう撃げきに、ダニエルは簡かん単たんに黙だまった。


「……猫じゃないです……猫、っぽいだけ……」


　ただ、小声でツッコミを返すのは忘れない。


『なんかさ、女子生徒の間で、ああいう〝石〟がちょっとした話題になってるんだってさ』


「話題ってゆうと？」





[image: ]


　おとなしくなりすぎのダニエルに代わり、ルーシィが訊きいた。


『──この石を肌はだ身み離はなさず持っていると、願ねがいが叶かなう。──ってゆう、話題。今街で噂ウワサのアレ、みたいな。一種のおまじないみたいなヤツかな？』


「願い……ねぇ」


　話の中に、ルーシィは引っかかりをおぼえた。短い前まえ脚あしを器用に組んで、首をかしげる。


　おそらく、モモもおなじところに引っかかったからこそ、ダニエルとルーシィに連絡を取ってきたんだろう。


『だいたいさ。この学園のことを把は握あくするためにずっとリサーチしてきたでしょ？　それなのに、こんな〝石〟が話題になってるなんて、知らなかったし』


　ちなみに、ずっとリサーチしていたのは、モモじゃなくて、


「……ボクだけどね」


　ダニエルだ。そして、小声だ。


　もうひとつちなみに、モモが担当していたのは、ダニエルがリサーチしているあいだにおかしを食べるという係だ。


　それは果たして役割なのか。


「それもそうねぇ。降って湧わいたような話だもんね。『願いが叶う石』っってゆうのも、まんますぎて、なんだかねぇ」


　うなるルーシィに、


『そう、それなんだよねぇ。んで、触ってみたかんじ、なんの感じもしないの。モディファイみたいでもないし、もちろん、本物の〝幻魔ゲルマ〟でもなかったから。まあ、見てくれだけ似せようとした……』


「贋作イミテーシヨンだねっ」


　ダニエルがデバイスに向かって、言った。


「今、ちょっとその〝石〟を簡かん易いの解析ソフトにかけてみたんだけど。モモの言った通りだよ。幻魔の反応も、モディファイの反応もない」


　なにやら、すでにデバイスを操そう作さして、映像に映る〝石〟のデータを解析していたようだ。


『おっ、仕事早いじゃーん♪　さすが、ダニエル。略して、サルっ！』


　たのしそうに笑うモモの声が耳にくすぐったい。


　が、最後、猫でもなくべつの生き物になってるのが、ちょい気になる。そこをツッコんでも面めん倒どうが増えるだけなので、


　流して。


「でも、やっぱり〝妙〟だね」


　ダニエルもその『引っかかり』に気づいた。


『でしょ。なんか、できすぎてんのよね。あたしたちの関知しないところで広がったウワサ。そんで、願ねがいを叶かなえる〝石〟ってゆうの』


　モモの言葉に、ダニエルとルーシィが目をあわせて、うなずきあった。


　これは、調しらべてみる必要がある。


「とりあえず、話題ってゆうか、ウワサの発信源をたどってみたらどう」


　ルーシィは、一応、モモとダニエルの上司なので、上司っぽいことを言ってみる。


『オッケー、やっぱ、そうよね。んじゃ、やってやりますかぁ！』


　モモの声が、はっちゃけはじめた。


『よーしっ、んじゃ早速！　ダニエっ！　さっさとこっちこい！　二秒でこい！』


「に、二秒!?　それは、ちょっとさすがに無……」


「い[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ち、にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……」


　ダニエルを無視したカウントダウンがすでにはじまり、そして、終わろうとしている。


「は、はやっ！　い、今、行きます!!」


　ダニエルは、バタバタと自分のデバイスを仕し舞まいこむと、サイドテーブルの上から飛び降りた。


「んじゃ、チビリ、行ってくるっ！」


　上司のルーシィを愛称で呼んだことにも気づかず、テンパったダニエルは、あっという間まに、真まっ白い部へ屋やを出ていった。


「やれやれだわ、まったく。さっきまで、モモの傍そばにいるのをためらってたのに……」


　机の上のモモのデバイスが吐き出す立体映像のルーシィは、ちいさく深呼吸した。くすり、と微笑ほほえむ。


　あのふたりの関係は、微笑ましい。互いに信頼しあってるのに、それをあんまり表に出さないから、たまに、互いを見失うときがある。それでもすぐに、こうして、またいっしょになる。


「幼おさな馴な染じみのカップルみたいだわ……」


　子供よりも子供っぽい声で、近所のオバサンのようにつぶやいた。


　しかし、


「……モモ、もしかして……」


　すぐに表情を硬くした。


「人間だったころの〝想いカケラ〟が影えい響きようしているのかもしれないわね……」





　やがて、デバイスの吐き出すルーシィの映像が、音もなく消えていく。


　風もないのに、カーテンが揺ゆれた。





　　　　♪





「──やっぱ、ヘン」


　ダニエルの超情報端末デバイスににらみをきかせ、モモが言った。


　花はな園ぞの学がく園えんの校舎。モモとダニエルがいるのは、いつもの屋上だった。


　太陽が西の空に沈みはじめて、デバイスの画面に斜陽が染うつる。


「ヘンだね」


　モモの科白せりふに、ダニエルもうなずいた。


「おかしいわ」


「おかしいね」


「あやしいわ」


「あやしいね」


「もしかして、なんか、誘われてる？」


「もしかして、たぶん、誘われてる。のかも」


　このやりとり、実は、数回目だ。


　それもそう。


　ダニエルと合流したモモは、すぐに、『願ねがいが叶かなう石』と、その噂ウワサの出所をさぐるべく調ちよう査さをはじめた。そこらへんの女子生徒を捕まえて、話を聞くだけで、ぽろぽろと噂に関する話が聞けた。しかも、それだけじゃない。


　話を聞いた生徒から、その生徒に話をした生徒と、源流をさかのぼること数回。たった、それだけで、意外なほど、あっけなく、噂ウワサの『発信源みなもと』にたどり着いた。


　べつのルートからたどってみても、やっぱり、最後は、そこに行き着く。


　ひとりの生徒だ。


　花はな園ぞの学がく園えん高等部三年の男子。





　──丈たけ戸ど謙けん司じ。





　今回の噂の発信源。


　名前だけを聞いても、モモがピンとくるワケがないが。


「こいつだね」


　とダニエルがデバイスに表示させた丈戸謙司の写真を見た瞬しゆん間かん。


「うわっ！　コイツ、ロン毛げナル男おじゃん！」


　つまり、フェンシング部部長。


　そう。昼間、レスターにからんでいたあの長髪の男だ。でも、


　冒頭に戻って。


「やっぱ、ヘン」


「ヘンだね」


「おかしいわ」


「おかしいね」


「あやしいわ」


「あやしいね」


「もしかして、なんか、誘われてる？」


「もしかして、たぶん、誘われてる。のかも」


　繰くり返すやりとり。


　なにしろ、あっさり噂の出所が判明した。


　噂なんて、いろいろとひとからひとへ話が渡っていくあいだに尾ひれや足ひれがついたりして、情報元も不透明になっていく。それが、こうも簡かん単たんに情報源にたどり着く。


　常に花園学園や生徒たちの動きにアンテナを張っていたモモたちが知らないところで、主に女の子の間だけで噂が広まっていっていた。


『願ねがいを叶かなえる石』


　というキーワードといい。


　男子よりもこの手の話題が広まりやすいのが、女子のほうだというのは判わかるが、しかし、これらの条件は、まるで、


「〝幻魔ゲルマ〟を知る者にあえて気づかれるようにしている」ようだ。


　普通なら、ここで、


「これは、ボクらをハメる何か『罠わな』的な匂においがポンスカだよっ！　ここは様よう子すを見たほうがいいデスぜぃ？」


「そうね、ダニエルさんっ☆　あたしもそう思うわっ☆　ここは様子を見たほうが吉きちと朝の占いでもやっていたわっ☆」


　というやりとりがあってもいいんだろうけれど。


　モモなので。


「──いっちょ、戦やって殺やれだなっ！」


　ということになる。


「なんで!?　だって、あやしいよね？」


　そして、ダニエルがびっくりする。モモの突発的なやってやれ言動には慣なれているけれども、やっぱり、びっくりする。だって、もう、


「おっしゃー、乗りこむぞっ！」


「ぎゃーっっ！」


　モモがダニエルの首根っこをひっつかんで、すでに走りだしていたからだった。


「さ、作戦とか、立てたほうがいいと思うんだけどぉぉぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]!?」


　ダニエルの言葉に耳をかたむけるモモでもなく、


「……あれ？　で、ロン毛げ男って、何ど処こにいんの？」


　と、ようやくモモが気がついたのは、さんざん校内をぐるぐるとめぐったあとだった。





　すでに、


　夕焼けも星空に変わりはじめていた。








　　　　♪





　暗がりの中、男は足を組んでソファに深く腰を下ろしていた。デスクライトで手もとを照らし、小こ難むずかしいタイトルのハードカバー本に目を落としている。


「フェンシングに対する高ぶりを抑おさえるために、こうして、部活後には読書にいそしむのが、日につ課かであり、楽しみでもあるんだよ。誰だれもいないところで、独ひとり。ひっそりとね」


　気取った口く調ちようで、長髪の男が言った。視し線せんは本に向けられたままだ。


「何か、用かな？」


　男が訊きく。


　すると、ドアの前に立っていた少女が、ひどくおどおどした様よう子すで、言った。


「あのぅ、ここにくれば、『お願ねがいを叶かなえてくれる石』がもらえるって、友達に聞いたんですけど、本当ですかぁ……？」


　少女は、ハートのワンポイントの付いたアンダーリムフレームの眼鏡めがねのズレを両手で、くいっ、と直す。


「……友達ね。なるほど……」


　そう言うと、男は、すっと開いていた本を閉じた。パタンッ。


「たしか、君は、一年の──咲サヶカ本モトモモさん。だったかな？」


　顔を上げる。さわやかが過ぎる笑えみをたたえながら、男は、少女を見た。


「あ、あたしのこと、知ってるんですかっ。うれしいですぅ、女の子に人気があるセンパイに知ってもらえてたなんてぇ……」


　照れてかしこまりまくる少女。


「こちらこそ、君のように美しいひとがここまでやってきてくれるなんてね。うれしいよ」


　少女の様よう子すを見つめる男の微笑の中に、冷ややかな感情がうっすらと表れる。


「──ある方々に、こう言われたんだ」


「なんですか？」


　あくまでも、猫をかぶったままの少女は、首をかしげる仕し草ぐさで、黒目がちな瞳ひとみを男に向ける。「ある日、こうして此こ処こに、ひとりきりでいれば、誰だれかが私を訪ねてくるだろうと。それが、君だったというワケか」


　なるほど、と男は自分の言葉に自分でうなずく。


「でも、あたしだけじゃなくて、いろんなひとが訪ねてくるんじゃないですか？　センパイ、人気がありますから」


　少女が言う、と男は、フッと微笑した。


「そう、かもしれないね。けれど、──君は違う」


「え？　どういう意味ですか……っ？」


　本当に判わからないと、少女は、表情をくもらせた。


　だが、それでも男はつづける。


「私がここにいることは、誰だれにも言ってないんだよ。フェンシング部の仲間たちにもね。それなのに、君はどうして、ここを知った？」


「それは……っ」


　少女が言葉につまる。


　男は、少女の反応が予想されたものだというように、さわやかが過ぎる笑えみで口を歪ゆがませた。


「そして、もうひとつ、ある方々は言っていた。その人物は、我われ々われ同志の──敵であると。君がそうだった。人は見かけによらないとはよくいったものだ」


　芝しば居いがかった大おお袈げ裟さな口く調ちようと身み振ぶり手振りで、男は、右手で顔をおおう。自分で自分の仕し草ぐさや声、言葉、口調、すべてに酔っているようだった。


「何をおっしゃってるのか、すいません。判わからないんですが……っ」


　ひどく困った様よう子すで少女は、一歩後ずさってみせる。


　それがまた、男を喜ばせた。


「君がここにいることは、そう、とても重要なことなんだ。どうしてか判るかい？」


「……いいえ、判りません。さっきから言ってますが、何を……」


　少女がおびえた素振りで、黒目がちな瞳ひとみをくるくるとさせる。


　しかし、男はそれを遮さえぎり、


「いや、いいんだ。判らなくて当然だよ。どうしてか？　私も、本当に〝チカラ〟を振るうのはコレがはじめてだからね」


　そう言いながら、制服の内側に手を差し入れる。そして、そこから何かを取り出した。


「君は知っているかい？　この〝石〟のことを」


　男が開いた手のひらには、闇やみの中に鈍にぶい光を宿すちいさな石があった。


　それは、少女が知る〝石〟とは、別物だった。だから、少女は、


「知りません……」


　と言った。すると男は、クックックックッと喉のどを鳴らし、笑った。


「そうだろうね。何な故ぜなら、コレは君が知る〝石〟とは違うモノだから」


　男は手を閉じる。〝石〟が赤い光を放ち、それが手のひらの中から漏もれ、出てきた。


「たしか、──〝死シニ神ガミ〟らしいじゃないか、君は」


　男がその単語を口にした瞬しゆん間かん、空気が、ザワつき、少女の瞳から、さっきまでのおびえた様よう子すが消えた。


「まさかと思ったよ。死神というパブリックイメージがどうしてもあったからね。黒ずくめで、髑髏どくろの顔をしたというね。それがどうだい。君のような、美しく可か憐れんで愛らしい女の子だったとはね……」


　男の芝居がかった口調がさらにくどくなる。完全に、自分に酔っている。


「そっか、知ってるんだ。あたしのこと」


　少女がまとう空気が完全に変わった。


　あっさりと少女は、猫かぶりをやめた。そして、


「だってさ、──ダニエル。出てきてもいいみたいよ」


　と、少女の背後、薄うすく開いた入り口のドアに、ちいさな影かげが見えた。闇の中に、らんらんと夜空に浮かぶ黄おう金ごんの月のような、瞳がふたつ。全身真まっ黒なのに、しっぽの尖せん端たんが小指の先ほど白くなった黒猫が、ひょっこりと姿を現した。


「おい、人間。なんで、ボクらのことを知ってる？」


　黒猫は生意気な、でも、かわいらしい少年のような声で、喋しやべった。


「ほう。そっちの猫が、死シニ神ガミの『使つかい魔ま』というワケか。なるほど、黒猫というのは、納なつ得とくできるな」


　うんうん、とアゴに手を当て、男はうなずく。


「猫じゃない！　猫、っぽいだけ！　それに、使い魔じゃなくて、仕つかえ魔だ！　使われてるんじゃなくて、仕えてるんだよっ！　間違えるなっ!!」


　としかし、黒猫は、今にも飛びかかりそうな剣けん幕まくで言う。


　少女は、足もとにやってきた黒猫を片手で制して、


「で、その〝石〟ってなに？　それが『願ねがいが叶かなう石』ってヤツ？」


　訊たずねる。


「そう。しかし、コレはイミテーションとは違う。私のために存在するモノだ。私の願いを叶えるモノ。だが、私が願えば、他人の想おもいも叶えられよう。それだけの〝チカラ〟を私は、有しているのだ」


　自己陶とう酔すいが過ぎる男はいちいちポーズを取って、いちいち騒さわやかで煩うるさい。演技力はないのに格かつ好こうだけはつけたがる劇げき団だん員いんみたいで、たいへん気持ちが悪い。少女と黒猫が、小声で『気き色しよくワルっ』とつぶやいたほどだ。


　そんなことを気にすることもなく、男の芝しば居いに拍はく車しやがかかる。


「この、〝石〟は私の〝意志〟を叶えるモノだ。そして、この〝チカラ〟で、世界を変えよう。終わらせるために──」


「なにいってんの？」


　呆あきれた口く調ちようで、少女は、フーッと息を吐く。


「誰だれに何を吹ふきこまれたか知んないけど。あたしたちが訊ききたいのは、そんなあんたがどうのこうのじゃなくて、その〝石〟のこと。何ど処こで誰から手に入れた？」


　少女はいつの間にか、可か憐れんさなど何処かに置いてけぼりにした、腕組みの男前なポージングで仁に王おう立だっている。


「私の同志だよ」


「同志？　もしかしてさ、それって、もこもこしたきぐるみみたいなヤツじゃなかった？　こうさ、頭部だけが羊の人型ラムズヘツドってゆう」


　そう少女が言うと、男は、にっこりと唇の端はしをつり上げ、笑え顔がおになった。


「そう。あの方々は私の、我われ々われの同志……！」


　いよいよ、男のテンションはうなぎ登りだ。止めても無む駄だそうなので止めない。


「我々、ってことは、ほかにも仲間がいるってこと？」


　黒猫が、傍かたわらの少女を見上げる。


「かもね。まあ、『ひつじ』って群れるもんだから、いるっしょ？」


　少女は、冗じよう談だんみたく言う。


「にしても、コイツ……」


　少女から視し線せんを外し、黒猫は男に黄おう金ごん色いろの瞳ひとみを向けた。


　と、男の手の中にある〝石〟がさっきよりもさらに強く、赤あか色いろの光を放ちはじめた。


　闇やみの中だったその部へ屋やが、赤い光に浮かび上がる。


「何アレ……!?　〝幻魔ゲルマ〟の反応でもこれまでの〝改造幻魔モデイフアイ〟の反応でもない……」


「さすが、幻魔専門機き関かん『死シニ神ガミ局きよく』に属しているだけある。やはり、ただの猫じゃないようだ」


　黒猫の言葉に、男はおどけて肩をすくませた。


「だ、だから、猫じゃ……って、ウァッ!?」


「ダニエル……ッ！」


　少女が声を上げる。


「ちょ、ちょ、ちょっとなに？　なに？　なんなの……!!」


　黒猫の身体からだはふわりと宙に浮き上がり、その周囲を赤い光がピラミッドのように囲っていた。


「とりあえず、そっちの猫は、死神の能力を引き上げる〝チカラ〟があると聞いているよ。私は、君と一対一の勝負を望んでいる。だから、退場してもらおうか……」


　男は、クックックック、と喉のどを鳴らし笑う。と、


「ちょ、ちょ、ちょ、ちょ、ちょーっと！　モモっ、モモっ！」


　さらに、ふわりと黒猫のちいさな身体が浮き上がり、天てん井じようを──すり抜け姿が見えなくなってしまう。


「ダニエルッ！　お、おまえーっ！　なにしてくれてんだっ！　ダニエルをどうする気!?　つか、あのコをイジメていいのは、あたしだけなのーっ!!」


　怒るところが違うが、ツッコミ役の黒猫が退場してしまった今、誰だれも少女にツッコまない。


「ライオンはうさぎに対しても全力をもって挑いどむ。私も同じだ。勝負には最善をつくし、そして、必ず勝つ……！」


「なめんなっ！　あたしは、ダニエルがいなくても、チョーつぇーぞ！　いや、むしろ逆に！」


　少女は、首からさげた『鈍にび色いろのカマとワンストラップシューズ』がモチーフになったシルバーアクセサリーに手を伸ばした。


「あんたツイてるよ。あたし、うっぷんがたまってたんだ。だから、手加減なしで戦やって殺やれだよ！」


「それは、こちらも望んでいるところだ。自分の〝チカラ〟を知りたいんでね……」


　男はよゆうだ。


「とりあえず、いろいと訊ききたいことあったけど、──ブッ飛ばしてからにします……！」


　とてもオトナびているのにひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスで少女は、言った。








　───リン。








　と鳴る鈴すずのように響ひびき、闇やみに透すき通っていく。


　そして、光を放つ。


「ゲルマドライブっっ!!」


　光の中心に立っていたのは、髪の毛も服も真まっ白い──そこに、誰だれもが息を呑のむような、ため息をこぼすような美しい、光をまとった天使によく似た……、


「対幻魔ゲルマ専門機き関かん、死シニ神ガミ局きよく所属。死神『Ａ』の一〇〇一〇〇じゆうまんとんでひやく號ごう」


　その花きや車しやな指がからめ持つのは、巨大な鈍にび色いろのカマ。


　少女は、


　──死神だった。


　男は、それを、奇き蹟せきのような光景を目まの当たりにして、興こう奮ふんし、笑っていた。


「すばらしい！　すばらしいよ、君！　そして、何よりも美しい。それを私の手で壊こわせると思うと、どうしようもなく愛いとおしいよ……フハハハハハハッ」


　狂ったように笑う。


「あ、それはどうもっ、じゃあ、とっととおっぱじめようかね。キモキモ男さんっ[image: ]」


　男の狂気に触れても、動じることなく少女は、軽口をきく。


「そうしようか。私ももう自分を抑おさえきれないよ」


　そして男はさらに饒じよう舌ぜつになる。


「君の持つ〝幻魔〟は旧世代の遺い物ぶつだ。それを今、証明して見せよう。あの方々が与えてくれた私の〝幻邪魔モスフエツト〟のチカラでね。さあ、決闘デユエルをはじめよう。──モスフェットドライブ……!!」


　男の手の中の赤い光が溢あふれ、そこら中を呑のみこんでいく。少女の真まっ白い姿を、赤い血の色に染そめようとする。





　　　　♪





「──ノイズゲート、オープン」


　男が、つぶやいた。


　その途と端たん、


「うおっ！　なんだこれっ!?」


　真まっ白い少女──死シニ神ガミ、モモの周囲が黒と赤の空間に書かき換かえられていく。


「まさかッ、──対幻魔用位相空間モツシユピツト!?」


　モッシュピットは、死神が持つ特別なチカラによって展開される擬ぎ似じ空間で、死神が死神たる所以ゆえんのようなモノだ。


「なんで、人間が!?　ちょっとダニエル、これ……って、死んだんだった！　ちくしょーっ！」


　一応、まだ死んでません。


「これは、ただの位相空間ではないよ。君たちの創つくるモッシュピットとやらは、擬似的な空間を生み出すだけなんだろう？　しかし、これは本当の意味での対幻魔用の空間さ」


　使われていない予備教室だったその場所は、すでに赤と黒に支配された擬似空間と化していた。それと同時に男の、フェンシング部部長、丈たけ戸ど謙けん司じの手の中にあった〝石〟が変化をしていた。


　それは、フェンシング競きよう技ぎに使用されるサーベルに似た『刺突剣エペ』になった。丈戸は、剣を手にフェンシング独特の構えで、モモと対たい峙じする。


「この『対幻魔用擬似空間ノイズゲート』で、私は絶対的存在となるのだ。もはや、君の化石のような過去の遺い物ぶつ、〝幻魔ゲルマ〟など無能だ。では、見せてやろう。〝幻邪魔モスフエツト〟『騒やかなる一歩クワイエツトライオツト』のすばらしきチカラを」


　丈戸は不敵に口もとをゆるませる。


　刹せつ那な。


　丈戸が一歩踏み出した次の瞬しゆん間かんには、もう、モモの目の前に立っていた。


「くわっ！」


　突き出す剣をモモが、カマではじく。が、


「おえ……？」


　モモの身体からだは、衝しよう撃げきではるか後方へと吹ふき飛ばされてしまった。


　空間が変わっているせいで、そこにあったはずの出入り口のドアも壁かべも天てん井じようもなく、形のない赤あか色いろがあるだけだ。モモは、何にも触れることなく、ただ、黒い地面に叩たたきつけられただけだった。


「……いってぇ……！　ムダにイテェ……っ」


　おかしい。


　身体がいうことをきいてくれない。重いというか、力が出なくて、自由がきかない。


　丈戸の一いち撃げきも完全に見切って、完全に防げたはずだった。なのに、こんなに吹ふっ飛ばされて、無ぶ様ざまに地面を転ころげ廻まわった。直接、剣が触れたワケでもないが、ダメージも、


「……地味にきいたぁ……ッ」


　モモの花きや車しやな身体からだが、ミシミシ、と軋きしんだ。「ありえねぇ……ッ！」


　下唇を嚙かむ。身体を起こし、モモは次の攻こう撃げきに備える。


　ところが、丈たけ戸どはよゆうからか歯を見せて笑っていた。


「ハハハハハハッ。どうだい？　チカラが出ないだろう。これがノイズゲート。そして、私のチカラだ」


「なんだってんだっ！」


　今度は、モモが飛びこむ。しかし、自分より意い識しきの数百数千数万倍は、ノロい。








　キィンッ！








　という耳障りな音を立て、上段から振るったモモのカマは、あっさりと丈戸の細身の剣に跳はね返された。


　モモが、相手の身体に武器を直撃させる意志はないといっても、あまりにも簡かん単たんだった。


「どうかしたか？」


　丈戸は挑発するように言う。


「どうもしないっつーのっ！」


　すぐさま、モモは、丈戸から距きよ離りを取った。


　どうなってんの!?


　ぜんぜん、チカラが出ないんすけど！


　お腹なか下したときみてぇ！


「調ちよう子しが出ないみたいだな」


「まだ、出してないだけだっつーのっ！」


　つよがりでモモは、ほっぺをふくらます。相手に笑われて、よけいムカつく。


「フハハハハッ。負け惜しみか。さぞ、困こん惑わくしているんじゃないのか？　やはり、この空間では、本当にチカラが出せないようだな」


「うっさい。まだ出してないだけだっつの！」


　口では言うが、モモが本調子でないのは事実だった。


　あいつ、いったい何をした？


　すると、丈戸はよほどよゆうがあるのか、聴きいてもいないのに、ペラペラとしゃべり出した。


「言ったろう。ノイズゲートは、対幻魔ゲルマ用擬ぎ似じ空間だと。ようするに、この空間は、幻魔を抑制し、私のチカラを高めるのさ」


　自分の能力にどっぷり陶とう酔すいして、上じよう機き嫌げんだ。


　この相手のノリに乗っかって、


「きゃはっ[image: ]　ついでに、その〝モスフェット〟とかいう奇妙な〝石〟もあたしにくれちゃいませんかっ？　きゃははっ[image: ][image: ]」


　とか言えば、機き嫌げんよく、


「もちろんだともっ！」なんていって、丈たけ戸どが石を渡してくれ──


「──るワケないか……」


　モモはひとりごちる。剣を構える丈戸を睨にらみ見た。が、


「くっ……！」


　目の前から、丈戸の姿が消える。瞬まばたきの間で、数メートルあった距きよ離りがなくなっていた。丈戸の顔がモモの真横にあった。


「遅いな」


「きゃっ！」


　丈戸がなぎ払う剣をカマで受け止める。が、やはりその反動で、モモの身体からだは重力を失い、サッカーボールのように弾はじかれた。それでも、モモは、空中で体勢を立て直し、地面に叩たたきつけられることなく着地した。


「アイツ……っ！」


　今、完全にバカにされた。


　なぎ払いじゃなくて、フェンシングの突きなら、モモの身体に直接ダメージを与えられていたかもしれないのに。ワザと、突かなかった。


「ば、バカにしやがってぇ[image: ][image: ]っ！」


　ぶん殴るだけじゃ気がすまないから、


「ドラゴンスクリューで、両りよう膝ひざぐっちゃぐちゃにしてやるんだからっ！」


　モモは鼻息を荒くした。しかし、


「にゅわぁー！」


　次の攻こう撃げきがくる。


　また、モモの身体が吹ふき飛ぶ。


　また、次の攻撃。


　また、モモが吹き飛ぶ。


　まるで、モモがテニスボールにでもなったみたいに、あっちへこっちへとラリーがつづいた。





　何度も、





　何度も、何度も、





　何度も、何度も、何度も、





　何度も、





「ハァァァァアッ！」


　奇声を上げ、丈たけ戸どが正面から剣を突き立てる。


「………──ぐッ！」


　モモの身体からだは、一番高くまで上がり、一番の衝しよう撃げきで地面に落下した。


　ゴム球みたく、バウンドして、転がった。


「ハハハハハハハハハハッ！　すごい！　すごい！　すごいぞ！　この〝チカラ〟ならば、本当に世界を変えることもできる。終わらせることができる！」


　丈戸は、唾つばきまき散らしながら、目を血走らせる。


　と、


「──それが、そんなモノが、あんたの『望み』なの……？」


　とてもオトナびているのにひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが、鳴る。


　空気が変わった。


　ビリビリとなる感覚は丈戸にも伝わっていたが、しかし、その程度ではまだ自信は揺ゆるがなかった。


「まだ、立ち上がることができるのか。しかし、もう、やめておいたほうがいい。この空間は私の支配下にある。君は無力だ」


「そう、かもね」


　ウィスパーヴォイスは、響ひびきを強める。空間に透すき通っていく。


「ならば、何な故ぜ、立ち上がる？　私のチカラ、判わかっただろう？」


「まあ、それなりに」


　ぼろぼろなのに、モモは、笑った。


　綺き麗れいに笑った。


　いつも、幻魔ゲルマをめぐるひとには、必ず〝想おもい〟があった。ちっちゃくてもおっきくても、そのひとにとっては、重要なもの。


　だが、コイツには、それがない。


「私は、弱いモノいじめは好きではないんだ。そうさせないでほしい」


　そんなことを言う丈戸だったが、その目のイキ方は、完全なるサディストのそれだ。極Ｓの。


　モモが無む様ざまに吹ふき飛ばされ地面に叩たたきつけられるたびに笑えみを浮かべていた。


「バーカ。誰だれがやられてんだよっ。ぜんぜんっすよっ」


　モモは、にんまりと笑った。


　伝えたい想おもいも、叶かなえたい強い気持ちも、意志も、何もない。ただ、手にした〝チカラ〟に溺おぼれ、それを振るいたいだけの弱いヤツ。


「そうか。君といい、レスター君もそうだ。私という偉大なる革命家のいうことを素直に聞き入れておけば、すばらしいモノを見せられただろうに。ならば──キエロッ！」


　ギロリと目を剝むいて、丈たけ戸どの狂気が暴ぼう走そうする。


　赤い光を放ち、剣がモモに突き立てられようとした。


　が、


「なッ……！」


　丈戸の表情がはじめて引きつった。


　花きや車しやな身体からだで、赫あかい靴と足で地面を踏みしめ、腕と手が持った鈍にび色いろのカマで、モモは、丈戸の剣をしっかりとうけとめていた。


「──死シニ神ガミなめんなっつーの！　とくに、このあたしを！　『破壊的な天使デストラクシヨンベイビー』のふたつ名は伊だ達てじゃねぇぞっっ!!」


　モモは、ブチ切れすんぜんだった。鈍色のカマを振るう。


「ぐぉぉぉぉぉっ！」


　モモから放たれた光が、丈戸をはじき飛ばした。


　よろめきながら、丈戸は剣を構え直す。しかし、その動どう揺ようは立て直せなかった。


「何な故ぜだっ！　何ど処こにそんなチカラが！」


　絶対的な自信だった。でも、それは他人から得たモノ。本当は自分自身のモノじゃない。だから、ちょっと揺ゆらいだくらいで、崩ほう壊かいしてしまうんだ。


「あたしがつぇーのは、もともとだよ！　あんたが『願ねがい』とかいうからどんな強い想おもいとか意志とか持ってるのかと思えば、どっかの羊ひつじ頭あたまに吹きこまれた、しょーもないもんぶらさげやがって！　ガマンしてそんした!!」


　天使みたいな姿に似つかわしくない、ひどい言葉づかいだ。


「ふざけるな！　我われ々われが、この世界を再生するんだ！　君もこんな世界に絶望を感じたことがあるだろう？　くだらない争いばかりだ。何故、殺し合う？　何故、奪うばい合う？　だから、選えらばれし〝チカラ〟を持った我々がやらなければならない！　世界の破壊と再生を！」


　丈戸から笑え顔がおが消えた。それでもその口から吐き出される言葉は、自身を酔すい狂きようさせる。


「うっさい、ボケ！　キモイ！　キショイ！」


　としかし、モモは、丈戸を真まっ正面から否定する。


「そんなもん、どっかから借りてきたみたいな科白せりふで、気持ちが伝わってくるはずないでしょ！　だいたいあんた、レスターに『試合の助すけっ人と』頼んでたじゃん。それって、つまりは、目先の自分の願がん望ぼうを優ゆう先せんしてるってことでしょ？　ほんとはさ、世界がどうのこうのなんてどうでもいい。自分さえよければそれでいい。ってやつ」


「ち、違う！　私は選えらばれたんだ！　そうだ、君になら判わかるはずだ！　君も〝チカラ〟を持っている！　選ばれし者だ！　ならば、君も我われ々われ同志とともに、世界を創つくるべきなんだ！」


「……うーん。よし、判った！」


　と、さっきまでと違い、いきなりモモが力強くうなずいた。


「そ、そうか、判ってくれたか……っ！」


　丈たけ戸どの顔に笑えみが戻る。


　しかし、それも一秒後には、


「こうすることにします。あんたに世界をぶっ壊こわされるくらいなら、──あたしがぶっ壊してやるっつーの!!　だから、あんたはここであたしにぶっ飛ばされろ！　以上ッ！」


　何かがおかしい、モモだった。


「なぁっ!?」


　これにはさすがに丈戸も開あいた口がふさがらなかった。


「ちなみに、苦情は受け付けてませんのであしからずっ！　んじゃ、あたしのかわいい下僕ダニエルの分まで、ぶっ飛ばされてねんっ[image: ]」


「ま、待てっ！」


　何かがおかしいと、丈戸も気づいた。


　が、


　もう、遅い。


　モモの表情から天使的な面おも影かげが消えた……。


「ダイナレッドモード！　ついでに、リミッター強制解除！　ダニエルがいないから、制御きかないけど。もう、どうなっても知らないし！」


　モモを包む光が、広がる。


　羽は根ねを広げるように。


　空間を包み、呑のみこんでいく。


　その刹せつ那な。


　奇き蹟せきのようなヒカリが放たれる。


　空間を支配していた赤と黒から、世界を取り戻す光。


　それと同時に、何ど処こからともなく──いや、空間自体が響ひびき、大音量の『音楽』が鳴りだした。


　地じ獄ごくから、


　鳴く、


　響く、


　劈つんざく、


　ヘヴィメタルミュージック。


　星を堕おとせ。


　空を狂わせろ。


　ラウドネス。


　解き放て。


　ココロ。


　ヒカリ。


　光は、あたりを、半径百メートルほどを包みこんで、光のドームになる。


　対幻魔用位相空間モツシユピツトだ。


　光の中心に、羽は根ねを広げた天使。


　違う。


　死シニ神ガミだ。


「今度はあたしの番だね。聴きかせてあげる──死神のバラードを……！」





　　　　♪





「──はい。実じつ験けん終了ですね」


　ラムズヘッドが闇やみの中に浮かび上がる。


「な。結局、ダメだっただろう？」


　べつのラムズヘッドがおおきなあくびをしながら眠りから覚めた。


「いやいや。〝彼〟がダメなこともはじめからプランの中に入っているから。これはこれで順じゆん調ちようなんですよ。データ見ます？」


「いい」


「そうですか？　今回は、よいデータが取れたんですけれどね」


「で？　次はどうすんだ？」


「〝駒こま〟の手配もできていますから、次のシークエンスに進みましょうか」


「なら、早くしてくれ。退屈で死にそうだ」


　また、ラムズヘッドが闇に横たわった。すぐに、寝息を立てはじめる。


「そうします」


　ラムズヘッドは静かに言って、闇に浮かぶ映像に視し線せんを落とした。


　映像には、ひとりの少女が映し出されていた。


　その制服は花はな園ぞの学がく園えんのものだ。ただ、妙なアレンジがほどこしてある。制服を着ているのに、その下にさらに体操着ジヤージを着こんでいる。


　散ざん切ぎりボブの頭は、寝グセか天然か、ハネハネしている。少女は、自分の容姿には無む頓とん着ちやくのようだ。磨みがけば光るだろうが、少女の興きよう味みは、手の中の古い携帯ゲーム機きに向けられている。


「さてと、そろそろ、『蒼そう空くうのホーリィグレイル』にもスタンバっておいてもらいましょうか」


　ラムズヘッドが、言った。


　闇やみに、啼ないた。





　　　　♪





「ほんと、ごめんなさい……なんにも役に立たなくて……」


　遠近感が失なくなるような真まっ白い部へ屋やで、真っ黒の猫──ダニエルが、身体からだの中で比重の大きい頭をずん、ともたげていた。


「ま、気にすんなって、ダニエル。あたしだけでだいじょぶだったじゃん」


　椅い子すに腰かける少女──モモは足を投げ出し、パタパタさせつつ、軽い口く調ちようで言った。


「いや、でも……モモの、死シニ神ガミの仕つかえ魔まとして……主人パートナーのチカラになれないなんて……」


　敵にあっさりと自由を奪うばわれ強制退場させられたことで、反省しきりだった。


　結果としてはよかったんだけれど、モモひとりで敵を撃げき退たいしたということも、


「もしかして、ボクって必要じゃないの？」


　と、ネガティヴな思考をさらにネガティヴにさせてしまう。


　ふさぎこむダニエルにモモは、





[image: ]


「だっからさー。気にすんなっつってんじゃーん。うじうじすんなよー。こっちまで辛しん気きくさくなんじゃん」


　辛しん辣らつな言葉を投げる。


　傷に地味に塩を塗ぬりたくるような仕打ちに、ダニエルの心はダメージを受けそうになったが、


「まったくさー」


　そう言って、モモはダニエルを抱き上げると、その胸に抱きしめた。


「あのキモ男が創つくった〝ノイズゲート〟とかいう空間から助け出してくれたのダニエルじゃん。あのままだったら、現実世界リアルにまで影えい響きようしてたもん」


　モモは、『対幻魔用擬似空間ノイズゲート』のせいで、チカラを押さえこまれてしまっていた。が、そこで考えた。


「じゃあ、あれじゃん？　空間が違うなら、もう一回あそこに空間創って、あたしの領域モツシユピツトに変えちゃえばいいんじゃね？」という風ふうに。


　が、実際のところ、世界が重なるその隙すき間まに生み出された空間にさらに空間を生むということは、無む茶ちやなことだった。


　風ふう船せんの中でもう一個風船を膨ふくらませて、中から外の風船を破ってしまおうとするようなこと。つまり、風船が破れた反動＝世界に対する反動。


　空間の爆ばく発はつを引き起こすおそれがある。


　いや、実際それは起こるはずだった。モモが惑わく星せいを消滅させるほどと噂ウワサされるチカラを制御不能のまま解放してしまったからだ。


　しかし、ダニエルが、それを押さえこんだ。


　男のチカラで教室の外（擬ぎ似じ空間の外）へはじき出されたとき、ダニエルは「モモの助けになればっ！」と、とっさに自分の超情報端末デバイスを置いてきていた。


　それに予備の端たん末まつをつなぎ、いち早く、モモによる空間の破は壊かいを知ると、ダニエルは、デバイスと『死シニ神ガミ局きよく』のマシンを使い、すばやく空間の再さい構こう築ちくを行った。


　これによって、教室がちょっとぐちゃぐちゃになったくらいですんだ。


　モモも、あの男も無事だった。


　それにだ。


　モモだって、ただ我われを忘れて無茶をしたワケじゃない。


　ダニエルがいるからなんとかなる。と、思ったからだ。


「──あたしだってさぁ、ダニエルがいないと、困るしさ」


　慰なぐさめるための用意された言葉じゃない。モモはいつもふざけているけれど本気だ。よろこんだり、怒ったり、哀かなしんだり、たのしんだり、全部、一いつ生しよう懸けん命めい。


　だから、その言葉には、噓うそがなかった。


　だから、そのオトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスとともに、心に染しみこんでくる。


「ごめんね、モモ……」


「いいってば」


「ごめん。もう、ごめんて言わないから……」


「いってんじゃんっ」


　モモは、笑った。


　とても綺き麗れいに笑った。








　ただ、


　今までとは違う〝敵〟が、また出現したことは、モモとダニエルの頭を悩ませることになってしまった。


　あらたな〝チカラ〟を持った敵。


　世界の終わりと、再生を望む者たち。





　ラムズヘッド。





　この前ので終わりじゃなかった。





　これは、はじまりだ。








　終わりへのはじまりだ。








　そのとき、


　時刻は、午前四時。


　あらたな実じつ験けんがはじまろうとしていた。













　　　　TINY TERROR'S FICTION CODE - fin.





　

終奏「（裏）午前四時の空想科学。」



outroduction: Black Sheeps Sing Dawn Rock







　　　　♪





　午前四時。


　星のない空。


　絶望の中で奇き蹟せきを待つ瞬しゆん間かん。


　希望の中で奇蹟を射うつ瞬間。


　二匹の羊と、一匹の仔こ羊ひつじ。


　暗くら闇やみが包む。


　スポットライト。


　椅い子すに腰かける、一匹の仔羊。


「さあ、まよえる仔羊よ。貴方あなたの希望を叶かなえよう」


「さあ、か弱き仔羊よ。その手で希望を叶えるがいい」


　二匹の羊が言う。


　まるで、演説のように。


「望みと願ねがいを叶えよう」


「願いと望みを叶えたまえ」


　二匹の羊は、暗闇にぽっかりと浮かび上がっている。ゆらゆらと揺ゆれるそのシルエットは、頭部だけが羊の人型ラムズヘツドだった。


「さあ、」


「さあ、」


「その〝意志〟で、」


「その〝チカラ〟で、」


「「すべてを叶えなさい」」


　ふたつの声が重なる。


「貴方たちは、選えらばれたのです」


「そして、赦ゆるされたのです」


　まよえる仔羊が腰を下ろす椅子の左右に、ラムズヘッドがゆらりと立つ。


「我われらの母なる創造主は、貴方たちに〝意志〟を与えました」


「さあ、次は、貴方たちの番です」


「その〝意志〟を、」


「その〝チカラ〟を、」


「「母なる創造主にお見せなさい」」


　重なる声が、仔こ羊ひつじの背中を押す。


「──はい」


　スポットライト。


　仔羊は、立ち上がる。


　スポットライト。


　一歩前へ。


　そこは、闇やみだ。


　真っ暗闇だ。


　照らす光。


　まよえる仔羊は、その手に、〝石〟を持っていた。


「闇を払おう。この手で。この〝意志〟で」


　まよえる仔羊は、その手に、〝意志〟を持っている。


　仔羊は、啼ないた。


「この〝チカラ〟で、世界を変えよう。終わらせるために──」





　闇が、揺れて、歪ひずんだ。













　　　　ballad of a shinigami from


　　　　momo the girl god of death "Unknown Star's Bolero"


　　　　2nd album: Masquerade KiKi - all over.









to be continued....





　

らくがき。Afterword of Graffiti in "Masquerade KiKi"




　　　　♪





　はじめまして、おひさしぶりです。


　ハセガワケイスケです。


　この巻は、『電でん撃げき文庫MAGAZINE』のVol.3, 4, 5に掲載された連載バージョンに加筆修正をし再構成を経た文庫オンリーバージョンになります。








　というワケでして。





　心の中で描く世界は、それぞれにあります。


　と思います……。あんまり自信がない話なのですが（苦笑）。何な故ぜならば。自分以外の誰だれかの心の中をのぞくことができないからです。もしかすると、そういうひとの心を視みることができてしまう特別な〝チカラ〟を持たれている方もいるかもですけれど。だからこそ、他人のこと、好きなひとや恋しいひとや愛いとしいひとや苦にが手てなひとや嫌きらいなひと、ほかの誰かのことをたくさん考えます。少しでも感じようとします。「あのひとの心はどうなっているんだろう？」なんて考えて、もの想おもいにふけってみたり。そうだ。じゃあ、あのひとの心を見せてもらう前に、自分の心の中を、その世界を見せよう。とか思ってみます。が、それもできません。どうやったら、自分の中の世界を見せられるのか知りません。そんな便利なチカラを持っていません。たとえば、「こんな風であそこはこうなってて、でもそっちはこうで、ここはそうなってる」ということを説明するにも難むずかしいです。自分の世界を知っているのは自分だけなのですから、自分の中にしかないことを誰かに判ってもらうのはとってもたいへんです。一歩間違うと「なにいってんの？」と誤解を受けてしまうかもです。もしか、自分のことを相手に押しつけることになってしまうかもしれません。なら、どうすればいいのでしょう？


「ボクの世界を見せるから、キミの世界も見せてねっ！」で、すべてがうまくいけば、こんなにも頭を悩ませたり、たくさん考えたりする必要がないですから。または、いっそ、考えることを、そして、想うことをやめてしまえば楽になるでしょうか。


　自分の世界だけで生きていければいい。そういうことです。それでもやっぱり、ひとを想うことをやめられません。どうしてでしょう。相手の世界を見ることはできません。自分の世界を相手に見せることもできません。なら、たくさん、話したいと思います。たくさん、話を聞きたいと思います。そのひとのことをもっとたくさん知りたいと思います。そうすると、そのひとの『世界』が見えてくることもあります。きっと。すると、人間は欲深いので、もっともっと相手のことを知りたい！　と思ってしまいます。相手には、もっと自分のことを知って欲しい！　と願ねがってしまいます。


　誰だれかの世界は、いつもそこにあります。自分の世界は、いつもそこにあります。


　誰かのことを〝想おもう〟ということは、誰かの世界を感じようとすることではないでしょうか。見えないから想い描てみるんです。世界を心の中でイメージの絵にしてみるんです。ときにはイキオイあまって、『想い』で描いたモノが自分の世界を誰かの世界で塗りつぶしてしまうこともあるでしょう。それはとても素す敵てきなことかもしれません。一方で、相手の世界を自分の世界で塗りつぶすこともあると思います。が、やはり、一方的に押しつけてしまっては、意味がないことなのだと気づかされました。想いは、世界と世界をつなぐ虹にじの橋のようなモノ。触れられそうで触れられない。けど。きっと。想いは世界をつなげます。もしかすると、もう、すでにボクらは誰かの心の世界の中にいるのかもしれません。気づいていないだけで。そう考えてみると、ひとりっきりの世界なんて何処にもないのかもですね。想うことで、何処かで世界と世界はつながっている。それは幻のように見えないけど、やっぱり、それでも、ひとはひとを想うんだと思います。この物語りの登場人物たちのように、願い、想います。


　これは、誰かのことを想いつづける少女少年の物語りです。


　そして、誰かのことを想うあなたのための物語りです。


　いつも、いつも、想うことをやめなければ、きっと、この物語りたちも、登場人物たちも、あなたへとつながっていられると、勝手ながら想っています。


　もしか、あなたが誰かを強く想うことがあれば、この物語りが、あなたの〝想い〟のカケラとなれますよう。


　だから──





　どうか、おもしろければ笑ってください。


　どうか、つまらなければ笑ってやってください。





　そして、この本を、物語りをめぐる、


　すべてのひとたちに、こころから感かん謝しやさせてください。





　ありがとう。











二〇〇九年某月某日　春の指ゆび尖さきに手を伸ばしながら






ハセガワケイスケ




[image: ]





──ボクの世界をあげる。キミの世界を守るため。






著者


ハセガワケイスケ


12月26日。地球生まれぃ。


↓の著者近影、しにがみのバラッド。[image: ]の著者近影とほんのり違いがあります。


どっちが間違いかってゆう!?


[image: ]





イラストレーター


山やま本もとケイジ


１９７８年生まれで和歌山在住。別ペンネーム『超肉』。ジェット・リーをこよなく愛す内臓やばい引き篭もり。イラストレーター夢見て修行中。





電撃文庫


シニガミノバラッド。アンノウンスターズ。[image: ]





ハセガワケイスケ





二〇一一年九月十二日　配信
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